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　ミアには幼い頃から見る夢があった。

　同じ内容というわけではない。いつも場面が変わるし、台詞せりふも変わる。

　時じ系けい列れつはばらばらだけれど、ミアの夢はいつも一人の女性の人生を部分部分で再生していた。一番多い年代は、十代後半から二は十た歳ちを少し過ぎた頃か──彼女が生きていた中で一番輝いていて、そして世界が一番危険な時だ。

　彼女にはユーディット・ヒュムネという名があった。

　ウーア・シュプリング教団の秘ひ蔵ぞうの聖女、神しん秘ぴの担にない手、癒いやしの乙女おとめ。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうや治ち癒ゆ魔法では隣となりに立つ者がいないと謳うたわれるような存在なのに、十代の後半から、彼女は一人の男性に片思いをしている。

（これだけ綺き麗れいで、『特別』だったら、わたしなら自覚した直後に告白しちゃうけどなぁ）

　観かん劇げきのような視点で夢を見ながら、ミアはぽつりと呟つぶやく。

　もちろんこれはミアの夢なのでユーディットに声は届かない。なのにきゅんと胸を痛めた彼女の想いは、まるで自分のことのように伝わってくる。




　──神に与えられた力は、この国を救うために必要なもの。だから心を揺らしてはいけない。わたしは神のことだけ、救うべき人たちのことだけを考えていればいい。




　そう思う時点で恋をしているのに、頑かたくなに自分の感情を認めないユーディットは、苦しげに吐と息いきを洩もらし、人知れず涙する。聖女としての自分を律りつしながら、彼女は愛しい男と行動を共にして、仲間思いな彼の優しさに触れ、何度も命を助けられた。

　自分の使命から逃げることなく正義を貫き、傷だらけになりながらもまっすぐに走ろうとする男を間ま近ぢかに見て、ユーディットの想いがあふれてこぼれる。

　胸が痛くて、苦しくて、熱い。

　愛していると思った。けれどユーディットにも彼と同じ使命があった。だから自分の恋を認めた彼女の決意は変わっていく。




　──あの人に想おもいを告げてはいけない。




　聖女は異性と交われば、その魔力を失ってしまうらしい。少なくとも当時はそう信じられていた。だから彼女は恋を秘めた。我が慢まんに我慢を重かさね、それでも胸の中の炎が消えないと思い知った彼女は、聖女としての使命を終えたら、彼に想いを告げようと決意した。

（もっと早く手を伸ばせばよかったのにね……）

　課かせられた使命を終えた時、平和になった世界から彼は姿を消していた。

　静せい謐ひつな聖堂の中、ユーディットは毎日のように彼の無事を祈いのり、後悔していた。




　──愛していると言えばよかった。




　たくさんの人に称たたえられながら、皆に平等に穏やかな笑顔を向けながら、彼女はその想いを一生引きずることになる。

　彼女にとっては本当に、一生に一度の恋だった。




　──わたしの勇者様。




　ユーディットにとっては悲ひ恋れんだけれど、その想いはとても尊とうとく、美しいとミアは思う。

（…………わたしもそんな恋がしたいな）










[image: ]







　重たく曇くもった空に稲いな妻ずまが奔はしり、轟ごう音おんと共に大地が震しん動どうした。

　湿しめった空気を伝って、肌がぴりぴりと痺しびれるような錯覚に陥おちいる。

　うるさいほど雨の音は近くにあるのに、洞どう窟くつの中は不思議と乾かわいていて暖かい。

　暖かいと思うのは、ユーディット自身が頭から濡ぬれてしまっているせいだろう。

　部分鎧よろいでも隠せない女性らしい身体からだは、雨で衣服が張りついたため、より艶なまめかしいものになっていた。豪ごう奢しやな金色の巻き毛は、水の重みで腰まで伸びている。処しよ女じよ雪ゆきのように真っ白な肌は青ざめ、淡あわく鳥肌が立っていた。

　薔ば薇らの蕾つぼみを連想させる柔らかな唇くちびるは、今は紫色に近い。

　たき火をしたかったが、こう暗いと何もできないので、ユーディットは魔法の光を作りだした。白い光が洞窟の内側と二つの人影を照らしだす。

「ユーディット、しばらくここで待っていてくれないか」

　神秘と英知の結けつ晶しようと謳うたわれる瑠璃ラピスラズリのような青い瞳が、自分をここまで誘ゆう導どうした男を見つめた。

「一人で外に出るつもりですか？」

「すまない。あなたを一人にする」

「そんなことを言っているのではありません！」

　たおやかな外見に反する鋭するどい声に目を丸くした彼は、困ったように苦笑した。水を含んで濃こい色合いになった髪が視界を遮さえぎり、剣に慣なれた無骨な指で後ろへ流す。

　切れ長の双そう眸ぼうに高い鼻、彫ほりの深い顔は整っていながら精せい悍かんで、敵を睨にらみつけている時は味方でも震えるような迫力を生みだすのに、唇はふっくらとしていて、少し大きい。その口くち許もとが笑みを浮かべれば、太陽のように温かく人々を勇気づけるのだとユーディットは知っている。

　年齢よりも落ち着いて大人びて見えるのに、少し崩くずれた表情を浮うかべると年相応に幼くなるのだ。ユーディットはその笑顔を見るたびに、彼の年齢は自分とそう変わらないことを思いだす。

「ジョサイア様」

　名を呼べば、橄欖石ペリドツトのような透明感のある黄き緑みどり色の瞳がわずかに揺れた。

　このまま置いて行かれたくはないユーディットは、自分よりも頭一つ飛びでたジョサイアに詰つめ寄よって、その瞳をのぞきこんだ。

「皆みなが集まってからでないと危険です。お一人で倒せるような魔物ではありません」

「事じ態たいは一刻を争う。麓ふもとの川を見ただろう？　堤てい防ぼうも結界も、もう限界だ」

　苦しげにユーディットの視線から逃げたジョサイアが、痛みを堪こらえるような表情をした。彼はたまにこうやって、何かを諦あきらめるような、拒絶するような目をすることがある。

「貴重な癒いやし手をここで失うわけにはいかない」

　そう告げた彼は、いつものように誠実で正義感の強い勇者の顔に戻っていた。

「ジョサイア様を失うわけにもまいりません！　あなたが魔王を倒さなければ、この国は終わります！」

　自分も戦うと宣言できればよかったとユーディットは思う。汚けがれを嫌きらう癒やし手の力は、武器を持つことを許されていない。せめて、はぐれた仲間と合流したかった。レーツェルとオットーは、今どこにいるのだろう？

　震ふるえているのは濡れた衣服や冷えた部分鎧が体温を奪うばうからではない。いつ魔物に襲われるかもしれない場所で、一人残される不安でもない。

　──けれど、ここで本音は言えない。

　自分がいない場所でジョサイアが傷つくのが、それを癒やせないのが嫌だと言えない。愛しているから行かないでなんて……言えない。

「ユーディット」

　革の手袋に包まれた手が、そっとユーディットの両手を握った。冷たくなった細い手を、申し訳なさそうにさする。

「俺の使命は魔王を倒し、この国から魔物を一いつ掃そうさせることだ。エヒト神の本心なんて知らない。どうして俺が選ばれたかも知らない」

　淡々と語るジョサイアの唇を眺めながら、潤うるんだ目をまばたかせたユーディットは、長い睫まつ毛げに涙の雫しずくを散らした。




「けれど、これ以上失われる命を増やしたくないんだ」




　止められるわけはない。

　ジョサイアの魂は聖女と呼ばれるユーディットよりも高こう潔けつで、彼はいつだって自分の正義に誠実だ。

「大丈夫。俺はまだ死ぬわけにはいかない。君がいるから死なない」

　ユーディットの手を持ち上げたジョサイアは、その指先に掠かすめるようなキスを落とした。

　ジョサイアの唇はユーディットの皮ひ膚ふと同じくらい冷たかったけれど、触れられた指と胸の奥に渦うず巻まくような熱が生まれる。

「誓ちかうよ。どんなに傷ついても、ユーディットのいる場所に戻ってくる」

　信じている男の真しん摯しな言葉を耳にして、どうしてそれを拒きよ絶ぜつできよう？

「お待ちしています。どんな傷でも絶対に癒やします」

　ユーディットの誓いに、ほっとしたようにジョサイアが微笑ほほえむ。雨で冷えた身体に、太陽の温ぬくもりが満ちた気がした。

「できれば、怪け我がを負わずに無傷で戻ってきてくださいね」

　自分もまた微笑みながら、ユーディットは彼の装備する鎧と剣に戦せん神じんの加か護ごを与える。

「ああ」

　ジョサイアが離れた。

　反射的に縋すがりつきたくなる手を自分に戻し、ユーディットは颯さつ爽そうと嵐の中を駆かけるジョサイアの背中を見送った。
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（いいネタきたぁっ！）

　がっと起きあがったミアは、まだ薄うす暗ぐらい部屋を一いち瞥べつすると、すぐさま明かりをつけた。

　ランプのほうが明かりは長持ちするけれど、火ひ種だねを作って持ってくるのが面めん倒どうだ。だから魔法で小さな明かりを作って、ぽんとランプの灯とう心しんに浮かべた。

　オイルよりも明るい光に照らされながら、枕まくらの下のノートを取りだし、ベッドの横に並べたテーブルに手を伸ばしてペンを取る。

（んーと、『嵐の中で仲間とばらばらになり、ユーディットとジョサイアは二人で洞窟に逃げこむ』と）

　夢の会話を中心に、覚えている限りの内容をそこに書き連つらね、ミアはほっと息をついた。ユーディットの指先に触れたジョサイアの唇の感触は、夢の中でミアも共有している。思い返せばそれだけで赤せき面めんしてしまいそうだ。

「今日のジョサイア様も格かつ好こう良よかったなぁ」

　父が劇げき作家をしている関係で、ミアはそれなりに顔が整っている役者を何人か知っているが、単純に顔立ちという面では少しだけジョサイアは彼らに見み劣おとりすると思う。

　けれど戦せん闘とう中の彼の鋭い顔立ちや、笑った時の爽さわやかさや、まっすぐに人を見る誠実さや、その高潔な思いは、誰かと比べられるものではない。

「ユーディットはもう少し外見利用してがんがん攻せめればいいのに」

　ちらりと自分の髪に目を落とせば、ユーディットの見事な金髪とは似ても似つかない惨みじめな赤毛が目に入る。長さは肩より少し下。彼女みたいに背中を覆おおうように伸ばしたかったけれど、クセの強い髪はまとまりが悪く、すべて下ろせないし、綺き麗れいにまとめられないので、だいたい上半分だけを後こう頭とう部ぶで結むすぶようにしている。

　くっきりとした眉まゆはユーディットの繊せん細さいさとは遠く、一時期は本当に自分の眉毛が嫌いやで前髪を重たくして隠していたが、年頃になった今は自分は自分と割り切るようになって、いつも前髪を上げている。

　うっすらとかかったソバカスも、くりくりとした幼おさない目もユーディットとはまるで違う。ミアの肌は白いほうだけれど、あんなに透すき通るような白い肌ではないし、迫力のある胸も、つかめそうなほどにくびれた腰も、尻しりから太ふと腿ももにかけての艶めかしい曲線も持っていない。同じなのは瑠璃ラピスラズリのような青い瞳だけだが、そこから彼女のような神秘や英知は感じ取れない。

　あんな絶世の美女と比べるほうが間ま違ちがっているとわかっている。なまじ夢の中で感覚を共有しているから、現実を目にした時に落らく胆たんしてしまうのだが、ミアは成長するにつれて気持ちを立て直す術すべを覚えていった。

　その方法の一つとしてミアが選んだのが、夢を客きやつ観かん視しすることである。もっとはっきりと夢と現実を区別しようと試こころみた結果、今ではユーディットの恋に夢中になっている。

　すでに恋の結末を知っている身ではあるものの、それでもやっぱりユーディットの態度はもったいないと思ってしまうのだ。

　ジョサイアの目が時とき折おり哀かなしげに曇るのは、たぶんユーディットが聖女だからだろう。恋愛をしてはいけない存在だから、彼は自分の気持ちを押し殺しているのだと思う。

（うん。そっちのほうがロマンチックだしね）

　夢の内容を走り書きしたノートの続きに、自分の想像を追加して、さらにまとめていく。そうやって夢中になって書いているうちに、いつの間にか太陽が高く昇っていた。

　共に暮らしている父の朝はだいたい遅おそい。脚本をあげても劇場の公演中に細かく直したりするので劇作家は毎日劇場に通うし、出資者との食事会があったり、新しい出資者を募つのるために知り合いを介かいしてパーティーに出たりするからだ。

　いつもならミアのほうが早くに起きて朝食の準備を整ととのえるのだが、今日は父のほうが早く目覚めたらしく、遠えん慮りよがちに部屋の扉とびらをノックされた。

「ごめんなさい。今起きるわ」

「ああ。ゆっくりでいいよ。パンが冷さめるまでもう少しかかるから」

　焼きたてのパンの甘い匂においがする。少し歩いた場所にあるパン屋で購こう入にゆうすればいいのに、どうやら朝から自分で作ったらしい。

　ちなみにミアには兄弟も母もいない。母はミアが小さな頃に、貧びん乏ぼう生活に嫌気が差して逃げだしたそうだ。父が押しも押されもせぬ劇作家となり、名声が広がって収入が増えた今も帰ってこないので、もしかしたらすでに他で家庭を作っているのかもしれない。

　気がついた時には、ミアは父と二に人にん三さん脚きやくで生活していた。

　ミアが自分の夢を物語の構こう想そうとして書きだし、父がそれを膨ふくらませて脚本に仕上げる形ができあがってからは、劇作家の仕事も二人でしているのに近い。たぶんミアがお嫁よめにいくか、父が再婚するまではこの生活が続くのだろう。

　身み支じ度たくを整え部屋を出て、食堂と居間が一緒になっている部屋にむかえば、丁ちよう度ど、父がテーブルに皿を並べていた。

「おはよう」

　昔、役者をしていた父は、舞台を降りた今も、よく通る低い声をしている。

「おはようパパ。おはようフィン」

　少し大きなテーブルには、すでに父以外の男性が座すわっていた。

　短い金茶の髪を立たせ、動きやすい衣服を身につけた男は、座っていてもわかるくらいに背が高い。均きん整せいが取れた体格をしているため、特別筋肉質な印象は受けないけれど、動作の一つ一つが軽くて、重心がぶれない。見るものが見れば鍛きたえていることが一目でわかることだろう。

　光の加減で石榴石ガーネツトのような濃い赤色に変わる赤茶の瞳は、柔らかい言い方をしても目つきが鋭するどすぎる。身内以外の前ではあまり表情を変えないから第一印象はだいたい最悪で、怯おびえられることも多いが、実は本人が緊張して顔が強こわばっているだけだ。

　その証拠に慣れた家でくつろいでいるフィンの表情は柔らかく、意外とこの男の造ぞう作さくが整っていることを教えられる。

「おはようミア」

　長い足を折り曲げて、少し窮きゆう屈くつそうにテーブルの中に収めている様子は、必死で飼い犬のふりをしている狼おおかみの姿を連想させた。幼い頃からのクセでフィンの頭をなでそうになるけれど、つんと立っている髪が無言で拒絶してくる。今の髪型はミア対策だと笑った父の言葉は、たぶん正しいのだろう。

（昔は可か愛わいかったのになぁ）

　二歳年上の幼おさな馴な染じみは、ミアが幼い頃に地方都市トラオムに引っ越してきた。

　家が隣となり同士であり、お互いに妻がいないのに幼おさな子ごを抱えている共通点があったからか、父親たちはあっという間に仲良くなって、フィンとミアは兄きよう妹だいのように同じ時を過ごした──どちらかといえば姉弟だろうか？　フィンは二歳年上だが、子供の時は病弱なうえ人見知りが激しく、むしろミアのほうが面倒を見ていたのだ。

　健康になったフィンが身体を鍛えた結果、今では地方都市トラオムの警備隊の出しゆつ世せ頭がしらだ。都市勤務の時は警けい戒かいする相手が人間だからまだいいが、郊外勤務の時は魔物を相手にするうえ寮りようで生活するので、ミアとしてはちゃんとご飯を食べているのか、怪我をしていないか、病気にかかってはいないかと、気が気でない。

　一ヶ月は都市勤務のはずなので、しばらくは安心していられるだろう。その間のフィンはこの家から出勤する。

（心配は心配だけど……）

　かつて王都フェアビーテンの近この衛え隊たい長ちようの一人だったというフィンの父は、その立場に相応ふさわしく凄すご腕うでで、市民はもちろん警備隊にも剣を教えるような人物だったが、ある日この街を襲おそおうとした魔物と戦って他界してしまった。

　──街にいるからといって完全に守られているわけではないし、魔物がこないわけではない。フィンの父がそれを証明している。

（最近魔物が活性化してきているとか噂うわさになっているし……）

　憂ゆう鬱うつになったミアに気づいたのか、赤茶の瞳がこちらにむいた。頭の代わりに逞たくましくなった肩をなでて、フィンの正面に座る。

「…………ん」

　ミアの足音を聞いて用意してくれたのだろう。フィンが差しだしたコーヒーには湯ゆ気げが立っていた。焙ばい煎せんやら抽ちゆう出しゆつやらで、飲むために手間と慣れが必要な飲み物だが、単価そのものは手頃な値段なので、フェアボート国では愛あい飲いんしている者が多い。途中までの手間を省はぶいて、あとは抽出して終わりという段階で売りにでているものもあるが、やはり一から自宅で淹いれたほうが美お味いしいし、家庭の味になる。

　口の中に転がるほどよい苦みと豊かな香りは、クラング家の味だ。フィン・シックザールも、父が引き取る前からこの家の一員だから間違ってはいない。彼の親しん戚せきはこの街にいなかったし、彼の母の行方ゆくえもわからない。十年前にミアの父がフィンを引き取ったのは、ごく自然なことだった。

　父が用意してくれたパンを千切り、薄うすくバターを塗ぬって頰ほお張ばる。まだ温かなパンに溶けたバターがじゅわっと染みこんで、ほのかな塩気とパンの甘さが舌に嬉うれしい。

　エッグスタンドに載せられたゆで卵は半はん熟じゆくで、とろりとした黄身に少しだけ塩を振りかけ、小さなスプーンでそれをすくって食べた。口の中に卵の食感が残っているうちに、もう一度パンを頰張る。

「ミア、食べるのはいいが、ノートはテーブルの上から片付けなさい」

　子供のような注意を受けて、うっかりそこに置いたままだったノートの存在を思いだす。

「パパ、新しいネタを考えたから、読んでもらえる？」

　ミアがノートをここに持ってきた時は、いつも言う台詞せりふが決まっている。だから父は驚おどろくことなく穏やかに頷うなずいた。

「ああ。後でね」

　返事もわかっていたミアは、にっこりと笑ってノートを背後の棚たなの中にさしこんだ。あとですぐに取りだせるように少しだけ手前にだす。

「またユーディットの恋愛物なのか？」

　ちらりとこちらに目をやったフィンが、幼い仕し草ぐさで小首を傾かしげた。

　ミアが自分の夢を元に物語を書きだすようになって、ずいぶん経たつ。当然フィンもその内容を知っていた。

「そうよ。不満？」

「いや……」

　大きな身体をすくめるようにして、赤茶の瞳がミアからそらされた。

　ミアがユーディットの夢を見ていることは父にも秘密にしてある。ただ父のような劇作家になりたくて、空想を繰り広げるようになったのだと伝えていた。

　売れない劇作家だった父が、ミアの書いた稚ち拙せつな物語を元に脚本を書いたのは、未熟な文章の中に紛まぎれこんだ真実のロマンを感じ取ったためだろう。結果として、父が書いた脚本は地方都市トラオムの人々を劇場に呼び寄せ、そこは連日満まん員いん御おん礼れいとなった。

　今では父の名は、トラオムでは知らぬ者がいないほど響ひびき渡り、最近では脚本の他に小説も書くようになった。

　しかし一財産を生みだす流行も、数年続けば陰かげりを見せるものだ。新聞や雑誌に載のる評論家たちのコメントは、最近少し下か降こう気味である。

「ミアの発想はとても面おも白しろいと思うよ。聖女ユーディットを等とう身しん大だいの人間として捉とらえて、ただの恋する乙女おとめにしたんだからね」

　百年前の《エヒトの審判》で、勇者ジョサイアが魔王を倒した際に、大きな力となったのが聖女ユーディットの癒やしの力だと伝えられている。たぐい稀まれなる美び貌ぼうは女神めがみのごとく語られ、父の脚本が流行するまで、彼女は神聖な存在だという認識が人々に浸しん透とうしていたほどだ。

　もちろん今までも勇者たちを中心とした物語は多く演えんじられたし、中にはユーディットとジョサイアの恋物語もあった。しかし彼らをここまで等身大の人間として捉え、描かれた物語はなかったのだ。

　父のフォローに少し気をよくするものの、そろそろ新しい展開がほしいのも確かだ。

（別にユーディットの話じゃなくても、《エヒトの審判》関連ならネタになるかなぁ）

　思い浮かんだ人物は、七年ほど前に近くの聖堂にやってきたウーア・シュプリング教団の神官だ。

　ちなみにウーア・シュプリング教団とは国内で一番大きな宗教組織のことである。様々な土ど着ちやく宗教を統一し組織化して発展してきたため、教団の聖堂には同時に複数の神々が祀まつられていた。もちろんどの聖堂の祭壇にも必ず主神である最高神エヒトが祀られているが、それ以外の神々は聖堂によって異ことなる。人によっては離れた聖堂まで足を運んで必要な加か護ごを求めるのが常識となっていた。

　トラオムに建てられた聖堂は四つ。交こう易えきが盛んな地方都市なので、どの聖堂にもエヒト神と共に、商売の神として名高いゲヴェルベ神が祀られているが、それ以外の神々はばらばらだった。

「ミア、聖堂に行くのか？」

　まるでミアの頭の中をのぞいたように、フィンが尋たずねた。「そうよ」と答えれば、間かん髪はつをいれずに「俺も行く」と返ってくる。

「今日は夜や勤きんでしょう？　寝ておけば？」

「帰ったら寝る」

「ついでに買い物行くけど」

「つきあう」

　打てば響く返答に小さく笑う。

「わかった。準備してくるからちょっと待ってて」

　頷けば、ほっとしたようにフィンの肩が下がった。

　フィンがもうすぐ二は十た歳ちになるように、ミアもあと半年もすれば十八歳になる。もう迷子になるような年でもないというのに、フィンは何かと心配性だ。そして父も、彼がミアと一緒に出かけると言うとほっとした顔になるのが常だった。

　トラオムは大きな都市だから、昼間でも女一人で歩くのは危険な地区というのが確かに存在するけれど、そんな場所もわからないようなミアではない。二人共それはわかっているはずなのに、昼間であろうとミアが一人で出歩くのを嫌がるのだ。

（まあ、フィンを連れて歩けば確実に安全だけど）

　少し踵かかとの高い靴くつを履はいて、ようやくミアの頭のてっぺんは隣を歩くフィンの肩まで届く。高すぎる身長と鋭い目つき、おまけに腰の剣を見れば、その傍かたわらのミアに声をかけようと思う者は滅めつ多たにいない。生まれ育った地区を離れれば、すれ違うことすら怖おそれるように通りすがりの人から距離を取られるが、気にせずに慣れた街を歩く。

　建ち並ぶ建物はどれもクリーム色の壁に、朱しゆ色の屋根をしていた。大通りは石いし畳だたみで馬車道には車輪の跡がくっきりと刻きざまれている。曲がり角の近くでは露ろ天てん商しようが店をだしていて、花やジュースやお菓子が売られていた。

　季節は春。乾燥した冷たい空気はまだ少し残っているけれど、日差しはだいぶ暖かくて、青い空が気持ちいい。

　活気のある大通りから道を外れ、細いけれど清せい潔けつな路地をまっすぐ進めば、狭せまい空に翻ひるがえる洗濯物の影に目を細めた。玄関先に置かれた花や、窓の屋根から吊つるされた蔓つる草くさの美しさに目を奪われていると、野の良ら猫ねこに追い越される。

（平和だわぁ）

　雑ざつ多たながらもほのぼのとした空気が、ミアにはとても愛いとしい。

　やがて見えてきた聖堂は、漆しつ喰くいを塗られた白い壁のせいか、ひんやりとした空気を放っているように感じた。黒こく檀たんのように見える厚あつい扉は、その実そう見えるように色を塗っているだけだが、それでも入り口の重厚さを作るのに一役買っている。

　聖堂に入ってすぐに手を洗い、礼れい拝はい堂どうに足を踏み入れる。側そく廊ろうに並んだ銅どう製せいの神々は、どれも腰くらいの高さの台に載せられていた。人間の半分ほどの大きさだが、細かな表情まで見えて美しい。像の背後にはそれぞれステンドグラスで作られた車輪型の窓が配置されていて、神秘的な光が神々に降りかかっている。

　正面の祭さい壇だんに置かれた像が神々の頂点に立つエヒト神で、フィンの身長と同じくらいの高さがあった。部分部分で金も使われている。

「どなたですか？」

　ひと気のなかった聖堂に、ふいに誰すい何かの声が響いた。

　側廊の奥の扉から現れた神官はまだ若く、せいぜい二十代の半ばに見える。七年ほど前にトラオムに赴ふ任にんして以来、年頃の女性はもちろん、ご近所の幼よう女じよから老ろう婆ばまで魅了して、劇的にこの聖堂の参拝者を増やしたクリストフ・ミュンスターだ。

　さらりとした髪はまるで黄金のような濃い金色で、男性にしては少し長めだが襟えり足あしの部分で一つに結ばれているせいか清潔感があった。切れ長の目に、通った鼻筋、整ってはいるけれど薄い唇。神職についているのがもったいないほど品のいい美形である。野や暮ぼったい白の神官服も、彼が身につければ重厚かつ神秘的な衣服に見えた。

「驚かさないでくださいよ」

　質のいい黄玉トパーズのような透明感のある黄色い瞳が、ミアとフィンの姿を見つけて、ほっと息をつく。

　肩に張りついていたわずかな緊張が、すっと聖堂の空気に溶とけた。

「普通に正面から入ってきただけよ」

「フィンの気配は、聖堂では刺激が強すぎるんです」

　少しだけ唇を歪ゆがめて、粗そ野やな仕草で顎あごをしゃくる。『こっちに来い』との指示に、ミアとフィンは肩をすくめて従したがった。

　側廊の端にある扉を開け、短い渡り廊下を進めば、神官たちが生活し、執しつ務むを行うための別棟にぶつかる。クリスの他にも、三、四人いるはずなのだが、この建物はいつもしんとしていた。

　飾り気のない扉を開けて、クリストフは自分の私室にミアとフィンを通す。

「結界が歪んだら、担当者であるぼくがとやかく言われるんですよ。もう少し気をつけてくださいね。ただでさえ最近魔物が活性化してきてぴりぴりしているんですから」

「そうらしいわね……クリスも協力するの？」

「回避や目くらまし程度の戦闘補ほ助じよの協力ですがね」

　クリストフは治ち癒ゆの神の愛を受けていないので、癒やし手の能力がない。だから戦闘補助に関係する神の加護を与えることが主な協力となるらしい。

「いつも思うのだけど、魔力を有効活用するなら、冒ぼう険けん者しやか魔法使いか、フィンみたいな魔法剣士の道を進めばよかったんじゃないの？　警備隊に入るとか」

「個人プレーに特化した冒険者も、ひたすら自己の鍛たん錬れんと神秘の解析に人生を捧げる魔法使いも、男に囲まれている職場も嫌です。ぼくには礼拝にきたお嬢さん方にしっとりと神の愛を語るほうが性に合ってます」

「最低でもシュティヒ神の加護を伝えられるようにならないと、そのお嬢じようさんたちも守れないんじゃないの？」

「守りに特化した戦せん神じんの中でもトップクラスの一ひと柱はしらの愛を得られるのは、最短でも半世紀はかかるものなんですよ。聖女ユーディットと一緒にしないでください。ぼくの前世は彼女と一緒に旅をしただけです。しかも盗とう賊ぞくですよ、不ぶっ細さい工くな」

　ミアと同じように、クリストフは百年前の伝説の勇者たちの夢を見ていた。彼の場合は聖女ユーディットでも勇者ジョサイアでもなくて、盗賊オットーの感情を共有し、その生しよう涯がいを細こま切ぎれに夢で見ている。

「チビで出っ歯で目つきの悪い一ひと重えで、ひたすらもてなかった。本当にもてなかった！」

　わざとらしく顔をしかめて、語るのも嫌だとばかりに頭を振る。

「ぼくはぼくを美しく生まれ変わらせてくれた神々に感謝して生きると、物心ついた頃に決めたんですよ。参拝を理由にすれば美少女から美熟じゆく女じよまで、恋人や夫がいようがいまいが関係なくぼくに会いにこれるんですから、まさに夢の職場です！」

「…………」

　無言でフィンに肩を引かれたミアは、クリストフから数歩離れた。

　代わりとばかりにミアの視線を背中で塞ふさいだフィンが、クリストフを睨にらみつける。

「ミアの番犬はぼくの主義が『くる美女拒まず、去る美女追わず』だと何度言えば理解するんですかねぇ。ミアが自分から迫ってくるなら……たとえ話に睨まないでください！」

　戯ぎ曲きよくの一場面のようにひらひらと手を振りながら、気持ちよさそうに語っていたクリストフは、フィンの無言の圧力に耐えきれずに言葉を切った。

「まあ、それはそれとして、来たなら丁度良かった。フィン、最近呪のろいがひどくなったということはありませんか？」

　世間話の流れで問いかけるにしては重い質問をさらりと投げつけられた。

　──フィンには生まれながらの呪いがあって、それはミアも、神官であるクリストフも知っている。

　近衛隊長だったフィンの父に向けられた呪いが、聖堂で受けた加護により方向を変え、一番近い血けつ縁えん者しやである息子に降りかかったのだと当時の神官は診しん断だんしたらしい。フィンの父が十二年前にトラオムに居きよを移したのは、自分への嫉しつ妬とや悪意を避け、息子にかかった呪いが活性化するのを防ごうとした結果だ。父の想いが通じたのか、子供の頃は暴走しがちだったフィンの呪いは、彼が成長して精神が安定するようになるとすっかり落ち着いた。そのはずだった──

　クリストフの問いかけに、ミアの肩を抱いたままだったフィンの手が、ぴくりと震えたのがわかった。

「何かあったの？」

「な、ない」

　フィンは噓うそが下へ手ただ。ミアを前にしたら特に。

「フィン」

「なんでもない。本当に、大丈夫だ」

　すがるような眼まな差ざしは、ミアではなくクリストフにむけられた。『助けて』と、声にださずに訴えるのが、どうしてそちらなのだ。

　フィンの眼差しが自分以外にむけられるのが嫌で、彼の頰ほおを両手で挟はさんで、こちらにむける。こんな時は身長差が忌いま々いましい。

「嫌な夢でも見るの？」

「…………」

　この場合の沈黙は、是ぜを意味する。

「どうして言わないの？」

「ミアと親父さんがいれば、俺は大丈夫だから……」

「郊外勤務の時は二人とも側そばにいられないじゃない。何かあってからじゃ遅いんだから、警備隊を辞めて街の中で暮らしなさいよ」

「母親ですか」

　いらない呟つぶやきを無視してフィンを睨むが、彼はミアに顔を挟まれたままふるふると首を横に振った。
















「俺は……魔物を倒す存在になりたい」

　幼い頃からずっとフィンが言い続けている台詞を繰り返されると、ミアも弱い。彼の頭を抱き寄せたかったけれど、わざと立てられた髪に触れるのは抵抗があって、代わりに逞たくましい腕をさすった。

「…………」

　無言でミアの手を見下ろすフィンをしばらく眺ながめていたクリストフだが、彼がそれ以上口を開く気配がないと察したのか、黄色の瞳をこちらにむけた。

「結局何をしにここまで来たんですか？」

　忘れかけていた用事にはっとしたミアは、鞄かばんの中から愛用のノートを取りだした。

「最近マンネリだって評価を受けているから、新しい視点がほしくて、オットーの話を聞こうと思ったの」

「お父上の手伝いはいいですけど、そんなに自分の過去の話を脚本のネタにしたら、いずれ聖女の転てん生せいだとばれますよ。魔物の話をしたでしょう？　そろそろ《エヒトの審判》かと、教団が勇者を捜さがすことに熱を入れてます」

「そんなの前からじゃない」

「ますますということですよ。あなたは《エヒトの審判》を軽けい視ししすぎている」

「軽視じゃないわ。『そんな災わざわいは起こらない』と思っているのよ」

　百年に一度繰り返される、神々の調整。

　──すべてのはじまりは何千年も前、人間の戦いくさにより地上の生物が滅ほろびかけたことが発ほつ端たんらしい。

　地上を造り直した最高神エヒトは、人類が再び誕たん生じようすることを止めなかった。その代わり、人間同士の争いを別の方向にむけ、抑よく制せいさせるために人類の天敵を造ったとされる。それが魔物だ。

　百年に一度、それぞれの国に一つずつ、絶望と希望をもたらす《エヒトの杯さかずき》が地上に現れ、神々はその国の人間たちを審判にかけることが恒こう例れいとなった。

　──その審判の基準となるのが、魔王と勇者の戦いである。

　魔王の血を《エヒトの杯》にそそげば、そこから魔王の意を汲くむ魔物が大量に生まれ、その国は魔物に支配される。しかし勇者の血を《エヒトの杯》にそそげば、魔王が生みだした魔物は消え、巷ちまたにあふれた魔物は野生動物同然にまで力を失う。

　仮かりに勇者の力が魔王に届かず、フェアボート国が滅ぼされた場合は、そこの土地は隣りん接せつする別の国のものとして扱われる。次の審判でその隣国の勇者が勝利すれば、魔物に支配されていた故フェアボート国の土地から魔物は消える仕組みだ。もちろんその判定はエヒト神の手の平の上になっている。

（前回は人間が勝利したけど、その前は負けたから……教団も必死なんだろうなぁ）

　──百年ごとに戦う勇者と魔王の魂は、常に同じらしい。

　強力な魔物を味方につける魔王と戦うのに、相手が勇者一人では不利なため、エヒト神は勇者を助け、つき従う三つの魂も用意した。その魂も常に同じだといわれている。

　そのうちの二つにあたるのが、ミアとクリストフだ。

　正直、ジョサイアの魂を受け継ぐ者に、会いたい気持ちはあるのだが……。

「クリスは勇者様につき従って、旅がしたいと思ってるの？」

「まさか。痛いのも苦しいのも……飢うえるのも、前世の記憶だけで充分です」

　この点においては、クリストフとミアは共通している。

「しかし仮に、魔王も我々と同じことを思っているのだと世間に訴うつたえても、歴史が歴史なだけに納得する者は少ないでしょうね。いっそ魔王が主役の話でも作ってみては？」

「確実にお客がこないわよ。魔物の被害が増えている今は特に、勇者たちが活かつ躍やくする話のほうがお客が入るの」

「でしょうね」

　だから勇者ジョサイアの仲間の一人だった盗賊オットーの話を聞きたいのに、クリストフはあまり夢の話を語りたがらない。

「芝居なんだから物語に深みをもたらすように努力すればいいじゃないですか。あなたのネタだしが不調の原因ですし、創作部分はすべてお父上にお任せしては？」

「……どうしてわたしの妄もう想そう部分が駄目だとわかるのよ？」

「そんなの甘っちょろいあの芝居の脚本と、あなたの言動をみればわかります」

　むかつく理由だが、脚本の駄目出しはプロを目指す者として受け入れるべきだと思う。

「…………物語に深みね」

「いっそフィンとつきあって、恋愛面の情じよう緒ちよを鍛えればいいのに」

　クリストフの呟きに、ミアはこてりと小首を傾げた。

「どうしてわたしがフィンとつきあうのよ？　……でも恋愛面の情緒を鍛えるのは良りよう案あんかもしれないわね」

　フィンがミアの後ろで硬こう直ちよくしているのに気づかないまま、ミアはクリストフの言葉を検討する。

　クリストフの言うように、夢の部分だけをネタとして父に渡すことを考えたことはあったが、父のような劇作家を目指しているミアは、それをよしとしなかった。

（でもそう簡単に恋なんてできないわよね……わたしはユーディットみたいに美人じゃないし、昔からもてないし。そもそも好きになれるような人が近くにいないし）

　もちろんミアは幼い頃から常に行動を共にしている男のせいで、誰も声をかけてこないのだとわかっていない。

（近くにいないから探しに行こうかな？）

　ふと閃ひらめいた考えは、良案のように感じた。まずは目先を変えてみよう。




「わたし、ちょっと近くの聖地を巡じゆん礼れいして、ネタだしついでに恋が生まれそうな人を探してくるね」




　普段無口なフィンが強きよう固こに反対したのは言うまでもない。ついでにミアの台詞を引きだしたクリストフも、フィンに睨まれ止めるための言葉を口にした。

　しかしそこで止まるようなミアなら誰も苦労はせず、一いち蓮れん托たく生しようで三泊四日の聖地巡礼の旅をすることが決定した。
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　ミアがフィンの呪のろいを知ったのは、出会ってすぐの頃だったと思う。

　フィンの父はなるべく息子の側にいようとしたが、なまじ腕うでが立ったために、魔物が出現した時は警けい備び隊たいの助すけっ人とに出かけていた。そんな日は、ミアの家にフィンが預けられる。

　病気を理由に絶対にフィンと同じベッドに入らないように約束させられて、「わたしのベッドを貸かしているのに」と、怒おこったこともあった。だが苦しそうなフィンを見ると心配になって、ミアはよく看かん病びようの手伝いをしていた。

　病やまいを抑おさえる護ご符ふなのだと、どこぞの神の加か護ごがついている紙を、ベッドや窓や扉とびらに貼はっていることを特に疑問には思わなかった。基本的に病気は医者の領りよう分ぶんだが、それでもすがれる神はいる。医い療りようや健康の神に愛されている神官に頼めば、加護のついたメダイや護符をもらえるのは常識だ。

　──だからその護符も、身体からだの弱いフィンの快かい癒ゆ祈き願がんだと思っていた。

　夜中原げん稿こうに集中している父の隙すきをつくようにして、父のベッドから抜けだしたミアは自分の部屋で眠るフィンの様子を見に行った。

　もちろん父が使用しているランプを動かせないので、ミアは部屋を移動してから、そっと魔法の光を生みだして、ベッドの柱に固定させている。照明代わりの魔法の光は夢の中で覚おぼえた。

「かあさ……」

　魔法の白い光の中で、フィンの腕がぼうっと浮かんで見えた。二歳も年が違うのに、その腕はミアとあまり太さが変わらない。

　思わずミアが手を握にぎると、フィンはびっくりしたように目を覚まし、こちらを見てあからさまにがっかりした。そして潤うるんだ瞳を動かして、何かを探した。

「とうさん……は？」

「いないよ」

　ミアはたぶん『でかけている』とつけ加えればよかったのだろう。今はここにいないという意味をこめた返答は、寂さびしい夢を見たフィンの中で悪い意味に変へん換かんされた。




「父さんにも捨てられた」




　ぶわりと護符がはためいて、端はしから黒く焼け焦こげていく様子を、ミアは今でもはっきりと思いだせる。

「また一人になる……嫌われる。苛いじめられる……痛いのも殺されそうになるのも、もう嫌だ！」

　何かに怯おびえるようにがたがたと震えるフィンに、血の気の失うせた唇くちびるが紡つむぐ言葉に、ミアは大きく目を見開いた。何かを言わねばならないのはわかったけれど、何を言えばいいのかわからない。

　おろおろとしているうちに、ミアは部屋の中の異常に気がついた。

　いつの間にか子供部屋の中は重苦しい空気に満ちていた。幼いながらも本能に直接訴えるような圧あつ迫ぱくを感じていて、けれど先に泣いているフィンを見てしまっていたため、自分が泣くことはできなかった。

　フィンを中心にベッドがきしみ、カーテンがはためく。外は暗く、窓には鏡かがみのように部屋の様子が映っていた。

　暗い窓はフィンの丸い後頭部ではなくて、ごわごわになった金茶の頭とその上についたぴんと尖とがった耳を映している。服から出た肌にはびっしりと獣じゆう毛もうが生えて、不吉に唸る口からは鋭い犬歯がのぞいていた。

「いらない。もう……ぼくを愛さないやつらはいらない！」

　鋭するどく伸びた爪はシーツを傷つけて、自ら輝き真っ赤になった瞳は驚くミアを睨にらみつけている。異形と化したその姿に息を吞のんだミアは、思わず呟つぶやいた。




「かわいい……」




　不安に曇くもっていたミアの顔がぱっと晴れる。

「フィンなの？　どうしてわんちゃんになれるの？　抱だっこしていい？」

　痛い、苦しい、寂しい、恨うらめしい、恐こわい──極限まで高まった感情に呪いが反応して、フィンの姿が変わったのだと教えられていたら、その台詞せりふは変わっていたかもしれない。しかし奇くしくも数日前に犬を飼いたいと駄だ々だをこね、飼えないと父に諭さとされたミアにとって、目の前の出来事はまるで奇跡だった。

　柔やわらかな丸い頰ほおを興こう奮ふんに赤く染そめ、不ふ穏おんな空気などなかったかのようにミアはフィンに抱きついた。

「かわいいね。かわいい……フィンかわいい。よしよし、いいこよー」

　いつの間にかがたがたと揺ゆれていた家具は静かになっていた。カーテンは慎つつしみ深く部屋の中の光景を外から隠し、何もわかっていない子供は、呪われた狼おおかみをぬいぐるみのように抱きしめて、頭を、背中をなでた。

　季節が冬だったのは幸いだった。寝ね間ま着きは長なが袖そでで布地は厚く、ろくに暖だんを取れない家なので、子供たちはかなり着ぶくれしていた。ミアの行動に驚いたフィンが、うっかり爪を立てても、皮ひ膚ふまで届かない。

　腕の中の存在が、今まさにありとあらゆる魔物を操あやつる最強の妖術師としての資質に目覚め、魔物を呼びだそうとしていたなんて知ることのないミアは、思う存分なでさすり、少しごわついた毛並みの感触を堪たん能のうする。

「フィン？」

　ぷるぷると震えはじめた小さな狼の様子に気づく。赤い瞳からは涙がこぼれていた。慌あわてたミアは、フィンが病気だったことを思いだして、ばたばたと父の元へ走り──呪われた子供を抱えるシックザール家の秘密はクラング家も共有することになった。

　ミアがフィンが見る夢のことを聞いたのは、それからだいぶ後のこと。

　──互いに見る夢のことは、クリストフがトラオムの聖堂に就しゆう任にんするまで、ずっと二人だけの秘密だった。
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「まさか本当にぼくまで同行することになるとは……」

　旅たび支じ度たくを整えて聖堂まで迎えにきたミアとフィンの顔を見るなり、クリストフは大きなため息をついた。

「信心って大切よね」

「単に寄き進しんの額がくでしょうが」

　聖女ユーディットを中心に、ミアの父親の脚本は《エヒトの審判》での勇者たちの物語が主な題材だ。ミアの夢ではカバーできない下調べや、上演許可の都合で、クラング家はこの街の聖堂に多大な寄進をしていた。

　ちなみにフィンのほうは市し街がい警けい備び任にん務む中ちゆうで人員に余裕があることと、まとまった休きゆう暇かを滅めつ多たにとらないことと、彼の上官が父の小説のファンとやらで、『娘の安全のために気心の知れた護ご衛えいをお願いしたい』と伝えたら、すぐさま許可が下りたらしい。

　必要がないので派は手でな生活こそしていないが、父がその気になればこの街の一等地に屋敷を建てることも可能だし、その屋敷で贅ぜい沢たくをして遊んでいても十年くらいは余裕で暮らせる程度の蓄たくわえはある。そしてその元ネタの提供者であるミアも、かなりその収入をわけてもらっていた。

「パパが聖堂にお願いしたら、そちらの人が許可してくれたのよ。文句があるならそっちに言ってよ」

「言えるわけないでしょう。ぼくはまだ出しゆつ世せがしたいんです」

「堂々と俗ぞくっぽいこと言わないでよ。それになんだかんだ言いつつ、旅支度は整えているじゃない」

　今のクリストフはいつもの足首まである重たげな衣服ではなかった。いわゆる略りやく装そうの神官服で、足あし許もとはずいぶんすっきりしている。裾すその長い白の上着を首まで留めているのが禁欲的で、飾り気がないぶん彼の美しさを強調しているようだ。

　三泊四日の予定だが、大きな荷物は見当たらず、足許に片手で持てる程度の黒いがま口の鞄かばんが置かれているだけだ。医療鞄に似て、太さこそあるけれども、あの大きさでは三日分の着替えなど入りそうにない。

「荷物はそれだけでいいの？」

「魔物退治にいくわけでも、あちらの聖堂と情報交換にいくわけでもなし、大おお袈げ裟さな荷物の必要はありませんよ。下着と替えのシャツとあちらの教区にお邪魔する、うちの神官長の挨あい拶さつ文ぶん以外は金銭さえあればこと足ります。便利な時代になりましたね」

　そう言いながら、クリストフは自分の鞄を肩にかけた。鞄が身体にあたった拍子に重たい音がしたので、たぶん本人の言うような軽い荷物ではないのだろう。

　郊こう外がいにある駅まで少し遠いが、徒と歩ほでも充分に行ける距離なので、のんびりと歩くことにした。朝から活気のある街の中で働かずにいるのは少し罪悪感を覚えたが、同時にすごく贅沢だと思ってしまう。

「列車があるって本当に便利よね」

　大きな都市の間に鉄道が通りはじめたのは、まだユーディットが生きていた時だ。《エヒトの審判》により、衰すい退たいと進化を繰り返してきた人類には、文字という文化が残っていたため、いつしか過去の文明が完全に消えることはなくなったらしい。

　もちろん魔物が跋ばつ扈こするような場所には鉄道を引けないが、世の中が平和になって、魔物の出現数が激減すれば話は別だ。

　鉄道には魔物を避けるために神の加護がかけられているけれど、猛スピードで移動する鉄の塊かたまりに手を出そうとする魔物は滅多にいない。

　都市同士の交流は、停てい滞たいしたフェアボート国の文化レベルを一気に向上させた。もちろん失われたものも多いのだろうが、少しお金を貯ためれば庶しよ民みんでも単独で気軽に旅行にいけるという世の中は、ユーディットの時代ではあり得ないことだ。

　今は大きな都市にしか鉄道が敷かれていないが、平和な時代が続けばもっと広がるだろう。場合によっては他国にも延のびるかもしれない。

「百年前は基本的に徒歩か馬だったものね。お店も今みたいにたくさんなかったし、足りないものをちょっと揃そろえるのも大変で……」

「魔物が出現するから町や村を出ていくのも命がけで、人心もすさんでましたね。オットーは前世の記憶があったはずなのに、周囲の環境が悪すぎて盗賊になりましたし。彼の前世はたぶん騎士だったのに」

「ユーディットはその前も聖女かな？　たぶん」

　曖あい昧まいな言い方になるのは、二人とも前世の記憶こそあるものの、その前の記憶は綺き麗れいに消えているからだ。

　ユーディットの夢でも、たまに前世の話を仲間としていることがあるので、彼女もミアのように百年前の夢を見ていたのだと思う。しかし夢の中ではその部分だけ共感できなくなるのだ。現在の魂が記憶していいのは、一つ前の自分だけという規則をエヒト神が刻みつけているのかもしれない。

「フィンは？」

　彼もまたミアたちとは違う前世を持つ者だった。

「オレも前回の人生しか知らない」

「仕組みはどっちも一緒なのかもしれないわね」

「………………わりといまさらですが、すごいことを質問しますね」

　のけぞるようにして足を止めたクリストフを振り返る。

　言いたいことはわかるが、本当にいまさらだ。

「不ふ愉ゆ快かいだった？」

　一応フィンに尋たずねてみれば、即そく座ざに首を横に振られる。

「過去の俺と今の俺は、歩んでいる人生が違う。あいつの人生を哀れには思うけれど、同一視はしない」

　百点満点の回答に、思わず顔がにやけた。

　幼い時のフィンは前世の記憶に苦しんで、より呪いを深めていたらしい。ミアに夢のことを話し、ミアがそれを受け入れた時から、フィンの病状も呪いもかなり改善された。

　今ではすっかり健康体だし、肉体が獣に変わることもない。しかしクリストフの弁べんでは大怪我をしたり、精神的に大きな傷を受ければ呪いがぶり返す可能性があるというので、本音を言えば警備隊を除じよ隊たいしてほしい。しかし過去の自分と決別したフィンが、魔物を退治したがる気持ちもわかるので、ミアには何も言えない。

　ちなみに、フィンが世話になっている隊長には、呪いの件を話している。フィンの父が近衛隊長だったことも知っていて、王都ではままあることだと理解を示した。発動するかどうかもわからないような呪いよりも、戦せん神じんのような強さを誇ほこるフィンの腕が欲しかったのだろう。

　もちろん護符を持ち歩いたり、呪いを抑えるための神の加護を受けるなどの条件はあるけれど、フィンにとってそれはもう日常の一部だ。今回の旅も、聖堂で浄化を司つかさどるハイリヒ神の加護を受けてから出しゆつ立たつしている。

「前世と今の自分が別人なのは大いに同意しますが、普通はもう少し気を遣つかうものですよ。無神経な言動は人を傷つけます。気をつけなさい」

「この場合、気を遣って訊きかないほうが、前世と今のフィンを同一視していることにならない？　フィンが悶もん々もんと抱えこんで、狼おおかみになったらどうするのよ。最近もふもふしてないからそれでもいいけれど」

「よくない。そしてもうそこまで女め々めしくない」

　ほんのりと顔を赤くして、控ひかえめに首を横に振るフィンを見て、クリストフは察さつしたらしい。

「経験則ですか。それは失礼しました」

「…………列車の状況見てくる」

　いたたまれなくなったフィンは、赤い顔のまま、長い足を大きく動かして先に行ってしまった。もう駅は目の前だから、遅れていようと時刻表どおりの運行だろうと、結果は変わらないのに。

「フィンは可か愛わいいなぁ」

「あまり男をなめていると反はん撃げきされますよ。飼い犬に手を嚙かまれると言うでしょう」

「フィンはいい子だから嚙まないわよ」

「……………………」

「なに？」

「いいえ。牙きばを抜かれているようで何よりだと思っただけですよ。たまには嚙まれてあげたほうがいい気もしますけどね」

「今のフィンに嚙まれると、わたし結構危あぶない気がするの。力も強くなったし、牙も長くなっているだろうし」

「危機感があるようで何よりです」

　気遣われているような、微笑ほほえましいと愛めでられているような……少しだけ、別の何かが混じっているような、よくわからない視線を受けた気がする。

「おや、珍しく時刻表どおりの運行みたいですね。フィンが手を振っている」

　慌てて前方に顔をむければ、クリストフの言うとおりフィンが手を振っていた。その後ろでは黒い煙を吹きだしながら、鉄の塊がゆっくりと停車しようとしている。

　時刻表どおりならまだ出発まで時間があるし、指定席を取っているのでそこまで急ぐ必要はないのだが、慣れない列車の旅だ。ミアは慌あわてて走りだしてしまう。

　荷物を抱えてばたばたと足音を立てながら走っていたから、ぽそりと呟いたクリストフの言葉にミアは気づかなかった。




「青春まであと一歩というところですかねぇ」




　クリストフの視線の先では、荷物を抱えて転びそうになっているミアを、危なげなく支えて柔らかく微笑するフィンの姿があった。
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　ミアたちが目指す地方都市アートメンは、トラオムから二駅ほど先の場所にある。

　数字にすると近そうだが、一駅一駅の距離が長い。道中の運行状況にもよるが、最短でも三時間くらいかかる。

　一日の本数が片手で数えられる程ほどしかないので、一般車のほうはいつもぎゅうぎゅうに人が詰つまっていて、場合によっては切符があっても乗れない時もあるらしい。二等車は乗る席が決まっているので、景け色しきを見る余裕もある。

　ミアたちが座っているのは二等車だ。

　フィンが少々規格外な体格をしているが、クリストフは一般男性の標ひよう準じゆんに近い。向かいあう二人がけの椅い子すに、ミアとクリストフが組になって座れば、フィンは悠ゆう々ゆうと座れると思ったのだが──

「座り心地が悪かった？」

　なにやらいつもより目つきが悪いフィンに小首を傾かしげて尋たずねると、彼は「いや」と呟つぶやいて、窓の外へ目をむけてしまった。

　ミアの隣となりに座っているクリストフは、席に着くなり通路側の手すりに肘ひじをつけて、むこうへ顔をそらすような不自然な体勢で眠りについてしまっている。

「お腹が減へったならクッキーもあるわよ」

　もちろん水筒もある。

　乗車時間が長いので、ミアでなくとも食べ物を持じ参さんしている客が多い。中には席に着くなり弁当を広げる者もいた。

「ん」

　ミアが差しだしたクッキーをかじって、フィンは照れくさそうに目をそらす。

　どうやら機嫌は回復したらしい。

「うまい…よ」

「でしょう？　少しバターを多めにしてアーモンドパウダーを混まぜたの」

　いそいそと水筒を取りだして、フィンとわけあう。クリストフのぶんもあったのだが、目を閉じたままで起きそうにない。今回の旅たび路じのために仕事を詰つめさせていたら悪いなと思いつつ、彼のぶんは別に小わけしておく。

「楽しそうだな」

「列車に乗るのも取材旅行にいくのもはじめてだもの。フィンは一回乗ったことがあるのよね？」

「子供の時だからあまり覚えてない」

「ふうん？」

「……たぶん、ほとんど寝ていたんだと思う」

「そっか。フィンは小さな時は大人しかったし、はしゃいだりしなかったんだろうね」

「父さんの……」

　薄うすれそうな記憶をなぞろうとするかのように、自分の腕をさすったフィンは、ぼそりと続けた。

「父さんの腕の感触は、覚えてる……温かかった」

　愛されていたのだと、それだけで伝わるような声のぬくもりに、自然と笑みが浮かんだ。

「そう」

「うん」

　列車の振しん動どうに身をゆだねながら、ぽつりぽつりと二人で話し、たまに黙だまる。

　家の中にいるようなまったりとした空気の中、何気なくミアの背後に目を移したフィンの目つきが変わった。

「なに？」

　突然剣けん吞のんになった空気に、眠っていたクリストフも飛び起きる。

「指一本たりとも触ってませんよ！」

「なんの話よ？」

　疑問を口にしながらも、たぶん寝言の延長だろうと判断したミアは、フィンの視線を追いかけて窓の外に目を移した。

　何もない草原だ。逆側を見れば離れた場所に街道が見られるが、こちら側にはない。遠くに森が見え、たまにちらちらと塔とうのような建物が見え隠れする。町や村が近くにないかぎり、同じような風景が続いている……はずだった。

「…………魔物？」

　まだ遠いから姿まではよくわからないが、黒い影を見つけた途と端たん、ひやりとした嫌な感覚がミアを襲った。こういった直感は、夢の中で覚えがある。

「何をしてるんだろう」

　都市に現れる魔物は、夜中に出没するのが目立つが、そこから離れるとたまに昼間に活動している魔物も見られる。人間が昼間に街から街に移動するから、その隙すきをつこうというのだろう。だが、見晴らしのいい場所なら、魔物が近づく前に郊外勤務の警備隊が退治してしまうはずだ。

「鉄道沿ぞいなんだから国軍の地方警備隊の守しゆ護ごする塔から、すぐに発見されるはずなんですけど……魔物が鉄道にあんなに近づくのは珍しいですね」

　半なかば立つようにして窓の外を眺ながめていたクリストフが、ぼそりと呟いた。

「これは止まるかな？」

「だな。ミア、ここから動かないでじっとしていてくれ」

「は？」

「ぼくも行きましょうか？」

「…………」

「はいはい。お姫様を警護してますよ」

　男同士目で語り合うのは、ちょっとずるいと思うのだ。

　立ち上がったフィンが、壁に立てかけていた自分の剣を手に、後ろの車両へと走りだした。それから遅れて、進路側の車両から剣や弓矢を手に持った者たちがフィンと同じ方向へ急ぐのを見送る。

　魔物退治にむかったのだと、遅おそまきながら気づいた。

　小さな魔物なら列車は無視して走り去るが、大きな魔物は魔ま除よけが効かず、知恵を持っていたり呪のろいをかける能力がある場合が多いから無視するのは危険だ。

　列車は運行前に魔法で鉄道の無事を確認してから動きだすものだし、もし異常がある場合は地方警備隊が派遣されるものだが、運行中に不穏な動きをする魔物を見つけたら、列車に待たい機きしている護衛と、戦える乗客が協力して退治するのが決まりごととなっている。

「列車はブレーキをかけてから止まるまで時間がかかりますからねぇ」

　ミアが取り置きしていたクッキーを、まるで自分のぶんだと知っているかのように手に取りながら、クリストフがのほほんと説明した。

　重量と速度を兼かね揃そろえたものが、ほぼ直線に近い道を走っているのだ。車掌が列車を止めようとしても、実際に停止する場所は目標を通り過ぎた場所になるらしい。

　そう語っている間にも、ミアの目の前に一瞬だけ魔物が現れた。

「っ！」

　遅いように見えても、かなりのスピードがある列車では、姿形がよくわからなかったけれど、さきほど見かけた時よりも列車に近づいているのはわかった。

　影しか見えなかったのに、一瞬で鳥肌が立ってしまう。

　ミアと同じく魔物を見てしまった人物が、ちらほらと悲ひ鳴めいをあげる一方、危険を察さつ知ちできない人間が能天気に口くち笛ぶえを吹いた。

「後ろの車両にいけば、戦闘の見物ができるかな？」

「阿あ呆ほか。戦いに役立てねえやつは、乗務員に足止めされるんだよ」

「…………」

「ミア、フィンに言われたでしょう」

　後ろの車両に行こうと立ち上がったミアを、クリストフがたしなめる。

「万が一怪け我がをしても、一人くらい癒やし手が乗っているはずです。乗っていなくてもぼくが応急処置程度はできますから座ってなさい」

「…………フィンは強いものね」

　実際に戦っているところを見たことはないけれど、トラオムの郊外、市内で魔物を退治した功こう労ろう者しやに贈おくられる報ほう奨しよう金きんは、ここ数年フィンが一番多く手にしているらしいし、警備隊の中で年に一度行われる剣術大会でも何度か優勝している。魔法大会ではさすがに優勝したことはないけれど、それでもそれなり以上の成績は残している。

　だから大丈夫だと、自分自身に言い聞かせている時に、長く金属音を響かせながら列車の振動が止まった。

　思わず窓にはりつくが、すでに窓から顔や上半身をだして見物しようとしている乗客がいるせいで、後ろがどうなっているのかわからない。

　緊急時特有の興こう奮ふんは、お祭りのようにはしゃいでいる者と、暗く縮ちぢこまっている者にわかれた。

「人間の本質がこういう時にわかりますよね」

　こういう時に人々の心に平安をもたらせるのが神官の役目だと思うのだが、クリストフは行儀良くミアの隣に座ったままだ。

「わたしのことは放っておいてもいいけれど」

「修行をしていない聖女は聖女じゃありませんよ。少し魔法が使える程度の一般市民はたくさんいます」

　本当だったら聖女の生まれ変わりであるミアは、クリストフのように戦闘で使える手段を身につけるべきだったのだろう。しかし、どんな夢を見ようとミアの中に魔王を倒すための使命感が芽め生ばえなかったため、戦う手段はもちろんそれを補助するための手しゆ法ほうも一切身につけなかった。

　半なかば意地に近い。

「フィンは魔王にならないから、覚えなくていいと思ったのよ」

「以前聞きましたとも」

　クリストフと出会ったのは、七年前──

　トラオムに赴任したクリストフは、寄進者への挨あい拶さつと義ぎ理りを兼ねてミアの父が脚本を書いた舞台を観劇し、伝承では知り得ない勇者たちの会話を耳にした。

　誰が書いたのかと父を訪たずねてきたクリストフに対応したのが十歳のミアだった。すでにフィンはクラング家に引き取られていて、父を魔物に殺された苦しみと、自分の夢の中の行動に怯おびえて、一度は落ち着いていた呪いがぶり返していた。

　ミアの父は劇場の関係で外出していて、折おり悪あしくクリストフが訪ねてきた日は魔物が活性化する満月の夜だった。フィンの呪いは魔物にかかわるもので、クリストフはその気配を察してミアを押しのけて中に入り、半分獣けものと化かしている十二歳の少年と出会った。

『やめて！』

　すぐさま呪いを解こうとしたクリストフを止めた声は、今まさに呪われているフィンのものだった。

『ずっと一緒にいるんだ。離れちゃ駄だ目めだ！』

　子供とは思えない力でクリストフを突き飛ばし、出ていけと叫んだフィンは、すぐさまミアを見て、やっぱり自分がこの家を出ていくと泣きだした。

『神官なら、こいつと一緒にぼくを祓はらって。退治してよ』

　わんわんと泣きながら、ミアを、ミアの父を傷つけたくないのだとフィンはクリストフにすがりつき、今度はミアがクリストフを追い払おうとした。

『フィンを退治しようとしたら、わたしが許さないんだから！』

　箒ほうきを武器に、打ちかかるミアを困ったように押さえて、説得を試みたクリストフにフィンが告げた。

『ぼくは魔王なんだ。いつか魔物を操って、この国を滅ぼして復ふく讐しゆうしてしまうんだ』

『だからフィンは魔王にならないんだってば！　百年前の魔王なんて、ガリガリで陰いん気きで、左目から身体にかけて大きな傷があって、フィンとは全然似ても似つかないんだから！　ちょっと似ているのは目の色だけで、髪の色だって違うのよ！　別人なの！』

　それはフィンが情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになった時に、いつもミアが告つげる言葉だった。百年前の魔王との差さ異いを告げれば、彼は安心してくれて、落ち着いたら獣じゆう化かも解けるのがいつものパターンだった。

　──しかし、その時その場所には神官がいた。

『トラオムの書物には、そこまで詳しい魔王の容姿は記き載さいされていないはずですが？』

　なしくずしに子供二人の前世がばれた。

　クリストフは女好きで自分大事な性格ではあったものの、自身の使命が魔王討伐だとわかっていて、戦いの補ほ佐さをするためもあって神職の道を選んだ。

　ちなみに盗賊は公には職業として認められていないものの、職種的には商人や集金稼ぎと同様の冒険者の分類に入る。前世と違う道を選んだのは様々な理由があったようだが、その内の一つに夢で見るユーディットの存在が影響したらしい。

　クリストフの憧れた女性と、退治すべき敵の魂の持ち主は、手に手を取り合って互いをかばい合っている子供たちだ。

　百年前のように魔物に支配されて、すさんだ世の中でひどい目に遭あって、オットーのように魔王憎にくしと思っていれば、クリストフは躊躇ためらわずにフィンを殺したはずだ。

　だが、いい意味でも悪い意味でも世界は平和で、百年前の歴史を繰り返してはならないとは思っても、泣きじゃくる子供に手をかけるのを躊躇う程度にはクリストフは善良だった。今まで歩んできた神職の道も、殺せつ生しように対する拒否反応を生んだのだろう。

　様子を見る名目で、頻ひん繁ぱんに子供たちと会うようになったクリストフは、今ではすっかり二人に絆ほだされている。

　──こうしてミアが強ね請だれば、しぶしぶでも旅路についてくる程に。

「…………確かに、魔王がいなければ、世の中は乱れないんですよね」

「そうよ」

　落ち着いたふりをしていても、ミアの目線はそわそわと窓の外にいってしまう。

　夢の中ではともかく、ミアは実際に魔物退治の現場を見たことがない。フィンが怪我をしていないか心配でたまらない。

　いっそクリストフにむかって守護を司つかさどる戦神に祈りを捧ささげてしまおうかと考えた時に、後ろの車両が揺ゆれた気がした。

　ざわざわと、二等車の乗客が勝手な予想や祈りの声を口ずさむ。

「なんだろう？」

「さて……」

　厳しい顔つきになったクリストフが、気配を探るように瞑めい目もくした。夢の知識があるので、ミアは彼が監かん視しを司るヴァッフェ神の加護をその瞳に得たことがわかった──いわゆる千せん里り眼がんだ。閉ざした瞼まぶたのむこうで、彼が何を見ているのかわからないが、しかめられた眉み間けんのしわが深い。

　舌打ち。

「怪我人が出ているようなので、ちょっと行ってきます」

　そう告げるなり、立ち上がったクリストフの手を、反射的に握ってしまう。

「…………フィンは無事です。ただ、思っていたより魔物が強くて、警備隊のように連れん携けいがとれてない面々では動きづらそうです。ついでだからその辺も指示してきます」

　ぽんとミアの手を優しく叩たたいて、クリストフは小さく笑った。

「困ったことに、フィンに死んでほしくないのは、ぼくも同じなんですよ」

　颯さつ爽そうと神官の衣ころもを翻ひるがえして、クリストフが後ろの車両にむかった。そのまま車両を通って後ろまでいくかと思ったのだが、彼が車両の接続部分で外に飛びだしたことを、窓から身を乗りだしている者たちの実況で知る。

「うう」

　一人残された心細さと、フィンが傷つくかもしれない恐怖を身近に感じて、やはり自分も何か戦闘に役立つ能力を持つべきだったかと後悔しそうになる。けれど、もしもそんな能力を身につけてしまったら、いつかフィンと戦うことになりそうで……そちらのほうが、ずっと恐かった。

（ジョサイア様がいればなぁ）

　夢の中でその名はユーディットの希望であり、人類の未来だった。しかし現実に彼がいたとしても、やはりフィンにその刃がむかいそうで恐い。

　それでも魔物が近くにいると思うと、やはり彼に助けを求めたくなる。

　日を通すと金色に輝く金茶の髪、どこか傷ついたように遠くを見る橄欖石ペリドツトのような黄緑色の瞳。笑えば太陽のような温もりと安心感に包まれると同時に、ユーディットの胸はいつも騒いでいた。

　きゅんと締めつけられる胸の痛みは、ミアのものではないと知っているけれど、どうしてあんな傷ついた目をしているのかきちんと言葉にしてほしいと思うのは一緒で……人の想いだとわかっていても切ない。

　今のミアは聖女ではなく一般人だ。フィンを傷つけない存在になるのだと決めたのだ。夢の中でどんなに魔物が、魔王が憎くても、フィンの泣き顔を思いだせば、頼りなく宙ちゆうを搔かく細い腕を思いだせば、万が一の可能性も許したくなかった。

　決意は変わらないのに、振り子のように『もしも』を想像してしまう。

　──ユーディットだったら、列車に守護の結界を張り、戦士たちの攻撃力と防御力をあげて、傷ついた者の傷を癒やせた。

（神様）

　都つ合ごう良よく祈ってしまう。願ねがってしまう。

　かつてあふれんばかりに降りそそがれた神の愛を求めず、手放したのはミアなのに……。

　何の修行もしていないミアに、神の愛を受ける器はなく、加護を得る力はない。

　わかっていても、それでも──

（ジョサイア様……）

　──わたしの勇者様。

　過去の自分と祈りが重なる。




　──どうか助けてください。




　ここではないどこかで、かちりと動いた歯車の音を、ミアは確かに聞いた気がした。エヒト神の腹心と謳うたわれる、運命を司るゲシュテネン神の預よ言げんを受けた時の閃ひらめきに、それは近かった。

「馬だ！　誰か乗っているぞ」

　前方からの声に立ちあがったミアは、躊躇わず目の前の窓を大きく開けた。

　誰かがあげた声のとおり、あちらから騎き馬ばが二頭駆かけてきている。警備隊ではないようだが、一人は部分鎧を身につけ帯剣していて、一人は黒い旅装束の上から重そうなローブを身につけているようだった。

　影が近づく。

　ローブの男は姿からして魔法使いか妖術師だ。顔はよく見えない。

　ミアはその二人に、クリストフと出会った時のような既き視し感かんを覚えた。特に、部分鎧の剣士に──

　目が合う。

　橄欖石ペリドツトのような透明感のある黄緑色の瞳。

　髪の色は金茶ではなく艶つややかな黒で、夢の中よりも細身に見えた。けれどあの瞳は、すれ違いざまに安心させるように浮かべたあの笑みは、確かに彼のものだった。

「ジョサイア様」

　呆ぼう然ぜんと、呟く。

　ああ助かったと、何も終わっていないのにそう思った。

　これできっと魔物は退治される。魔物は──

　はっとした。

「フィン！」

　彼をジョサイアに会わせては駄目だと強く思う。

　いても立ってもいられずに、ミアは後部車両にむかって走りだした。けれど途中で、魔物との戦闘を間近に感じ、少しでも離れようとする乗客たちに阻まれる。

　思ってみれば、平然としていたクリストフが助っ人にむかうような戦いだ。耳を澄すませば誰かの悲鳴が聞こえるような気がする。かすかな震動は、戦闘の余よ波はだろうか？

　鍛えていないミアの手足は、津波のような勢いでやってくる乗客たちに立ちむかえない。クリストフのように接続の部分で飛び降りようとしたけれど、地面まで距離があって飛び降りるのが怖かった。怖いと思ってしまう臆おく病びようさが嫌だった。

（フィン……）

　迫力のある赤茶の瞳を思いだす。光の加減で石榴石ガーネツトのような濃い赤色に変わるその瞳は、鋭くてもとても綺麗なのだ。

　誰も彼を傷つけないでと強く思う。幼い頃から、フィンの心はずっとずっと傷つけられているのに、このうえまた傷つけられたらと思うと、可か哀わい想そうで涙が出てくる。

　ほろりとこぼれた自分の弱さが嫌だった。戦うための努力を放棄したのはフィンのためであり自分のためだけれど、こんな後悔をするのは自分勝手だとわかっているけれど、それでも彼を守りたい。

　頰を汚した涙を乱暴に拭ふいて、ミアは覚悟を決めた。

　幸い連結部分の通路に人は多くとも、みんな前方の車両に移動している。通路の横幅は扉と変わらないので、乗客たちは並び順のまま規則正しく走っているのだ。扉の横には隙間が空いているので、ミアが留とどまっていても問題ない。

「よし」

　はしたなくスカートをめくりあげて、手すりをまたいだ。

　ミアに気づいた何人かが、ぎょっとしたように行動を止めようとしたけれど、後ろから押されるようにして次々と前方の車両にいってしまうので、実際に行動に移されることはなかった。

　見た目以上に、手すりから地面は遠く、何か足場はないかと探っている間に手が滑って、ぼとりと落ちた。手と尻しりを強く打ってしまい、しばらく痛くて動けなかったが、なんとか立ち上がって、汚れたスカートをはたく。

　鉄道の下に敷かれた砂じや利りが、ミアの手を傷つけていたけれど、他は尻が痛むだけで怪我はない。

　走れる。

　車両にいた時とは違い、遠くに戦闘の様子が見えた。馬はいない。

　戦いは終盤にさしかかっているらしく、魔物の頭上に大きな魔法陣じんが展開されているのがわかった。




　ゴウッ！




　巨大な火の玉が魔物を吞のみこんで……戦いは終わった。

　黒く崩れた魔物は、もはや見る影もなく、端からじわじわと消えていく。

　何名か倒れている人間がいるのもわかった。

　風下にいるミアに、焦こげた肉と血の臭においが届く。

（フィン！）

　全力で走るが、場所が遠い。

　何度も転びそうになりながら、ようやくたどり着いた時には、魔物の姿は完全に消えていた。負傷者の救助も終わり、それぞれの健闘をたたえ合い、突然現れた救世主を囲んで、質問会が行われている。

　いくつかわかれた人混みの中心に、周囲から飛び抜けたつんつん頭を見つけた。

「フィン！」

　息が乱れて、掠かすれて、叫んでもほとんど音になっていなかったけれど、金茶の頭が揺れた。気づいた。

「ミア！」

　人をかき分けるようにして、フィンがミアに駆け寄った。

　一生懸命目をこらしながら、ミアも走る。

　怪我はしていない。

　無事だ。

　無事でよかった。

　ぼろぼろと涙をこぼして、ぐしゃぐしゃに顔をしかめたミアを見て、明らかにフィンがぎょっとした。

「み、ミア？　怖かったのか？　大丈夫だ。もう魔物は退治したから。列車も安全に走るし……誰も死んでいない」

　優しい言葉だと思う。

　ごめんなさいと、反射的に言いそうになってしまった。ミアはフィンのことしか案あんじなかったから。

　フィン以外の人間がどうなったか考えられなかったから。

「ミア」

　大きなフィンの手が、ミアの小さな肩の上で彷徨さまよう。

　長い腕がミアの震える背中に回りそうになっては離れ、触れない。

　野や次じ馬うまと化した戦士たちが、微笑ましくももどかしい若者たちの様子を固かた唾ずを吞んで見守る中、自力で泣き止んだミアは顔をあげて笑った。

「無事でよかった」

　ぎゅっと自分から青年に抱きついた少女に、まるでもう一度勝利を味わったような歓かん声せいがあがる中、ミアの耳がクリストフの声を拾い、別の誰かの声を聞いた。

「助かりました。こんな場所で再会するとは思いませんでしたが……」

「こっちも同じだよ。それにオットーが聖職者になっているとは思わなかったな」

　声の低い女性だと言われれば、そのまま信じてしまいそうになる声こわ音ねだが、ほんわかと胸の中を温めてくれるような口調は変わらない。明るい声は、そのまま未来にむけて希望を引き連れていくようだ。

「ミア？」

　背中をまるめるようにして、フィンが顔を強こわばらせたミアをのぞきこむ。

　周囲の音が遠くなった気がした。

　なのに、その人の声だけははっきりと聞こえてくる。

「会えてよかった。エヒト神のお導みちびきかな？」

　朗ほがらかな口調で決意を秘めたようにゆっくりと、その声は告つげた。




「《エヒトの審判》がはじまったんだ。手を貸してくれ」




　ミアが聞いてしまったあの音は、空耳ではなかったらしい。

　百年の時を経へて、運命の歯車が再び回りだした。
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　ユーディットがはじめて伝説の魔ま法ほう使つかいレーツェルに出会ったのは、勇者と出会う数年前のことだった。

　最高神エヒトの右腕とされる、運命の神の名を都市名にした聖都ゲシュテルン──ウーア・シュプリング教団の総本山で生まれ、神々の愛を一いつ身しんに受けて成長したユーディットと彼が出会ったのは必然に近い。

　知識を求める者は一度足らずこの地を訪おとずれるからだ。

　聖職者たちが命がけで守り、伝えてきた様々な文明のかけらの記き述じゆつと、研究を重ねた神秘の成果──大聖堂の書庫の中は稀き書しよの宝庫である。

　所ところ狭せましと並べられた本棚には紙の冊子もあったし、羊よう皮ひ紙しの巻物もあった。稀まれに虫むし除よけの薬草を乾燥させた匂い袋や、湿気取りのための炭すみが置かれている。

　壁際には例外なく高い天てん井じようまで本棚が伸びていて、広い空間を埋めるように規則正しく頑がん丈じような本棚が並べられている。一応向かいあった本棚の間には大人三人が横一列になれる程度の余裕があるのだが、それでも圧迫感を感じるかもしれない。

　その中を、十三歳のユーディットは自分の庭のような気軽さで歩いていた。

　百年前の《エヒトの審判》に参加した魔法使いレーツェルが、そこにいると聞いたのだ。

（噂うわさが本当なのか、わたしなら調べられるもの）

　好奇心が半分、名を騙かたっているのではないかとの疑惑が半分近くと、本当に仲間に出会えるのだろうかという不安が少し。案内役を申し出た神官の親切を断って、わずかな物音を頼りに一人で広い書庫を歩いていたユーディットは、やがて目当てのものを見つけた。

　魔法の光だ。

　本来、保存を目的とするその場所での読書は禁じられているのだが、その男は踏ふみ台と言うより動く階かい段だんに近いそれに何冊か本を置き、手に持った本に目を通していた。

　書物の保護のために部屋の中に日光は入ってこない。彼は魔法で作った明かりをカンテラの灯心につけ、それを本棚の隅間に置いていて手許の明かりに使っていた。

（背が高いわ……）

　背中を丸めていても、一目でわかる。教団にも聖職者を守護するための戦士の団体がいたが、おそらく彼らと肩を並べられるぐらいの身長はあるだろう。しかし肩幅は比べるまでもなく狭く、服の上からでも瘦やせ細っているのがわかった。

　ずるり床を滑すべるローブは、いかにも魔法使いらしい無む頓とん着ちやくさがうかがえる。

　髪の色は灰色のかかった銀色だ。長い髪を一本のお下げにして、肩にかけている。

　無心に文字を追う瞳ひとみが見えた。良質の紫水晶アメジストのような深い紫だ。眦まなじりが少し垂たれている。左利きなのか右手で本を支え、節の目立つ長い指でページをめくっていた。

　ユーディットも肌は白いが、彼の肌はむしろ青白く、不健康そうに見えた。体調を気遣いたくなる外見だが、元々の顔立ちがいいのか陰いん鬱うつさを感じても、見苦しさは感じない。

　瘦こけた頰ほおと病的な肌色のせいで少し老けて見えるが、ユーディットは教団でこういった外見の者を見慣れていた。肉体だけならば、三十歳に手が届いていないだろう。

「伝説の魔法使いというのはあなたのことですか？」

　秘蔵の書を熱心に読んでいたレーツェルは、澄すんだ少女の声に顔を上げ、息を止めた。

　女性らしく身体の線が変わろうとしている蕾つぼみのような時代でも、すでにユーディットの美しさは現れていて、そんな反応にも慣れてはいた。けれど、どうやら彼はその容姿に見とれていたわけではないらしい。

　そしてユーディットにも、その理由はわかった。

　直感といえばそれまでの──既き視し感かん。

　蘇よみがえる百年前の自分の姿と、彼の姿。そして彼が起こした失しつ態たいが頭に浮かぶ。

　恨みは感じなかった。前世の人生は、自分で歩んだものではないと理解しているからかもしれない。むしろ同じ姿形なのにがらりと変わってしまった彼の空気が痛々しかった。顔を歪ゆがめそうになるのを堪こらえて、ユーディットは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「驚きました。本当にレーツェル本人なんですね。だいぶ人相が変わって不健康そうになりましたけど、変わってないわ」

「…………こっちも驚いた。いずれ《エヒトの審判》に参加する聖女が教団に隠されているって噂はガセじゃないかと思っていた。本当にそんな人間がいたとしても、騙かたりじゃないかと……前回の時も思ったが、本当に、いつか出会うようになっているんだな」

　勇者と勇者に従う三つの魂は、どこにいようと何に生まれ変わろうと、いつか巡りあうと伝でん承しように残っている。不老の力を得たレーツェルは百年前の姿のままで、生まれ変わっているわけではないが、その魂は変わらない。

「エヒト神のお導きかしら？」

「運命さえ操作されているのなら、ゲシュテルン神じゃないか？」

「それもエヒト神の指示だと思います。たぶん」

　長い睫まつ毛げをそっと伏せて、ぽつりと告げたユーディットに、レーツェルは興味深そうに目を細めたが、その場では追つい及きゆうしなかった。

「仲間の一人が十代の前半だと、今回の勇者は今いくつなんだろうな？　勇者が戦える年代でないと公平にならないから、もう数年は《エヒトの審判》ははじまらないか……」

　その日を待ちわびるような、もう少し待てとすがるような感情の揺ゆらぎを独り言のような声音から感じ取る。

　百年ごとの審判で前回人類が負けたので、伝承が正しければ次の審判の時は魔物の力が衰えていることが合図になり、この国のどこかに現れた《エヒトの杯さかずき》──俗にいう聖せい杯はいを魔物と人間が探しはじめる。

　魔物の力が弱まれば、旅がしやすいし民たみ草くさも喜ぶが、魔王が先に聖杯を見つければ行く先は困難になる。

　魔王にとっては勇者の息の根を止め、その血を大地に吸いつくさせるまで《エヒトの審判》は終わらないし、人類にとっては魔王を滅ぼし勇者の血を聖杯にそそぐまで《エヒトの審判》は終わらない。

「早く《エヒトの審判》が終わればいいのに……」

「本当にそうですね。この聖都ですら、民は魔物の恐怖に日々怯えています。他の町や村はなお過か酷こくなことでしょう。何年もの時をかけて身体からだを鍛え、あるいは魔力を上げ、呪文を習得しても命の炎は簡単に消えるのだから……」

　だから時を待つのだと周りの大人は言う。

　ユーディットを《エヒトの審判》がくるまで死なせるわけにはいかないからと、その時に備えて神々と契けい約やくし、その愛を受けろと。

　いつかこの力がこの時代を救うのだと言われても、前世の自分を夢に見ていても、ユーディットはいつももどかしかった。本当に夢の中の自分のように、いつか勇者と仲間たちと出会えるのか疑問だった。

　百年ごとに繰り返されていることであっても、それが伝承として様々な形で残っていても、それでも現実を生きるユーディットには確証が持てない。日々の生活にさえ不安を覚えるほど、都市の外は魔物にあふれている。

　現実を生きるからこそ、ユーディットは今すぐ外に飛びだして、魔物と戦う者たちに神の加護を与え、傷ついた身体を癒やしたいと思う。そうできない自分に罪悪感を覚えた。

「悔しいです。力があるのに、役に立てない自分が……」

　ぎゅっと拳こぶしを握ったユーディットをしばらく見つめ、レーツェルは目をそらした。

「癒やし手は前回の《エヒトの審判》の時にいなかった。君の力は必要だ」

　いつか共に戦う相手にそう言われ、ユーディットの肩の力が抜ける。

　他の誰でもない、同じ運命を共にしてきた魂の持ち主の言葉が、その後勇者と出会うまでのユーディットの心を長く支えてくれた。
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　クリストフを間に挟はさむようにして、ミアはフィンと共に魔物退治の救世主たちと向かいあっていた。ミアが勇者だと直感した人間ももちろん気になったが、それよりも以前夢の中で見かけた姿とまったく同じ顔をしている男に驚きよう愕がくする。

　灰はい色をおびた長い銀髪を一本のお下げにして肩にかけた髪形、少し垂れた眦、良質の紫水晶アメジストのような虹こう彩さい。青白い肌はひどく病的で、長身のくせにやせ細った体型と相まって、出歩いていいのかと質問したくなる。

　それなのに陰いん鬱うつさを感じさせる程度で、見苦しさは感じないのだから、顔のいい人間は得だと心底思った。

（伝説の賢者レーツェル）

　二百年前の《エヒトの審判》に敗はい北ぼくしつつも生き延び、魔王への復ふく讐しゆうを誓ちかい、己おのれの力を限界まで高めて、ついに神の領域と言われていた不老の力を手に入れた男だ。

　目に見えない『魔力』という不可視の力は、本来神々の手にしていた力で、加護としてその力を使う治癒魔法や防御魔法と、自分で力を組み立てる攻撃魔法は相性が悪い。しかしレーツェルは両方の力を自在に操り、独自の魔法も生みだしている。

　さすがに血の汚れを嫌う癒やしの魔法は使えないらしいが、百年前に伝説の魔法使いと呼ばれていたその男は、更に百年の時を経へて『賢者レーツェル』と呼ばれていた。

（…………本当に姿が変わってない）

　いつか夢で見たユーディットと、同じことを思う。せいぜい装備品が変わっただけだ。

　自分の容姿に無む頓とん着ちやくそうな、丈夫さと魔法防御の高さだけが取り柄だったローブではなく、今の彼の装備は賢者の名を輝かせるような立りつ派ぱなものだ。マントもその下のローブも、地面すれすれになるほど長いのに傷や汚れが見当たらないから、見かけ通り特殊な魔法が編みこまれている装備なのだろう。

　そのレーツェルの手が持ち上がり、簡単な印いんを結んだ指先が、自らの額に軽く触れ、空に向かって突き上げられた。

「《風囁可変ゲロイシユ》」

　レーツェルを中心に、透明な魔法陣が空中に浮かんで消える。

　攻撃魔法から枝分かれして発展したそれは、補助魔法の分類に入るものだ。

　一瞬空中に浮かんだ魔法陣の内側の会話を、外側の人間に聞かせないためのもので、単に音を消すだけならばできる人間もそれなりにいるが、レーツェルの魔法は魔法陣の中の会話に改かい変へんを加えている。だから魔法陣の外の人間の耳には、記憶にも残らないような、ただの雑談をしているように聞こえ、外の音は内側の人間の耳には普通に届く。

　言うまでもなく高位魔法だ。

　魔法の範囲は前世の仲間全員と、ミアの後ろに立つフィンも入っていた。

（相変わらず綺き麗れいな魔法陣を作るわね）

「わたしの顔に驚いたね。なら君はユーディットか？」

　確認しなくても、きっと直感しているだろう。

　──かつての仲間だと。

「へえ。またずいぶん可か愛わいらしい姿に生まれたんだね」

　レーツェルの隣となりの人物が無神経にも似た気安さで、強ばったミアの顔をのぞきこんできた。思っていたより身長は高くない。クリストフより低いが、これくらいなら平均の範はん囲いだろう。

（…………列車から見た時もちょっと思ったけど、今こん生じようも格好いい人だわ）

　髪の長さは前世とさして変わらないが、髪の色は艶つややかな黒髪に変わっていた。鍛きたえられた体たい軀くは身長が変わった部分を差し引いてもややほっそりとした印象が強い。だが隣にいるレーツェルのようにガリガリではなくて、つくべき場所にしなやかな筋肉がついているのだと身軽な動きからわかる。

　年の頃は二十代前半だろう。前世よりも整った顔立ちはどこか少年っぽさを残していて、その表情はずいぶん明るくなっていた。

　別人だと、そう思うのに、涼すずやかな切れ長の目に塡はめこまれた橄欖石ペリドツトの瞳は同じだった。透明感のある黄緑は日の光を透かした若葉にも似にて、力強く生き生きとしている。

　まっすぐミアを見つめる誠実そうな眼まな差ざしに、心臓がひときわ大きな音を立てた。

　フィンを庇かばわねばと、そう思うのに……。

「久しぶり。というのも変かな？　以前はジョサイア・ヴァイガーンで、今はジョイス・ヴァールという名になっている。ジョイスと呼んでくれたら嬉うれしいな」

　爽さわやかな笑顔に、ミアの心臓が大きな音を立てた。

（名前も前とちょっと似てる）

　音も人も、周囲にあるもののすべてが遠ざかって、ミアとジョイスしか存在しないように感じてしまった。
















「ミア、知らない人相手に近い」

　ふいに肩を引かれて、ミアは我に返った。ふらつくように二、三歩後こう退たいし、背中をフィンにぶつけるようにして立ち止まる。

　長い腕がミアを庇うように、肩に回った。

「誰だ？」

　問わずとも、誰だかわかっているのだろう。

　警けい戒かいしているように、声が硬い。

　緊張したフィンの目つきはますますきつくなって、再会したばかりのかつての仲間たちがさりげなく身み構がまえたのを目にする。

「フィン、お座り」

　幼い頃に仕込まれた反射で、フィンが躊ちゆう躇ちよせずに両りよう膝ひざをついた。

　さすがに啞あ然ぜんとしているジョイスとレーツェルの前で、ミアは腰を屈かがめてフィンの頭を肩に抱き寄せる。

「怖くない。怖くない。大丈夫よ。敵じゃないからねー」

　できれば頭もわしわしと撫なでたかったのだが、わざわざつんつんに整えている髪を乱すのは忍びない。だからミアはフィンの逞たくましい背中を、手の届く範囲で優しくさすった。

「ミア……さすがに人前で、これは……」

　ミアの肩に大人しく額ひたいを寄せた状態のまま、ぼそぼそとフィンが呟つぶやく。見下ろす耳が発火しそうなほど赤い。

「今のユーディットの職しよく業ぎようは獣使いか何かか？」

「近いものはありますね」

　呆ぼう然ぜんと呟いたレーツェルの言葉に頷うなずいたクリストフは、幼い頃から関係の変わらない二人に近づいた。

「自分たちが年頃なのをもっと気にしなさいといつも言っているでしょう。人前だろうと二人きりだろうとそれは関係ありませんよ」

「フィンは嫌？」

　回していた手を外して小首を傾かしげれば、乙女のように両手で顔を覆おおったフィンが、赤い耳と首筋を隠せない状態のまま、大きな身体を縮こまらせるようにして頭かぶりを振った。

「ほら」

「得意そうな顔をするんじゃありません。男なら断るわけないでしょう」

「断らないならいいんじゃないの？」

「節度の問題です。慎つつしみなさい」

「だってこれが一番フィンを落ち着かせるのに手っ取り早いんだもの」

「だってじゃありません！」

　子供を叱しかるように「めっ」と、人差し指で額を小こ突づかれたが、ミアは反省の色もなく小さく舌打ちをする。

「ええと、結局そこの子は誰なんだい？」

　ジョイスの眼差しは、ミアではなくてフィンに向けられていた。

　咄とつ嗟さに手早く身なりを整えたミアは、こほんと咳せき払ばらいする。

「申し遅れました。ユーディットことミア・クラングです。こちらは幼馴染みのフィン・シックザール。わたしとクリスの前世のことは知っています。トラオムの警備隊員ですが、わたしの取材旅行につきあうために、休暇を取ってクリスと一緒に同行してもらっているんです」

「取材？」

　眉まゆを陰いん鬱うつそうにひそめて繰り返すレーツェルに、こくりと頷く。

「そう取材」

　覚悟を決めて、繰り返す。

　罪悪感など浮かべないように、痛いほどの緊張が伝わることがないように、震えないように。ぎゅっと両手を拳にして、ミアはゆっくりと続けた。




「わたし今、劇作家見習いだから」




　恐ろしい程の沈ちん黙もくがその場を包んだ。

　レーツェルとジョイスは完全に硬直している。

「は？」

　呼吸の仕方を失敗したかのような、間の抜けた声がジョイスからこぼれた。

「さっきわたしがユーディットのことを訊きいた時に、口ごもったのはこのせいなのか？」

　レーツェルの目がクリストフを睨にらむ。

「ぼくを睨まないでくださいよ。仕方ないんです。彼女が前世の夢を見はじめたのは、ごく最近ですから」

　困惑しているのは自分も同じなのだと、クリストフは告げた。もちろん噓うそだ。

　ミアは幼い頃からあの夢を見ているし、それはクリストフも知っている。けれどそうでも言わないと、《エヒトの審判》に備えていない理由を問われてしまうことだろう。

　フィンの前世が魔王だと、今ここで語るわけにはいかなかった。子供の頃の彼と出会ったクリストフですら、危険はないのだと、前世と今生では別人だと受け入れるのに時間がかかった。大男のフィンが魔王だと言えば、問答無用で退治されかねない。

「遅れて覚かく醒せいすることなんてあるのかな？」

　困惑をにじませるジョイスの言葉に、レーツェルが眉をひそめながら答えた。

「わたしは聞いたことがない」

「何千年もの間、繰くり返された審判です。中にはそんな事例もあったのではないですか？　後世に記録が残らなかっただけで」

「わたしは……」

　反射的に口を開こうとしてしまったが、その前に、うずくまったままのフィンに手を握られた。『黙っていよう』と、目で告げられる。理由はわかる──けれど胸が痛んだ。

（ジョイス様に噓をつきたくない……）

　あんな誠実な瞳をする人に、噓を吹きこみたくなかった。

　けれど、クリストフが咄嗟についた噓は、ミアの思いもしなかった方向に流れた。

「確かにユーディット様の覚醒は遅れましたが、彼女がいることに意味はあると思うのですよ。百年前も我々以外の人間が旅に同行した時があったじゃないですか。歴史上では、傭よう兵へい団だんと共に魔王討とう伐ばつに行ったこともあります」

「傭兵団のほうは、旅の途中で魔王に人心操作の魔法をかけられて、同どう士し討うちがはじまったんじゃなかったか？」

　博はく識しきなレーツェルの言葉に、記憶を探るようにして、ジョイスも頷く。

「百年前に誰かが話題にだしていたな。高位の妖よう術じゆつ師しは人心も操れて、それが効きかないのは神々に魂を保護されている我々だけだと……」

「傭兵団の時は大人数がいたから、細部まで目が配れなかったのでしょう。百年前の時は様子が変だとすぐに気づいて、ユーディット様が呪いを解いてくれたじゃないですか。結局その後は別れましたが、前例には違いない」

「ああ……そういえば前の時も同行者を入れる時に似たような会話をしたな。だが、今回はユーディットが……」

　ちらりとジョイスの目がミアにむかう。思わず肩を張ってしまえば、こちらを安心させるように微笑まれた。

　胸の奥からそっと温めてくれるような太陽の笑えみに、ぶわっとミアの頰が赤く染まる。

　ミアの手を握ったままのフィンが、物言いたげに軽く力を入れた。しかしミアの意識は以前の旅の仲間たちの会話にむけられている。

「いざとなったらぼくが対応できます。さすがにユーディット様ほど神々の愛を受けてはいませんが、戦神の加護や、解かい呪じゆは担当しましょう。それに彼の卓たく越えつした剣技を放っておくのはもったいないと思いませんか？　少数精せい鋭えいに越したことはありませんが、一人増えるぐらいどうってことないでしょう」

「確かに……いい腕だったな……」

　会話の着地点が見えたミアは、両手を広げて彼らの視線を遮さえぎった。

「フィンは巻きこませないわよ！」

「ミア」

　なだめるようなクリストフの言葉に、首を左右に振ってフィンに抱きつく。

「臆おく病びよう者ものと誹そしられてもいいわ。わたしはフィンとトラオムにいるの。絶対に魔王討伐なんてしないんだから！」

「お前は、あの夢を……百年前のあの光景を見ているはずなのに、それを言うのか？」

　感情を押し殺した平へい坦たんな声がミアに問いかけた。

　けれどレーツェルの双そう眸ぼうは雄ゆう弁べんで、紫水晶アメジストのような紫色の瞳が怒りでぎらぎらと輝き、赤みを増している。

　ずっと気配を殺していたフィンが、今にもミアを傷つけそうな視線から守ろうとするように前に出た。

「順番が違うだろう。旅の同行を求めるのであれば、俺に言え」

「落ち着きなさい。こんなところで一気に話すような内容ではありませんよ」

　自分が種を蒔まいたくせに、クリストフはそう言ってレーツェルの肩に手を置いた。

「そこの人たち、そろそろ出すよ」

　揺らぐ空気を別のものに染め変えたのは、乗務員の呼びかけだった。

　ふと気がつけば、魔物退治をしていた人間や負傷者はミアたちを残してすでに列車の中に戻っていたらしい。

「そちらの二人は、馬は借り物だった……みたいだね」

　レーツェルの魔法によって、ミアたちの会話は乗務員の耳に入っても、意識には残らない。逆に彼の声は普通にこちらに届く。返事をするには、レーツェルの魔法の範囲から出ねばならず、ジョイスは不自然にならないように、乗務員にむかって歩ほを進めた。

「ああ。今朝出立した町から借りてきたものなんだ」

　基本的に町や村が旅人に貸しだす馬は、人が馬の背から降りれば自分がいた住処すみかに戻るように訓練されている。魔物退治のために下馬したので、馬はこれ幸いと逃げ帰ったのだろう。

「あんたたちは恩人だ。次の駅まででいいなら無料で乗せてやるよ。ここから徒歩で目的地にいくのは危ないだろう。魔物も増えたしな」

　乗務員の眼差しは、魔物が倒された場所にむけられている。

「うーんそうだなぁ」

　迷うように唸うなったジョイスが、こちらを見た。

「ミアたちはどこに行くつもりだったんだ？」

　ミアもさりげなく列車にむかい、レーツェルの魔法の効果範囲から抜けだす。

「アートメンです。近くの聖地を見に行こうとしていたので」

「……百年前の勇者と聖女が出会った地だね」

　懐かしそうに、ジョイスが微笑む。

　その微笑に見とれそうになるのを堪えて、ミアは無言で頷いた──声が出なかったのだ。

「ねえ、次の駅からアートメンまでの代金は払うから、列車に乗せてよ。追加で二人分」

「二駅だから代金はいらないよ。ただ、さすがに急に席は空かないから、一般席で窮きゆう屈くつな思いをさせてしまうけれど……」

　申し訳なさそうな乗務員の不安を吹き飛ばすように、ジョイスは笑う。

「大丈夫だよ。何もない場所だから、乗せてくれるだけでも助かる」

　ほっとしたように乗務員が頷いたのを合あい図ずに、ぞろぞろと一同が動きだした。ミアの隣に並んだジョイスは、列車に向かいながら穏やかに告げた。

「アートメンで改めて話し合おう。できればわたしたちを怖がらないでくれたら嬉しい。女の子に無理をさせたくないし……皆が納得できるような結論がでたらいいなと思う」

　真っ当すぎるほど真っ当な言葉に、反射的に頷いてしまう。

　綺麗事なのに、心からの言葉だとわかる。

「…………」

　レーツェルが物言いたげにこちらを見たが、実際に声をかけることはなかった。

　列車の最後尾には折りたたみの階段がついていて、地上からも列車からも操作できるようになっている。

　ミア以外の人間は、乗務員から乗車切符にも似た紙を配られていた。後から聞いたら運行途中で魔物退治をした時は、その協力者に報ほう奨しよう金きんをだすことになっているらしく、着いた駅でそれを駅員に渡せばいくらか金銭をもらえるようだ。止めを刺した人間には少し多めになるそうだが、ジョイスやレーツェルがくるまで、ほとんど一人で戦せん況きようを支えていたフィンの報奨金も上乗せされている。

　乗車を確かめた乗務員が、最後尾についた鐘かねを鳴らした。

　小さな音だが、機関室や運転室につけられている鐘と連動している。それを合図に機き関かん士したちが発車準備をはじめるのだ。

「じゃ、アートメンで」

　ひらりと軽やかに手を振ったジョイスと、陰鬱な顔をしているレーツェルとわかれる手前で、ようやく列車が動きはじめた。

　ミアたちは二等車に戻って、ほっと息をつく。

　荷物が席に置きっぱなしだったので、簡単に荷物の無事を確かめていると、クリストフに名を呼ばれた。

「両手をだしなさい。消毒だけしておきましょう」

　すっかり忘れていたが、ミアが車両から飛び降りた時、手の平をついたせいでそこには細かな傷ができている。

「癒やし手じゃないので、治癒魔法はできませんが……」

「ユーディットもこの程度の怪我では使わなかったわよ。ありがとう」

　簡単な治療はあっという間に終わり、汚れた脱だつ脂し綿めんはゴミ袋に、消毒液は鞄かばんの中にと、クリストフの手がてきぱきと動く。

　道理で鞄から重そうな音がしたはずだと思っていると、クリストフは三さん角かく錐すいの小さな銀色の石を取りだした。そのまま窓の外の光に透かし、何かを確認している。

「よし、まだ効果はありますね」

「何それ？」

　ユーディットの時の記憶を探っても、見覚えがない。

「魔物の核ガイストを加工した《小音ツヴイツチヤーン》という魔法道具です。レーツェルがやった《風囁可変ゲロイシユ》ほどの効果はありませんが、これの周辺の会話は、すべて小声に聞こえるように変換されます。多少大声をだしても列車の音でかき消されるでしょう」

「…………もしかして、普段から持ってた？」

「あなたたちといる時は、だいたいこれを起動させていますね。でないと危なっかしい単語がぼろぼろと出ますから」

　ちなみに核ガイストとは魔物を形成するための心臓のことで、魔物を倒せば必ず出てくるものだ。魔力を秘めたそれは、鉄道や集落周辺の結界を維持するための媒ばい介かいとして加工されることが多いが、クリストフが持っているもののように、魔法を封じこめたものもある。

　加工に熟練の技がいるため、個人で核ガイストを利用することはなかなかできないが、聖堂や駅舎や、専用の店にいけば高値で買い取ってもらえる。

「……一応、フィンとクリスの前でしか、前世の話はしていないけれど」

「道みち端ばたでも平気で話すじゃないですか。どこに耳があるかわからないでしょう。あなたは一般人だからまだいいですが、ぼくは教団に属しているんですよ」

　自分のことが一番大事だったから、今まで特にミアたちに忠告しなかったと言っているように取れたが、深読みすれば、偶然ミアの前世のことが周囲にばれればいいと願っているようにも取れる。

（まあ、クリスも『勇者一行』の一人だしね）

　それでも自みずから言いふらさなかったあたり、本当にミアとフィンに絆ほだされているのだろう。

「それで、フィンはどうしたいんですか？」

「トラオムに戻るわ」

「それはミアの意見でしょう」

「俺は……ミアといたい」

「飼い犬じゃないんだから、もう少し自主性をもちなさい」

　額を押さえながら説教をするクリストフに、フィンがしゅんと肩を落とす。

「というか、クリスはどうするのよ？」

　自分たちの意見はまとまったと強引に口を挟めば、クリストフはあまり悩んだ様子も見せずにあっさりと答えた。

「そりゃジョイスたちと一緒に旅をして聖せい杯はいを探しますよ」

　痛いのも苦しいのも嫌だと言っていたクリストフだが、それでも彼は戦いに役立つような能力を身につけている。いざ勇者が目の前に現れたら、結局自分は行動を共にするのだと腹を括くくっていたのかもしれない。

「魔王は出現しないのに？」

「魔王が出現しなくても、ここ最近活性化した魔物を沈静化させないといけません。勇者の血を聖杯に入れれば、魔物が大人しくなるんだから…………もしかしたら、《エヒトの審判》ではまた人間が勝利という形になるのかも」

　はっとした顔で呟いたクリストフの言葉に、ユーディットの見た光景が思い浮かぶ。

「魔王を倒してジョサイア様が聖杯に自分の血を垂らしたら、光がこぼれて……」

　世界が消えてなくなったかと思うほどの光は、あまりに神々しく、自然と涙が出てきたのを覚えている。神々に愛されていたユーディットは、その光にエヒト神の気配が宿っていることを知っていた。

　魔王の力で作られた魔物たちは、主人が死亡しても生き残っていたが、光に触れた瞬間に、塵ちりのように消滅した。国中にあふれていた魔物は、一気に魔力が落ちて、疲ひ弊へいした戦士たちでも簡単に倒すことができるようになった。

　人類と魔物の形勢を逆転させたその杯は、国中に満ちた光が消滅するのと同時にジョサイアの手から消え失せた。

「《エヒトの審判》って、魔王がいなくてもいいんじゃないかしら？」

「勇者対魔王の構図に囚とらわれすぎてましたね……盲点です」

「いや……あの、でも……『審判』というからには──」

　恐る恐る待ったをかけようとするフィンを、クリストフは鼻で笑った。

「お馬ば鹿かさんですね。魔王が色いろ香かに惑わされて善良になったというのなら、惑わした人類が勝利に決まっているじゃないですか」

「色香じゃないわよ。フィンには今恋人いないもの。ただ単にフィンがいい子に育っただけだわ」

　きゃっきゃっとはしゃぎはじめたミアとクリストフを止める術すべはフィンにない。

「そうと決まったら、ジョイス様たちと一緒に聖杯を探すための旅に出るわよ。というか、《エヒトの審判》がはじまったとかおっしゃっていたから、実は聖杯の在あり処かとかわかっているんじゃないかしら？　わーい。幸さい先さきがいいわ。さくっと《エヒトの審判》なんて終わらせちゃいましょう」

「それはもう、大いに賛成なのですが、ミア」

　今にも車内で飛び跳ねそうなミアを、クリストフが止めた。

「さっきから気になっていたんですが……ジョイスへの態度だけ違いませんか？」

「………………」

　実はフィンも気になっていたのか、無言で何度も頷いている。

「え？　そう？　やだだって……あんなに格好いい人に会ったのはじめてだし」

　ぽっと、可愛らしく頰を染めて恥はじらうミアに、フィンが固まった。

　ちらちらとフィンを見ながら、クリストフの顔色が青くなっていく。

「そりゃもちろん夢の中のジョサイア様も素す敵てきだけれど、よりスマートで素敵になっているというか……見たでしょう？　あの涼しげな目……誠実そうなところは変わらなくて、容姿だけさらに磨かれているというか……でももちろん中身も伴ともなっていて、わたしのことを気遣ってくださったし、笑顔も素敵だったなぁ」

　思いだすだけで心臓が躍おどる。

「恋人とか……いるのかなぁ」




　バキィッ！




「フィン！　備び品ひんを折るんじゃありません！　椅い子すの手すりを戻しなさい！」

「あ……」

　クリストフの叱しつ責せきにより我に返ったフィンが、わたわたしながら折れた椅子の手すりを手に取る。もちろん元の位置に戻したところでくっつかない。

「もうフィンったら。変な力を入れて寄りかかったんでしょう。駅に着いたら乗務員さんが回ってくるだろうから、その時に『ごめんなさい』ってするのよ？」

「うん」

　やや元気がないが、素直なお返事は褒ほめたいし、頭をなでてやりたくなる。しかし……あのつんつんした髪形はなんとかならないものだろうか。

（ジョイス様の髪はさらさらしていてなでたら気持ちよさそうだったなぁ……もちろん、恐れ多くて触れないけど）

　なんとなく、ジョイスの黒髪を思いだして、気づく。

（触る機会ある……かも）

　冷静に考えれば、これから一緒に旅をするのだ──百年前のジョサイアとユーディットのように……。

「前世で結ばれなかった二人が今生でって、わりと物語ではよくある話よね？」

　思わず呟くと、またうっかりしたフィンが何かを壊したらしく乾いた音が響いた。だがクリストフの叱責も、それを聞きもしないフィンの視線もすべて気にならないまま、ミアは両手で自分の顔を挟んだ。

「やだ。結婚なんてまだ早いわ」

　聖堂の祭さい壇だんの前でこちらを振り返るジョイスを想像してしまった。

「落ち着きなさいミア。戻ってきなさいミア。まだ何もはじまってませんよ」

「ああうん。並んだ自分想像したら、我に返った」

　長いため息が口をついた。できることなら膝ひざを抱えて小さくなりたい。

「乙女心の解析は得意分野だと自認していたのですが、わけがわかりませんよ」

「いいの。どうせわたしユーディットみたいに綺麗じゃないし、ウーア・シュプリング教団の秘蔵の聖女とかじゃないもの。胸を張って普通だって言い切れるもの」

　後悔はしない。それは絶対にしたくない。もちろん昔の仲間と再会したところで、がっかりされるいわれもないけれど、思ってしまう。

（これでわたしがユーディットっぽかったら、恋物語みたいな再会だったのに……）

　せめて自分が美少女だったら、前世の勇者様と運命の出会いだったとミアは思う。取材旅行ついでに恋をしようと思っていたはずなのに、いざできそうになると胸が痛かった。

（通りがかって魔物退治に参加するくらいだし、ジョイス様って、たぶん今も正義感が強いわよね……）

　前世の勇者との面おも影かげが重なる。愛しい愛しいと、胸が騒ぐ。

　けれど──

「憧れるくらいが身の丈たけだわ。物語じゃなくて、わたしの身に降りかかった現実だもの」

「ミア、ユーディット様の美び貌ぼうは女神と同どう位いです。地上の女性が比べていい存在じゃありません。女性というものは存在するだけで誰もが皆可愛いものだから安心なさい」

「美少女と美女と美熟女が好きだと公言する神官に慰なぐさめられても嬉しくないわ」

　すっぱりと言い切れば、ぐっと詰まったクリストフがフィンに目配せをしたのがわかった。『何か言いなさい』との仕し草ぐさに、少し笑いそうになるのを堪える。

　わりと簡単に機嫌は直ったが、せっかくなのでフィンの言葉を待ってみた。

　ほんのり赤面して、わたわたと意味もなく手を振り回していたフィンだが、やがて覚悟を決めたように喉のどを鳴らすと、勢いよくミアの手を取った。

「み、みあ」

　緊きん張ちようのあまりか舌がもつれ、ただでさえ目つきの悪い顔が凶悪になっていたが、ミアは怯えることなく静かにフィンと目を合わせた。

「…………………………」

　フィンの顔の赤みが増し、赤茶の瞳がミアの目に定さだまらずにうろうろする。

「あの……ミアは……可愛いと、思うっ」

　湯気が出そうな顔色で、そんなことを言う大男のほうがよっぽど可愛いと思いながら、完全に上機嫌になったミアはクスクスと笑い、フィンの手を握り返した。

「うん。ありがとう、フィン」

「ん」

　こくりと頷く姿も可愛らしい。

　ミアの隣では微笑ましい幼馴染みたちのやり取りを目にした神官が、初はつ孫まごの成長を祝うような目で見ていたが、まあまあよくあることなので気にしない。

（こんなに可愛いフィンが、魔王なんかになるはずないじゃない）

　幼い頃から幾いく度どとなく思ったことを胸きよう中ちゆうで繰り返したミアは、早く聖杯を探して、《エヒトの審判》を終わらせるのだと決意した。
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　出会ったばかりのフィンは病びよう弱じやくで、怖い夢を見たと泣くような子供だった。

　それは一年経たっても変わらなくて、フィンは赤茶の瞳を暗く濁にごらせながら、ぼたぼたと涙を流していた。

「みんなぼくのことが嫌きらいなんだ。だからお父さんもお母さんもぼくを売って、新しいお父さんもお母さんもぼくを売って、『ごしゅじんさま』に『きみのわるいこ』ってぼくは殺されっ……殺されっ」

「フィン、フィン。大丈夫よ。怖くないよ。それは夢だから現実じゃないのよ」

　クラング家に預けられたフィンがそうして目覚めた時、眠い目をこすりながらなだめるのはミアの役目だった。もちろん最初は父が対応していたが、父には仕事があるし、何よりミアが慰なぐさめたほうがフィンが泣き止むのは早かったのだ。

「違うよ。あれも現実だったんだ。怖くて怖くて『たすけて』って、ぼく何度も言ったのに……誰も助けてくれなかった」

　赤茶の瞳が赤く、黒く沈んでいく。

　絶望に染そまりそうなフィンを、ミアはぎゅっと抱きしめた。

「わたしが助けるよ。大丈夫よ。側にいる」

　何度も繰り返せば、嗚お咽えつに変わりかけていた呼吸が元に戻ってくる。

「助けて……くれるの？」

「うん」

「捨てない？」

「うん」

「怖くない？」

「うん」

　ふわふわの金茶の髪をなでる。可か愛わいい。可愛い。フィンは可愛いと、繰り返す。

「大好きよ。怖くないよ」

　そう告げる以外のやり方を、ミアは知らなかった。

　ミアよりも力のない腕が、ぎゅっとしがみついてくる時は、フィンが安心した証しよう拠こだ。いつものパターンならばフィンはここで眠りにつくはずなのだが、その日は違った。

　潜ひそめた声で、フィンは秘密を打ち明けたのだ。

「本当はね。助けてくれたんだ」

　抱き合った姿勢のまま、ミアは少しふてくされた。

　一生懸命ミアが助けると言って、何度も繰り返してようやく信じてくれたと思ったのに、実は自分より先にフィンを助けた人間がいたのかと。

　だが──

「…………人間じゃないんだ」

「わんちゃん？」

　反射的にそう言ったのは、フィンが獣に変わった姿をこの目で何度か見たからだ。当てずっぽう以外の何ものでもなかったけれど、フィンは小さく笑った。

「魔物だったんだ。魔物だけが、ぼくを助けてくれた……あいつだけだったんだ。最初は犬かと思ったんだけど、違ってた。ぼくが……はじめて手に入れた魔物」

　ゆっくりと、フィンがミアの肩から額ひたいを離して目を合わせた。

　石榴石ガーネツトのようにきらきら光る瞳と、ミアの瑠璃ラピスラズリの瞳が互いの顔を映す。

　綺き麗れいな赤い虹こう彩さいだが、フィンの瞳はこんな色だっただろうか？




「今も側にいるんだ」




　ミアの瞳に映ったフィンは嫌いやな笑い方をしていた。そして同時に突き放されたような気がした。

　──試ためされているのだと、直感する。

　でも、どうしていきなりこんなことを言うのか理解できなかった。

　わけがわからないまま小首を傾げて、ちょっと考えてみた。

　何を言えば正解なのかわからなかったから、思ったままを口にする。

「フィンを助けてくれた魔物なら、きっといい魔物なのよ」

「………………………………魔物の気配は、身体からだに悪いんだって」

「あ。もしかして、だからフィンは病気なの？」

「うん。たぶん」

「そっか。それは困ったね……うーん。魔物に気配を変えられるかお願いできないの？」

「普段はこれでも抑えてくれてるんだ。でもぼくが助けてほしいと思ったら……現れる」

「なんだ。ならわたしがいるから大丈夫よって、魔物に言えばいいじゃない」

　いいことを言ったと顔を輝かせれば、フィンは奇き妙みような顔をして、黙りこんでしまった。

「…………気味が悪くないの？」

「フィンが？　魔物が？　どうして？」

　ミアは魔物を身近に感じないまま育った。

　父は子供が悪さをしても『魔物に食べられるぞ』とか、『魔物の巣すに放りこむぞ』とか、そういったお約束のような脅おどし文もん句くを使わずにミアを育はぐくんできた。

　だからミアは同じ年頃の子供より魔物に対しての恐怖感が薄かったのだ。知りあいが魔物に傷つけられたり、殺されたりということもなかったのも大きいだろう。

「フィンと仲良しの魔物なんでしょう？」

「うん」

　素直に頷うなずいたフィンは、小さな手を広げ、何かを包みこむような形にして胸に抱いた。

「ぼくの魂を追いかけてくれるくらい、大事な親友」

「なら、一緒にいなきゃいけないわね」

「…………いいの？」

「何がいけないの？」

　お互いに同じ形に首を傾げて、小さく笑う。

　どうやらフィンの中でのミアの試験は終わったらしい。

「よかった。ミアに怖がられたら、ぼくは……これ以上ミアを好きになることを止めようと思ったんだ」

「ひどい！　わたし好きだって言ってるのに、フィンわたしのこと嫌いになるの!?」

　一瞬で涙ぐんだミアに、ぎょっとしたフィンが慌あわててなだめる。

「ならない！　ならないよ……好きだよ」

「嫌いにならない？」

「うん」

　さきほどと役割を変えて、フィンのほうが何度も頷く。

　笑い合う。

「わたしのこと好きでいてね」

「うん」

　幼い約束が、フィンになんの意味があったのかわからない。しかしその日を境さかいにフィンの魔物が活性化することはぐんと減った。




　──彼の父が魔物に殺されるまで。
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　アートメンと呼ばれる地方都市は、商業都市のトラオムとは違い、鉄を加工することを生なり業わいとする者が多い工業都市だ。加工物は主に列車が走るための鉄道や、武器防具。

　列車が街に近づけば、林のように立った何本もの煙えん突とつが見えてくるのが特徴的だ。

　──そこは鉄が新たな命を受けて、産うぶ声ごえをあげる街だった。

　百年前の勇者が生まれ育ったという伝説を残すその街には、ジョサイアの生せい家か跡あとが聖地となっていて、今も花が絶たえない。

　ミアとしては、皆でその地をお参まいりして、ジョイスといい感じに前世の思い出話をしつつ、落ち着いた場所で今後のことを話しあいたいと思っていたのだが……。

「先生っ！　こちらです！」

「意識ありますかー？　毛布が足りない！　もっとくるんで！」

「自分のお名前言えますかー？　この指何本に見えますー？」

　駅に着くなり最後尾の車両に駆けこんでいった緊急隊員たちは、同じような性せい急きゆうさで、担架に乗せた『伝説の賢者』を連れていってしまった。

　指定席なので混雑することなくホームに降り立つことができたミアたちは、死にそうな顔色の伝説が、ぜえぜえ息を吐きながら運ばれていく姿を見送った。
















「…………あの」

　レーツェルが運ばれた先とミアたちを交互に見ていたフィンは、ミアもクリストフも動揺した様子がないことを確認して、可愛い仕草で小首を傾げる。

「ああ、大丈夫よフィン。レーツェルは高位魔法を何回か使ったら、身体が持たなくて倒れるの。懐なつかしいわ」

「思ってみれば、魔物を片付けた時と内ない緒しよ話ばなしをした時に、無駄に大技使ってましたからね。そりゃ体力も尽つきるでしょうよ」

　うんうんと頷きあっているうちに、一般車両から出てきたジョイスが合流する。

「今日は確実にここで泊まりだね。まあ温泉もあるはずだから、レーツェルが復活するまでゆっくりしよう」

「ええと、なんか白を通り越して土気色な顔して、痙けい攣れん……」

　今日会ったばかりの人間を心配してやるフィンは心底優しいと思う。

「大丈夫よ。一晩寝れば治るから。なんか不老と幅はば広ひろい魔法を身につけた対たい価かみたいなもので、基本的に病身なの。でも病気で死なない身体らしいから、いちいち心配していたら、こちらの精神が持たないわよ」

「そうそう。逆に連れん日じつ連れん夜や大魔法を放出すれば、逆に大魔法を使わなかった日に体調が悪くなるんだけどね」

「何度かユーディット様が病やまいを治したんですが、健康体になった翌日に意識不明で倒れるのが続いて、もう小康状態で放置するしかないと結論したんですよね」

「…………」

　どんな顔をすればいいのかわからないらしいフィンに、苦笑する。

「レーツェルのあれは一種の呪いでね。彼は自分自身にそれをかけて時間を止めたの。本当なら自力で解ける呪いだから……もう解いているんだと思っていたのだけど」

　今生でもしもレーツェルと会うことがあれば、彼はジョサイアのように別の姿に生まれ変わっているのだと思っていた。

「なんであのままなんだろう。苦しそうだったのに……」

　レーツェルが必死になってあらゆる知識を探り、修行を続けて、様々な魔法を手に入れてきたのは、魔王と再び戦って勝利するためだ。目的は果たした。

「死にたくないからでは？」

　当然の理由だとばかりにクリストフが言う。

「呪いを解いて時間の流れに戻るのならいいですが、レーツェルの場合は肉体に負担をかけすぎています。解いた途端に倒れたり、白骨化したりしても不思議とは思いませんよ。どちらが幸せか秤はかりにかけて選択した結果でしょう」

「こっちは変わってなくて驚いたり、ほっとしたりしたけどね。自分にその時の記憶はあるけれど、やっぱり当時の仲間がいるのは安心感があるし」

　何千年もの間、百年ごとに繰り返されているのだと、伝承は語る。

　けれどこの百年世界は平和で、ただ自分の夢の中の記憶だけが殺さつ伐ばつとしていた。どうして自分なのだろうと、そう思ったことは数え切れない。

「どうして自分なんだろうって、そう思うのは変わらないけれどね」

　まるで自分の考えを読まれたようだと思って顔を上げれば、小さな笑みを浮かべてジョイスは続けた。

「それでも……半信半疑でも身体を鍛えたんだ。あの世界を繰り返したくなかったから」

「繰り返さないわ」

　ミアの断言にジョイスは軽く目を見み張はる。

「信じなかったから……ああ、違うか。夢を見はじめたのが最近だから、準備をしていないんだったね」

　クリストフの噓を信じたまま、ジョイスがこくりと頷く。こちらとしてはフィンを守るためにもそのまま信じてもらいたいのだが、噓をつくことの罪悪感が胸をついた。思わず目をそらしてしまう。

　ゆっくりとジョイスの視線がクリストフに移されたのがわかる。

「宿の予約は取っているのかな？」

「…………」

　クリストフの目がミアにむけられたので、無言で首を横に振って否定した。

「宿を探してからだと道を往おう復ふくすることになりそうだから、先にレーツェルの見み舞まいにいこうか。ついでに今後の相談をしよう」

「ああ。そのことだけど、列車の中で色々と話し合ったの」

「うん。結論はレーツェルと一緒に聞くよ。ばらばらに聞くのも二度手間だろう？」

　さきほどの会話では、ミアやクリストフと同じくあまり心配しているように聞こえなかったのだけど、やはり心配だったのだろうか？

（ああ。気が焦あせっているのかなぁ）

　もしも魔王がフィンでなければ、あの暗黒の時代が繰り返されるのだろうかと、ミアも不安に思っていたかもしれない。

（魔物も多いし、強くなっているって聞くし……）

　悶もん々もんと考えこみながら駅の改札をくぐる。ミア以外の人間が報奨金を受け取り、そのついでにジョイスがレーツェルの運ばれた病院の位置を聞いて、駅の前に置かれたこの街の観光案内の看かん板ばんを眺めた。

　基本的に聖地とその由来がメインな看板だが、役所や病院の位置もおおまかにわかる。

「たぶんここに運ばれてるだろうとかレーツェルが言ってたんだが、実際にそこに運ばれたみたいだな」

　レーツェルの運ばれた病院は現在地から右下にあって、駅からほど近い場所にあり、中央から少し離れた場所にあった。

　左上にある煙突の生えた建物の絵は、鉄道などを造っている工業地帯になるのだろう。

　列車から見えた一際大きな煙突の群むれがそこにあたるのかもしれない。そのほかの小さな煙突も点在していたが、それはたぶん職人たちが作る武器防具のためのものだ。

　ご丁てい寧ねいなことに、このあたりになら仲ちゆう介かい業ぎよう者しやが集まっていて、自分だけの武具が作れるとの注ちゆう釈しやくもある。

（あ。フィンとわたしの防具いるかなぁ。ついでにクリスのも）

　トラオムに戻ればフィンに合わせて作られた防具があるけれど、警備隊の支給品だ。目立たない位置にトラオムの都市記号が刻こく印いんされている。

（武器はフィン個人の持ち物だから大丈夫だけど……わたしも何か持つべきなのかなぁ。でも操れる自信がないし……もし戦おうとしても足手まといになるわよね確実に）

　列車の中では同行する気まんまんだったのだが、また迷ってきた。

　しかしフィンが行くのであればミアも行きたい。万が一彼の呪いが発動したら、それを抑えられるのはミアだけだという自負もある。それにもしもそんなことが起きたら、レーツェルあたりが大魔法を発動させて、フィンが炭になってしまいそうだ。

（…………ない物ねだりしても仕方ないか。邪魔だと言われるまでついていこう）

　皆みなの優しさに甘えることになってしまうが、戦せん闘とう以外でもやれることはあるはずだ。

「ミア」

　少しぼうっとしていたらしい。

　武具の仲介業者は病院と逆方向だから、見舞いにいったあとでいいかと自分自身に納得させて、ミアは呼ばれるまま先せん導どうするジョイスの後をついていった。
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　レーツェルが運びこまれた病院は二階建てで、思っていたよりこぢんまりしていた。おそらく住民のための病院というより、彼のように外からやってきた人間が駆けこんできた時のための施設となっているのだろう。病院の受付には列車の車しや掌しようからいつでも連絡が受け取れるように、専用の魔法道具があるはずだ。

　運ばれた時の様子が様子だったから、面会謝絶になっている可能性も考えたのだが、わりあいあっさりと面会をすることができた。

「また贅ぜい沢たくな使い方を……」

　クリストフが呆あきれたようにため息をつく。

　レーツェルのベッドの周辺には、大人の握り拳ほどの核ガイストが四つ置かれていた。核ガイストに含まれる魔力を吸収しているらしく、肌の色はむしろ今日再会した時よりもいい。

「すぐに動けるようになったほうがいいだろう？」

「一晩くらい待てますよ」

「わたしは待てない」

　すっぱりと言い切って、身を起こす。

　さすがにマントのたぐいは外されていたが、衣服は担たん架かで運ばれた時のままだ。

　てきぱきと身支度を整えたレーツェルは、ゆっくりと立ち上がった。

　改めて目の前で見ると、やはり背が高いなと思う。

　顔色がよくなったせいか、若返ったようにも見える。肉体の年齢は三み十そ路じを超えているように見えていたのだが、彼が自分の時間を止めたのは、もっと早いのかもしれない。

「今、この瞬間も魔王が聖杯を探していると思うと虫ずが走る」

　ばさりとマントを翻ひるがえさせて、レーツェルはフィンに目をむけた。

「その男の腕はもう確かめたのか？」

「まだ」

　ジョイスの返事に、レーツェルの眉み間けんに深いしわが刻まれる。『何をもたもたしているんだ？』と嫌いやみったらしい声で、低く問いかけたのが聞こえた気がした。

　それに何かを含ふくんだような物言いだ。

　思えばミアたちと同じく、ジョイスたちにも列車の中で話し合う時間はあったはずなのだ。彼らは車内で何を相談したのだろうか。

　思おも惑わくの乱れる奇妙な沈黙を破ったのは、フィンだった。

「俺の腕が不安なら、いつでも試していい」

「得え物ものは腰の長剣のままでいいのかい？」

「ああ」

「ちょっと！　どこかの剣技場で場所と模も擬ぎ剣けん借りなさいよ！」

　びっくりして口を挟んだミアに、ジョイスが首を横に振った。

「魔物退治の時に少しだけ彼の腕を見たけれど、あそこまで動ける相手なら、模擬剣も真剣も大して変わらないよ。むしろ相手を傷つけられない緊張感があるぶん、模擬剣より真剣で寸すん止どめするほうが安全だ」

「フィンは旅行中だったから防具がありません！」

「……わたしが鎧よろいを脱ごうか？」

「真剣相手に防御力を減らそうとしないでください！　先に部分鎧を購入させていただければそれでいいですから」

「…………いいけど、ここの街の武ぶ具ぐは質しつはいいけど高級品ばかりだよ。そりゃよそで同じのを買うよりかは安いけど」

「お金ならあります！　そもそも今回の旅行だって全額わたし持ちだったもの！」

　ぱちぱちと、呆あつ気けに取られたようにまばたいたジョイスは、「へえ」と、軽けい蔑べつしきった目でフィンとクリストフを見た。

「そんな目で見ないでくださいよ。そもそもぼくらは取材旅行のつきそいなんです。依頼人がだすのが道理だし、金がある人間がだすのは当然でしょう」

「………………実はお金持ちのお嬢じよう様さまとか？」

　クリストフの台詞せりふを思えばその疑問も無理はないが、訝しげなのはミアが特別高価な服を着ていないところや、ジョイス以外にむけられる口調のほうが自然なせいだろう。

「違います。稼かせいだんです」

　それ以上詳しく説明する気にはなれずに、ミアはぐいとフィンの腕を引っ張った。

「とりあえず行くわよフィン」

　フィンは身長こそあるけれど、身体は締まっている。鎧を必要とする者の間では、絶対にないと言われるようなサイズではない。

「ついでにクリスも防具がいるなら買ってあげるけど」

「いりませんよ。今回のぼくは神官なんです」

「血を嫌う神々の加護を受けていなかった気がするけれど、本当にいらない？」

「ぼくは神しん殿でんに行って事情を話してきます。ちょっとした審しん問もんを通れば、前世がオットー・ルイーネだと認められて支し度たく金きんと必要な装備がいただけますしね。ちょっとトラオムの神官長の反応が怖いですが……」

　私利私欲のために前世を隠していたクリストフの言葉に、ジョイスが呆あきれた顔をしたのがわかったが、前世が前世だったためか深くは訊きかずに頷うなずいた。

「一度解散して、待ちあわせは病院の裏手の広場にしよう。鎧の調節もあるだろうから、三時間後に集合でいいかな？」

「時間が間にあいそうになければ、連絡しにきます」

　ジョイスが頷いて、その場は一度解散となった。
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　仲介業者はわりあい早く見つかった。

　重装備の鎧ならば、さすがに体たい軀くに合わせる必要があるので購入したその日に使うのは難しいが、部分鎧ならばそこだけサイズがあえばいいので、少しの調整ですむのだ。

　既き製せい品ひんの鎧は一度できあがった状態のものを身につけて、そこから身体や使用者のクセにあわせて細かな注文をつけていくのが基本の形である。目の前で金かな具ぐを熱したり、叩たたいたりしているのを見た時は、時間までに間に合わないかもしれないと思ったが、実際にできあがってみると時間には余裕があった。

「お兄さんみたいな身体だったら、一から最高の鎧を作ってみたいけどねぇ」

　鎧のつけ心地のため、鍛か冶じ屋やで借りた剣を手に様々な形の素す振ぶりを繰り返すフィンを眺めながら、調整を担当してくれた職人が、しみじみとした声でそう告げる。

「できあがったら届けてくれるというなら作ってもいいわよ。フィン、どうする？」

「これで充じゆう分ぶんだ。警備隊の鎧より動きやすくて驚いた」

　あちらはフィンの身体を測り、一から作ったはずなのに、アートメンの鍛冶屋は既製品でもひと味違うらしい。

「皮膚に当たる箇所になめし革を張りつけているから、どう動いてもあまり装着感が変わらないんだ。そのぶん手入れに少し手間と金がかかるが、うちの軽装備品はどこよりも動きやすいから魔物の攻撃も避けやすいぜ」

　反射的に『防御力は？』と尋ねそうになったが、鉄の街にその台詞は野や暮ぼというものだろう。高級品だというジョイスの言葉どおりの値段だったが、フィンが納得しているのならそれでいい。仲介業者がついでにと紹介してくれた研とぎ屋から剣を受け取れば、フィンの準備はそれで完了だ。

「あ。わたしのぶんの鎧を買うの忘れてた」

「部分鎧でもミアの体力と筋肉じゃ難しいと思う。いざという時逃げ遅れたら……」

　顔をしかめて凶悪な目つきになったフィンに、通りすがりの住民が逃げていくが、ミアは動じることなく、ぽんぽんと近くにある腕を叩いた。

「その前にフィンが助けてくれるんでしょう？」

　弱気なことを言いだす前に、こちらから信頼の言葉を投げる。お互いに、お互いの言動などわかっているのだ。

　困ったように苦笑したフィンは、「ん」と、短く頷いた。

「ちなみに革製の部分鎧でも駄目かしら？」

　さきほどのフィンの部分鎧は、この街で購入した鉄製の部分鎧のことを言っているのだろうと思ったので、『革製の』と頭につけてみたのだが、やはり否定されてしまった。

「なめし革でも防具だから硬くて動きにくいし、それなりに重さはあるよ。それをつけて動きを鈍くするよりは、厚あつ手でのマントを羽は織おっていたほうが、まだ回避率が高いと思う」

　夢の中でユーディットが魔物の爪に引っかかれそうになった時、マントのお陰かげで助かったことがあったのを思いだす。あれはひらひらとしたマントに手足が隠れていたから、魔物が目測を誤ったのだ。しかしマントはその時の騒ぎで使えなくなってしまって、新調する前に大雨に打たれることになり全身がびしょ濡ぬれになった。

　その後、雨のせいで視界が悪かったこともあり、ユーディットとジョサイアは魔物と戦闘をしている際に、仲間とはぐれてしまったのだ。

（あの時は一人で洞どう窟くつに待っているよう言われたのよね。癒やし手は武器を持てないから、守ってくれる仲間がいないと、戦闘中に戦せん神じんの加か護ごも与えられないし）

　切せつない眼まな差ざしでユーディットはジョサイアを見送った。あの時の彼はどうしてあんなに哀かなしげな目をしていたのか、彼女は生しよう涯がい知ることはなかった。

「ミア？」

「…………ううん。なんでもない。ちょっと昔のことを思いだしただけ。百年経たってもマントが廃れてないのには理由があるわよね」

　ほんの一瞬浮かべてしまった寂しさを笑顔の奥に片付けて、マントの採さい寸すんと注文をすませたミアたちは、病院の裏手に急いだ。

「よかった。無事に防具を買えたんだな」

　仲間はすでにそろっていて、ジョイスは装備を身につけたフィンを見て、少し安心したように微笑んだ。

（お優しいわ。ジョイス様）

　こちらもにっこりと笑い返してしまう。

「少し場所を移動しよう。人目があると通つう報ほうされかねない」

　この街にきたことがあるのか、レーツェルはすたすたと郊外にむかって進んでいく。

　どうやら本格的に街の外に出るつもりらしくて、市壁にいつくか設置されている通用門を通ってしまった。

（あっさり通してくれるものね）

　ミアたちが買い物をしている間に、話でも通していたのだろうかと思いながら、ミアたちはレーツェルが足を止めるのを待った。

　元々ろくな農作物が取れないから、金属加工技術に特化した都市なだけあって、アートメンの周囲は荒れ地になっていた。乾いた土が直接見え、背の低い植物しか生えていなくて見通しがいい。だが市壁が邪魔をして人の目はないし、こちらの方角には列車が通っていないので、移動中の車内から見られる心配もない。

　郊外勤務の警備兵がどこかに配置されているはずだが、見張りもいないということはあり得ないので、市壁を通った時と同じく、なんらかの話が通っているのだろう。

「この辺りでいいか」

　ぽつりと呟つぶやいたレーツェルの言葉に、ジョイスが頷いた。

「ああ」

「俺も、どこでもいい」

　ぼそぼそとフィンも頷く。さきほどまでミアに見せていた顔よりも、表情が険けわしい──緊張しているのだ。

（どっちも怪我をしませんように！）

　単なる手合わせで、実力を見るだけだ。殺し合いではないとわかっているけれど、互いに剣の切っ先を相手にむける姿には鳥肌が立った。自分が剣を抜いたわけでもないのに、鉄の匂いを嗅かいだ気になる。

　構える。

　開始の合図はクリストフが請うけ負おった。

　清潔感のある白いハンカチを風にたなびかせ、上から下へ振ふり下ろす。




　ザッ！




　突風が走ったのかと思うほどの速さで、ジョイスが地を這はうように上体を屈かがめ、フィンにむかって横よこ薙なぎに剣を閃ひらめかせた。

　目で追えないほどの剣速に、ぽかんとミアの口が開く。

　フィンはその場で高く跳ぶことで難なんを逃れた。一撃必殺とばかりに振り抜かれた剣は、一瞬の滞空時間に左から右に振り抜かれている。

　返す刀でもう一薙ぎされたが、今度はフィンが真正面から攻撃を防いだ。




　キィンッ！




　耳を疑うような金属音が響いて、文字どおりの火花が散った。

「…………手合わせに──」

　何か言いかけたフィンだが、斜ななめ後ろに飛び跳ねたと思ったジョイスが別の角度から剣を一いつ閃せんさせてきたのに対応するため言葉を切る。その代わりにミアが声を張りあげた。

「『手合わせ』にしては、本気すぎませんか!?」

　かろうじてジョイスに対して敬語を使う余裕があったが、いつまでそれが続くか自分でも自信がない。

　刃こぼれを心配したくなる音が連続して響いて、耳が痛くなりそうだ。

（寸止めするとか言ってなかったっけ？　どこが？）

「ふんっ！」

　じれたフィンが上段から剣を振り下ろした。

　弾はじかれたようにジョイスが後退したが、金属音はなかったので、自ら飛とび退のいて攻撃を避けただけらしい。

　一呼吸。

　息をすることすら躊躇ためらうような緊張感の中、剣けん戟げきの音が途切れた。互いの間合いを計っているのがわかる。びりびりと肌を刺すようなこの空気に、ミアは馴染みがない。けれど夢の中では味わったことがある。

（殺気？）

　浮かんだ言葉に、ざっと血の気が引いた。

　ミアは剣について素人しろうとだ。剣の振り方や受け方なんて何もわからない。

　──けれど、これが手合わせじゃないことはわかった。

「ジョイス様！」

　叫ぶが、剣戟の音は再開されていた。真剣を手に、極きよく限げんまで神経を集中させている人間に、ミアの声が届くとは思えない。

（止めなきゃ）

　彼らに近づこうと決意し、いざ走りだそうとしたミアの背後で、少し掠かすれ気味の低い声が響いた。

「《魂出入封シユタオエン》」

　頭上に現れたはずの魔法陣は見えなかった。だから思い切り透明な壁にぶつかった。

　神々の加護に似て非なる暴力的な強きよう制せい。

　どんっ！　と、見えない壁を殴りつけてみるが、ミアの手が痛くなるだけだった。

「レーツェル！」

　振り返って嚙かみつくように名を呼べば、いつの間にか、いかにも病弱そうな外見に戻った男が、傲ごう然ぜんと言い放った。

「黙って見ているといい」

「…………ああ。そんな予感はしてましたけどね。しかしレーツェル、ミアをフィンから完全に隔かく離りするのはよろしくないですよ」

　緊急事態だというのに、どこか一歩引いたような姿勢でレーツェルをたしなめようとするクリストフに、ミアは苛いら々いらと八つ当たりする。

「もう少し強く止めてよ！」

「ミア、魔物退治が主流の旅になるのに、中ちゆう途と半はん端ぱな強さはいらないんですよ。ぼくたちが欲しいのは、勇者に匹ひつ敵てきする強さです」

「どうしてそれをクリスが言うのよ！　フィンが強いことなんて知ってるくせに！」

　魔物退治をした時に、わずかながらもフィンの腕を見ているはずのレーツェルは、穏やかにミアの言葉を肯定した。

「ああ。魔王のように強いな。鉄道沿いで魔物と戦っていた時も、周囲の人間を庇かばうような形で、ほぼ一人で戦っていた。クリストフの戦神の加護もあったし、わたしたちがこなくても彼一人で倒せただろう」

　さらりとミアの言葉に同意したレーツェルの台詞に、ミアは眉を寄せた。

（何？　この空気……）

　明らかにフィンを殺そうとしているジョイスを、レーツェルは認めているように見える。クリストフまで同じ考えだとは思いたくないが、気まずそうな表情からして、こうなるだろうとの予感はあったらしい。

「なんで……こんな……」

「今生ではただの小娘のようだが、念には念をだ」

「レーツェル、彼女は『どうして自分を閉じこめているのか』ではなくて、『どうして彼を殺そうとしているのか』と、尋ねているのですよ」

　クリストフの声で形になった殺意に、ミアの呼吸が乱れた。

「なんで……」

「列車の前でも言ったが、わたしが知る限り長ちようじてから百年前の夢を見るようになったという前例はない。もしもあったとしても、百年前の人々の様子を夢見た後に、戦うための努力や準備を何もしていないことはあり得ないだろう。しかも『絶対に魔王討とう伐ばつなんてしない』なんて言うわけがない」

　一瞬、傷だらけで死んだ子供を背負っている、瘦やせ細ほそった老ろう婆ばの姿が、ミアの脳のう裏りをよぎった。ミアの想像ではない。百年前に、実際にあったことだ。

　どんなに神々に愛された聖女でも、死者までは生き返らせることができなかった。ただ、ユーディットの足あし許もとに土ど下げ座ざをする老婆の目に加護を与え、死者の傷がなくなり、失われた部分が戻ったようにまやかしをかけて、「お孫さんの魂は神々に守られて楽園にむかいましたよ」と、そう言ってやることしかできなかった。

　残ざん酷こくな場面を、何もできないことに苦悩するユーディットを、ミアは夢の中で何回も、何百回も見てきた。

「列車の中で、わたしとジョイスはミアが魔王討伐を拒絶する理由を考えた。もちろん力のない少女が危険な旅を拒むことは理由になる。しかし、ミアは列車の中から飛び降りて幼馴染みの元に駆けつけてきた。二等列車からの距離を考えたのなら、魔物との戦闘が終わってから動いたわけじゃないだろう」

　淡たん々たんと語られるレーツェルの言葉を、ミアが否定する隙すきはなかった。それは真実だったから……。

「勇気がないとは考えがたい。ならばなぜか」

　ちらりと目を走らせてジョイスとフィンの激闘を確認してから、レーツェルはミアに視線を戻した。深い紫色の瞳が、怒りか、それ以外の激情に揺ゆれて、ほんのりと赤みを増す。

「伝でん承しようにはないが、わたしには一つの仮説があった──魔王は必ずわたしたち誰かの魂の側に転てん生せいしているんだ」

　それはクリストフも初耳だったのか、ぎょっとしたように目を見開いた。

「聞いていません」

「各時代の勇者たちも、さすがにそこまでは聖堂に伝えていなかったんだろう。自分たちにとっては傷でしかない。調べればわかることだが、勇者たちが生まれた地を聖地にしたいやつらは記録に残さない。誰もそこで魔王が生まれたなんて認めたくはないだろう。だが現実に三百年前は聖女の近く、二百年前はわたしの近くで、魔王は転生している」

　ミアもまた息を吞のんだが、記憶を探って矛む盾じゆんをついた。

「ユーディットの時は、そんな話を聞かなかったわ」

「三百年前の記憶は百年前のやつらには伝わらない。二百年前の記憶はあるが……わざわざ仲間内で口にすることじゃなかった。『友人だと思っていた男への攻撃をわたしが躊ちゆう躇ちよしたせいで、目の前で勇者が殺された』と言わなくても、皆、夢でそれを知っていた。あの時あの隙に剣を振り下ろせれば……そもそもわたしがもっと強力な魔法を使えていれば、皆があそこまで疲ひ弊へいすることはなかった」

　そう言えば、レーツェルと再会したユーディットは、彼らの前世の記憶を思いだしていた。ミアの夢ではそれがどんなものなのか知ることはできないけれど、彼女が何を感じたのかはわかる。

　ユーディットはレーツェルに対して、『恨うらみを感じない』と、『彼の空気が痛々しい』と思っていた。一つ前の記憶しか夢に見られないので、ずっと何があったのか気になっていたのだが、それが原因だったのかとはじめてわかった。

（二百年前の失態を取り戻すために、必死で魔力を高めて強い魔法を得るために知識を求めて……今のレーツェルになったんだ）

　もはやそれは執しゆう念ねんに近い。

　だが、レーツェルが語ろうとしているのは、彼が今の姿になった原因ではなかった。

「わたしがこの仮説を思いついたのは、前回の魔王の出身都市がオットーと同じだったという噂を耳にしたからだ。外見の特徴からして間違いはないだろう」

　淡々と紡がれるレーツェルの言葉に明らかに衝しよう撃げきを受けたクリストフが、その動揺を隠しきれずに口許を覆う。

「同じ場所にいた？　じゃあ、あの時の魔物はあの野郎のせいか……」

　普段の口調はそこにない。一瞬だけ、オットーの意識がこの世に戻ってきたように感じた。当時の彼は成人していたが、子供のように背が低くて、瘦せていたのを思い出す。幼少時の栄養失調が原因だと、陽気に笑い飛ばしていたけれど……。

「オットーはスラム街で生まれ育ったから、たまたま魔王と共に歩むことはなかったようだ。同じ街でもそれぞれ行く先を転々としながら成長していたようだしな」

　ゆっくりと、過去の亡ぼう霊れいを追い払うように、クリストフは頭を振った。

「あの当時、似た環境の人間は多かったですからね。大きな都市になるほど貧しさは顕けん著ちよだったから、ひどい話も多く耳にしました。魔物を使って誰かに復ふく讐しゆうできるとわかった瞬間に爆発する気持ちはわかります」

　クリストフのため息が重い。けれど、その言葉に宿るのは、憎しみよりもむしろ哀れみの感情のほうが強かった。

　思っていた反応と違っていたのか、やや不服そうに眉をしかめて、レーツェルは続けた。

「三百年前、二百年前、百年前と、魔王は我々のうちの誰かの魂の近くに転生しているようだ。ならば、今回もそうだろうと考えた──ミアは魔王をよく知っているから、魔王討伐を嫌がるのではないかと。側にいたあの男の目は、かつて相そう対たいした男と同じだ」

「フィンはまだ魔王じゃないわ！」

　フィンは父親と王都フェアビーテンから引っ越してきたから、彼の故郷はトラオムではない。レーツェルの仮説は成立しないと言えたのに、興こう奮ふんしたミアはそこまで考えられなかった。けれど頭のどこかがレーツェルの仮定を肯定していて、今の仲間の中に王都出身の人間がいるのだろうと思ってしまう。

　どんっ！　と、見えない壁を殴りつけて、ミアは怒りに肩を震わせた。

　伝説の賢者が作った壁は、そよぐ風を通すくせに生き物の行き来を拒む。たぶん……壁のむこうの二人の決着がつくまで。

　どちらも傷ついていないのが奇跡のような攻こう防ぼうは、まだ続いていた。早く止めねば決着がついた時には重じゆう傷しよう者しやが出ているだろう。もしくは死者が。

「これを解きなさいレーツェル！」

「あの魂は魔王になる運命なのだから、先に殺しておくべきだろう。どうして今まであの男を放置していたんだ。わたしならそうとわかった時に殺していた」

　頭から決めつけた言い方に、怒りのあまり目め眩まいがしてくる。

「魔王なら、とうにジョイス様を殺していると思わないの？」

　感情が昂たかぶりすぎると涙が出てきそうになるのはなぜだろう。今は泣いている場合じゃないのに、ぼろぼろとこぼれる涙を止められない。

「二人を止めて。できないならわたしをここから出して！」

　レーツェルは平然としているが、クリストフは迷うように瞳を揺らして……こちらに足を踏みだした。

　見えない壁に触れる。

「…………また複雑な魔法を……」

　目を閉じて、手の平から伝わる魔力を感じ取っていたクリストフは、小さくため息をついた。陰いん鬱うつそうに顔をしかめているレーツェルを振り返り、賞しよう賛さんの笑みを送る。

「さすが賢者レーツェルですね。魔法の分野ではとてもあなたに敵かないそうにありません」

「クリストフもあいつらと行動を共にしていたから、魔王に味方する可能性は考えていた。普通の神官が与えられるような神々の加護では、わたしの《魂出入封シユタオエン》を抜けられない」

「わかりますとも。あなたは昔から慎しん重ちようでした──でもあなたは今のぼくを知らない」

　穏やかに微笑んだクリストフは、ミアの額に指先で触れた。

「あなたにニヒツ神の加護を」

　いわゆる闇あん神しんの部類に入る、無の神の加護が、ミアに与えられた。濡れた目を丸くするミアに、クリストフはくすりと笑う。

「数あま多たの神々に愛されたユーディット様も持っていなかったでしょう？」

　背中を軽く押された。

　ぎくしゃくとした動きでたたらを踏ふんだミアは、さきほど行く手を阻んだ透明な壁をすり抜ける。

「加護が働いている間は魔法を無力化してくれます。止めてらっしゃい」

「ありがとう！」

　礼を言う時に、クリストフを振り返った。忌いま々いましげな顔をしているレーツェルも見えたけれど、構っていられない。恐ろしい勢いで戦っている二人にむかい全力で走った。

「くるな！」

　魔物のような恐ろしい迫力を醸かもしだしながら、ぎらぎらと光る石榴石ガーネツトのような瞳がミアを睨にらんで怒ど鳴なりつける。

　負けじとミアも怒鳴り返した。




「フィン、伏ふせ！」
















　ほとんど反射的に剣を捨てたフィンが、腕立て伏せの要よう領りようで肘ひじを折って、地面に胸をつけた。

「お座り」

　フィンが上体を上げて、その場に両りよう膝ひざをつく。

「お手」

　剣けん腁だ胝このついたごつい手が、ミアの華きや奢しやな手に乗せられた。「お代わり」で逆の手に。

　さすがに呆あつ気けにとられているジョイスを前に、ミアは堂々と宣言した。




「躾しつけはできているから、うちのフィンは大丈夫です！」




　英えい雄ゆう譚たんなんて物語だけで充分だ。伝説なんてはじまらない。魔王なんて生まれない。

　凜りんと響き渡ったミアの声に、反論の声をだせる者は一人として現れなかった。
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　鉄が産うぶ声ごえをあげる街と言われる地方都市アートメンで、勇者の認定を受けた者がいると知らされたユーディットは、ウーア・シュプリング教団に属する戦士たちに護ご衛えいされてそちらにむかい、ジョサイアと出会った──再会したと表現したほうがいいのかもしれない。彼の魂とは百年前、それ以上昔から、幾いく度どとなく行動を共にしている。

　爽やかで、誠実そうだと思ったのが第一印象。

　魔物と戦っている時は猛たけ々だけしいのに、普段はさり気なく優しくて……気がつけば恋に堕おちていた。

「どうしてその年になるまで認定を受けなかったのですか？　受ければ……食事を提供されるようになるでしょう？」

　オットーと二人で、聖堂から出された食事をうまいうまいと食べているジョサイアに、そう尋たずねたことがある。ユーディットにとっては普通の食事だ。危あやうく『この程度の』と、言いそうになるくらい、どうってことのないものだった。

「もちろん《エヒトの審判》がまだはじまってなかったのも大きい」

　勇者にはこの国の存亡を決める聖戦の開始時期が本能でわかるらしい──すなわち聖せい杯はいがフェアボート国に出現したその時だ。

　しかしそれだけが理由ではなかったようで、彼は少し言いずらそうに続けた。

「それに前回の時は、幼い頃に認定を受けた結果、教団に保護されて育ったから……訓練は受けたけれど、正直、実戦が足りなかったのが魔王に負けた原因だと思うんだ」

「ああ、オイラもそう思うね！　前回は温室育ちばかり揃そろってたんだ。今は伝説となったあのレーツェルも含めてよ……と、ユーディットはそれを気にしねえでいいんだぞ？　あんたの癒やし手の力と神々の力は、教団で守られて育った利り点てんだろうさ」

　何かと気の回るオットーが、ジョサイアに同意した後、ユーディットを気き遣づかい、にっこりと笑った。狡こう猾かつな鼠ねずみを連想させる容姿だが、ユーディットにむけられる笑顔は無邪気で、盗とう賊ぞくに身をやつした男なのに心優しい彼の本質がにじむ。

「まあ、オイラの場合は、他の理由もあったけどな……苦労せずに食べられるなら………うーん。駄だ目めだな。やっぱり無理だな。きっと、あんたたちに再会しなかったら、聖堂にいけなかったな」

　照れたように、寂さびしそうに、様々な思いが交差する沈んだ瞳で手て許もとのスープを見て、彼は大切そうに一ひと匙さじ口に含んだ。

　鶏とりガラでだしを取った、淡あわい琥こ珀はく色のスープだ。葉野菜と透き通った玉たま葱ねぎの甘味と鶏肉の旨うま味みを塩コショウで調ととのえただけの簡単なもの。

「うめえ」

　感動に目を潤うるませるような食事ではない。

　なのに、そう思ったユーディットの感性こそ、とても貧まずしいように感じてしまった。

「幸せだったことに、罪悪感を覚えないでくれよ」

　図星を指されて思わず背筋を伸ばしたら、おかしそうにジョサイアに笑われてしまった。

「幸せならそれに越したことはないんだ。もちろんみんなにわけ与えられる幸せなら、わけてもらいたいけれど……どうしてもわけられないものもあるだろう？」

　まるで自分の中の気持ちを探るようにそう言ってから、「ちょっと違うかな？」と、彼は言葉を選び直した。

「わけてもらえないからと拗すねる気持ちは否定しないけれど、結局幸せなんて人にわけてもらうものじゃない。自分でつかんで、それで幸せだと思わないと、幸せじゃない……与えたい幸せも、もちろんあるけれど……俺じゃ与えられない場合もあるし」

　ユーディットを慰なぐさめる言葉というよりは、懺ざん悔げをしているように聞こえた。

「誰のことを言ってんだよ？」

　オットーの細い肘ひじで腕を突かれて、はっとしたように顔を上げたジョサイアは、恥はじらいに頰ほおを赤く染めた。

「しまった。自分語りになってた」

「…………幸せにしたい人がいたんですか？」

　意識して穏やかに問いかければ、ジョサイアは微笑ほほえんだ。

「秘密」

　言っているようなものだと、視線に含ませる。オットーも再びジョサイアを小突いた。

「…………友人が、結婚したんだ。奥さんは……綺き麗れいな、優しい女性で…………」

　痛みを感じさせる眼まな差ざしに、ユーディットの胸が騒ぐ。

「もしかして振られたのがきっかけで、勇者の認定を受けたのかよ？」

　さすがに少し呆あきれたらしいオットーに、ジョサイアは気まずそうに目をそらした。

「タイミングを計っていたんだよ。前回は力が足りなかった。今なら足りていると自分で判断するのは怖かった…………だけど、きっかけの一つだったのは否定しない。あいつらの幸せを守ってやりたかったのも」

　自分では幸せにしてやれないから、せめて守るほうに回りたかったのだと、ジョサイアは告げた。言いにくそうな口調のわりに、どこか満足げな横顔だった。それでもそこに残る罪悪感を払ってやりたくて、ユーディットは口を開いた。

「よろしいのではないかしら？」

　皆みなの視線が、ジョサイアの視線が自分にむいているのを意識しながら、ユーディットは当たり前のことを言うように、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「誰かの幸せを守るために戦うのは、とても尊とうとい決意だと思います。自分のエゴのためだろうと、それが力になるのであれば、その想いは逃とう避ひではなくて力の源みなもとでしょう？」

　微笑む。

　ジョサイアの表情に残っていた罪悪感が、すっと薄うすれていくのを感じ取った。

　彼に晴れ晴れとした笑顔を浮かべさせた自分が誇らしい。

「ありがとう」

　これ以上想いを深めたくないのに、きゅんと胸が締めつけられる。胸の奥の苦しい想いに、聖女の仮面で蓋ふたをして、ユーディットは穏やかに頷うなずいた。

　けれど一度消えたと思ったジョサイアの瞳の陰かげりは、すぐに復活してしまった。

　寂しそうな、つらそうな横顔は、今思えばユーディットの想いが深まるにつれて、頻ひん繁ぱんに見られるようになったと思う。

　魔王を倒し、聖杯が消え、《エヒトの審判》が終了してまもなく、ジョサイア・ヴァイガーンはユーディットの前から姿を消した。

　──自分の役目を終えたと思ったユーディットが、聖女の立場を捨てて彼に想いを伝えようとしていたのを知っていたように……。

　通りすがりの子供の手によって手渡された手紙には、共に旅をして自分を支えてくれたことへの感謝の念が綴つづられていた。

　役目を終えた自分は勇者ではない。できればユーディットの中の自分の姿をそのままにしておきたいから、このまま去らせてくれと書かれていた。




『ありがとう。君がいてくれて本当によかった』




　そう締められた手紙を、ユーディットはいまわの際きわまで大切に保管していた。
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　一度は列車の前で似たような二人の姿を見たはずなのに、レーツェルもジョイスも呆ぼう然ぜんとミアとフィンを見ていた。クリストフは他人のふりをしている。

「よーし、よしよし、フィンはいい子ねー」

　あの緊迫した戦闘をすぐさま放ほう棄きしたフィンをめいっぱい褒ほめてやりたくて、ミアは彼の頭をぎゅっと抱きしめて、肩や背中をなでた。

「怖がらなくていいからね。戦わなくてもいいからね。傷つかなくていいよ。大好きフィン。大好き」

　いっぱいの愛情をふりそそぐように、大きく広げた腕の中にフィンを包んで、すりすりと頰ほおずりをする。遠えん慮りよがちにフィンの額ひたいがミアにすりつけられるのが可か愛わいかった。真っ赤になっている耳や首筋も可愛い。

「えー……と」

　軽い金属音と共に戸と惑まどようなジョイスの声が聞こえた。

　たぶん剣を納めて、意見を求めるようにレーツェルを振り返っているのだろう。

　わしわしとフィンをなでることに集中していたミアは、わずかに緊張した逞たくましい肩の強こわばりで、誰かの接近を知った。

　まだ赤い顔をしたまま、大きな手が優しくミアを押しのけようとしたが、なんとなく今離れるのはよくないと直感したので、彼の首筋に腕を回してぎゅっと抱きしめる。

　慌あわてたようにフィンの手が空中を搔かくものの、ミアに触れないのは相変わらずで……その代わりとでも言うように、華きや奢しやな腰のむこうで、両手を組みあわせる。

　──大切な花を、万が一にでも手た折おらないように、慎しん重ちように。

　幸せそうな吐と息いきをついたフィンの顔は、ミアが首筋に抱きついたせいで上をむいていた。膝ひざをついたままの状態だったので、魔法を解いて彼に近づいたレーツェルが見下ろせば、簡単に視線が交わる。

「お前は……本当にそれでいいのか？」

　呆あきれきったレーツェルの声にフィンは首を傾かしげる。

「それでとは？」

「男のプライドとか、人としてのプライドとか……」

「………………」

　ちらりとフィンがこちらを見たのがわかったので、ミアは少し身体を離してにっこりと笑ってやる。たちまち真っ赤になった彼は、恥ずかしそうに細い肩に額を埋めた。

　よしよしと背中をなでてやって、ミアが代わりに答える。

「問題ないわ。ついでに今生の《エヒトの審判》で、魔王の出番はないから、そう思ってちょうだい」

「色仕掛けで魔王を抑えると？」

「失礼ね！　どこが色仕掛けよ！」

「…………」

　無言でミアにもたれかかっているフィンを指さすレーツェルに、ミアは頰を膨ふくらませた。

「愛情を示した結果よ！　いい子は褒めてあげるものなの！」

　困ったような表情で黙だまってそれらを見ていたジョイスが、魔法を解いたレーツェルと共にこちらにやってきたクリストフに目をむける。

「……………………もしかして、昔からこうなのかな？」

「再会した時には全力でこれでしたね。困ったことに、こんなのを見ていたら前世の敵意が行方不明になってしまって……」

「ああ……うん。なんだろう。むしろ哀あわれな……いや、幸せそうならそれでいいのか？」

「聞こえているわよそこの二人！」

　ジョイスとクリストフのこそこそした会話をよそに、レーツェルは一人で真剣に考えているらしい。

「《エヒトの審判》が終わらないと、魔物は増える一方だぞ」

　しかめっ面つらで語られて、ミアは軽く頷いた。

「そうよ。そのことを話そうとしていたのに、突然フィンを退治しようとするんだもの」

　フィンの背中に腕を回したまま、ミアはレーツェルを睨にらむ。

「魔王だぞ？」

「全部それですまそうとしないで。ちゃんと考えて。フィンはまだ誰も殺していないし、魔物を操って迷惑をかけていないわ。前回の《エヒトの審判》で人類が勝利したんだから、今回の《エヒトの審判》では魔物が多く、強くなるのはわかっているでしょう？　フィンのせいじゃないわ」

「……………………考えを聞こうか」

　ようやく会話が成立しそうになったので、ミアはフィンを守るように回していた腕を解いた。

「簡単よ。聖杯を探して、ジョイス様の血を垂たらすの──それで人類の勝利だわ」

「魔王を殺していないのに？」

「魔王は勇者を殺さないと勝利が認められないようだけれど、人類側は聖杯に勇者の血を入れたらそれが勝利でしょ？」

　毎回勇者が聖杯を手に入れる前に、魔王が聖杯を手にしてしまう。そこから直属の魔物を生みだし、フェアボート国は大混乱の渦に巻きこまれる。だから人類は勇者の血を聖杯に満たすことが勝利条件だと考えていた。事実、それを行えば活性化した魔物は落ち着くし、魔王が聖杯の力を使って自ら生みだした魔物も消える──同時に《エヒトの杯》も。

「魔王を倒さないまま、《エヒトの杯》を勇者が手に入れた前例はない」

「それはそうよ。魔王はあらゆる魔物を操れる最強の妖よう術じゆつ師しだもの。どんなところに聖杯が現れても魔物が見つけるし、仮に人類が見つけても、勇者の元に届けられる前に魔物が奪うばってきたじゃない」

　考えこむレーツェルを前に、ミアは不敵に笑ってみせた。

「今回は魔王直属の魔物がいないから、探すのも大だい分ぶ楽だと思うの」

「もしも、その男が魔王になったら？」

「そうなりそうだと思ったら、殺してくれて構わない。俺は……ミアが死んでしまうほうが嫌いやだ」

「フィンッ！」

　健けな気げな台詞せりふに感動したミアは、大きく両手を広げた。

　──ちなみに攻撃する意思はないと表すように、フィンの剣は手から離れたままで、その膝はまだ地面についていた。

　幼い頃ならばともかく、クリストフに節せつ度どがどうこう言われるようになってからは、なるべくフィンの額がミアの肩にあたるように抱きついている。しかし意識せずに正面から抱きついた場合、フィンの顔はミアの胸むねにあたる位置にあった。

「ちょっ！」

　慌てたフィンが片膝を上げかけていたが、至近距離だ。ミアの腕のほうが早かった。

「フィンってばなんていい子なの！　大丈夫だからね！　絶対に魔王になんかさせないんだから！　──って…………フィン？」

　ふにょんと胸にもたれかかるフィンの頭が重い。いつもの彼ならば極力ミアに体重をかけないようにしているのに……。

「きゃああああああああああああっ！　フィン!?　どうしたのフィン!?」

　真っ赤な顔で意識を失っている幼おさな馴な染じみに悲鳴をあげると、何やら悟さとりきった表情のクリストフがフィンの襟えり首くびをつかんでミアから離した。

「のぼせたんですよ。可か哀わい想そうに。だから年相応の振る舞いを身につけろといつも言っているでしょう──レーツェル、ちょっとそっちの足を持ってくれませんか。フィンをちゃんと座らせます」

　鼻血をだした時は寝かせるのではなく、座らせて心臓より頭が高くなるようにしたほうがいい。てきぱきと伝説の賢者に指示をするクリストフだが、レーツェルが躊ちゆう躇ちよしたのを見たミアが、代わりに挙きよ手しゆをした。

「わたしが……」

　しかしクリストフはそれを拒きよ絶ぜつする。

「そもそもの元げん凶きようが近寄っちゃいけません」

「せめてフィンの鼻血……」

「可哀想だから見て見ぬふりをしてあげなさい。フィンにだって多少なりとも男のプライドはあるでしょう……たぶん」

「ミア、ミア、ちょっとこっちおいで。そこに密集しているとフィンに風があたらないだろう？」

　いつの間にか離れた場所に立っていたジョイスに手招きされて、しぶしぶミアはフィンから離れた。もちろんレーツェルがフィンの介かい抱ほうを手伝いはじめた姿は確認している。

「…………だんだん自信がなくなってきたんだが、本当にこれが魔王なのか？」

「ご自分で得意げに仮説を展開していたくせに、何をいまさら」

　フィンを介抱している男二人の平和な会話に、少しだけ安心する。少なくとも、いきなり刺し殺そうとしたりはしないはずだ。

　すぐに意識を取り戻したフィンは、クリストフからもらった布で鼻の辺りを押さえている。近寄ろうとしたのだが、クリストフとジョイスに目でたしなめられてしまった。

　肩を落としたミアを見て、堪こらえきれないといったようにジョイスが笑う。朗ほがらかな、遠慮のない笑い声に胸が騒いだが、自分が笑われているのだと思うと拗すねたくなる。

　ちょっとむっとした顔をしたのがわかったのか、ジョイスはまだ笑いの残ざん滓しを引きずりながら、「ごめんね」と、軽く謝ってきた。

「なんか可愛くて」

　そう続けられれば現金なもので、ミアの機嫌も直る。

「本当に、フィンが大切なんだね」

「もちろん」

　即答に、ジョイスは花が開くような微び笑しようを浮かべた。太陽のように温かい印象は変わらないのに……綺き麗れいな人だなと、改めて思ってしまう。

「ごめんね。ミアの大切な人を殺そうとした」

　もちろん言葉一つで許せるようなことではないのだが、なんとなくわかる。

「レーツェルの計画でしょう？」

「…………」

　ジョイスは違うと庇かばうことはしなかった。そして自分の弁べん明めいもしない。

　その沈黙があったからこそ、ミアはジョイスを許せた。

　それに本音を言ってしまえば、レーツェルの気持ちもわかるのだ。それだけ魔物に支配されていた百年前の世の中は悲ひ惨さんだった。

「………………フィンを受け入れてくれて、ありがとうございます」

　小さな声でぽそりと呟つぶやくと、苦笑をされてしまう。

「あんな姿を見せられて、それでも害がい悪あくだから殺そうとするのは難しいよ。こっちは本気の殺気をだしたのに、彼は防戦一方だった。こちらをはじき飛ばそうとする時にしか、自ら剣を振るわなかった」

「フィンはいい子なんです」

　自分のことのように胸を張るミアに、ジョイスの笑みが深まる。

「うん。ミアもいい子だよ」

　惜しげもなく与えられる温かな感情が気持ちよくて、ほんのりとミアの頰が赤くなる。憧あこがれるだけでいいと思ったはずだけど、好きだなと素直に思った。

　ジョイスが好きだ。

「正直に言えば、魔王が……フィンが敵てき対たいしないのはすごくありがたいよ……わたしには時間がないから」

　幸せな空気に包まれて、ほわほわしていたミアだが、その言葉の不吉さには気づいた。

「…………時間がないって、どういうことですか？」

　しまったとでも言いたげに、ジョイスの目が泳ぐ。

「なんでも──」

「なんでもないという顔ではありませんよね？」

　詰め寄るミアに、ジョイスの目が辺りをさまようが、レーツェルもクリストフもフィンの側にいて、こちらまでは気が回らない。

「ジョイス様、わたしが仲間だと信じられませんか？」

　低い声でそう問えば、ジョイスは首を横に振った。

「ミアの今生での役割は、さっきのことでわかった。君は確かに……わたしの仲間だ」

「ならば話してください」

「心配をかけたくないんだよ」

「もう遅いです」

　困ったように眉まゆをひそめていても、ほんの少し照れくさそうに見えて、ひっそりとミアの胸が騒いだ。

（もしかして……わたしに心配されるのが嬉うれしかった……とか？）

　どきどきしながらジョイスの言葉を待つと、その唇が思い切ったように開かれた。

「本当はね。今も戦かったりしないほうがいいんだ。激しい運動は控ひかえたほうがいいらしい。でも……たぶんわたしは三ヶ月後には走れなくなっているだろうし、わたしは勇者だから……人類の代表だから《エヒトの審判》から逃げたくないんだ」

　橄欖石ペリドツトのような透明感のある黄緑色の瞳は、どこまでもまっすぐで、前世のように自分の正義を貫つらぬいているのがわかった。

　凜りんとした声に不安こそあれ、迷いはない。強いなと、そう思った。でも──

（『三ヶ月後には走れなくなっている』って、病気か何か？　そうは見えないけど……）

　現に今さっき、ジョイスはフィンと激しい剣戟を繰り広げたばかりだ。

　──しかし世の中には進行の遅い病やまいがあることもミアは知っていた。

　ユーディットの記憶の中でも、ほんの数ヶ月前まで元気に飛び跳はねていた人物が、一人ではろくに立ち上がれなくなっていた場面がある。

（わたしにそれが支えられる？）

　自分に問いかけてみるが、情なさけないことに即答はできなかった。

　どんな病なのか確認を取りたかったけれど、これ以上尋ねていいものか迷う。

　皆に相談したほうがいいのではないかと、一人ではなく、複数で悩む道を進みたかった。ジョイスはミアだけに打ち明けてくれたのに……。

「ごめん。やっぱり言わないほうがよかったね。心配をかけさせてしまった……」

　動どう揺ようしているミアを見かねたのか、困ったように苦笑して、ジョイスは子供にするように自分より低い位置にある赤毛をなでる。

「自分の身体がどうなっているのかわかっていたんだけど、逃げたくもなかったんだ。愛いとしい人たちを、自分の手で守りたいと思ったから」

　いつか聞いた言葉にはっとすると、ジョイスもそれに気づいたのか照れくさそうに頰を染めた。

「百年前と似たようなことを言ってしまったね。わたしも成長がないな」

「……『誰かの幸せを守るために戦うのは、とても尊い決意だと思います。自分のエゴのためだろうと、それが力になるのであれば、その想いは逃とう避ひではなくて力の源でしょう？』」

　百年前に、ユーディットが告げた言葉をなぞれば、ふいをつかれたようにジョイスが一瞬だけ呼吸を止めた。

　じわりと潤うるんだ瞳に、誰かにこの言葉を言ってもらいたかったのだろうなと理解する。

「ありがとう」

　あの時のジョサイアと同じように、けれどずっと晴れやかにジョイスが笑った。

　その笑顔だけでも、ミアが恋に堕おちる理由には足りる。好きだと改めて認識した直後であれば、ミアの恋心はさらに募るばかりだ。

「絶対に、聖杯を見つけましょうね！　《エヒトの審判》を終わらせましょう！」

　せめてジョイスの生きる気力の手助けができるようにと、剣けん腁だ胝このある硬い手を握れば、強く何度も頷かれた。

「一緒に頑張ろう」

　愛いとしい人と同じ目標にむかって走れるというのは、なんて幸せなことなのだろう。
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　フィンの回復を待って、皆で一緒に街中に戻ってきた時は、すでに西の空が色を変えはじめていた。街の外は魔物もいるし、列車の運行も終わっている。

　宿を取るには遅い時間帯だったが、ウーア・シュプリング教団に認定を受けた人間がいたため、多少時間は取られたものの、無事に今日の宿を確保できた。

（夢だとあまりそんな認識なかったけど、教団に認定されると何かと便利なのね）

　そもそもジョイスがレーツェルと一緒にいたのは、先にウーア・シュプリング教団に勇者としての認定を受けたかららしい。

　元々二百年前に勇者の仲間であると認定を受けていたレーツェルの行動は、各地の聖堂による情報網もうで把握されていた。聖堂の協力により、二人はすぐに合流できたようだ。

　ミアも受けたらどうかと言われたが、前世の名が重すぎるので断った。仲間の何人かが教団の認定を受けていれば、こうして充分な便べん宜ぎを図ってもらえるし、元よりミアには資産があるので、銀行がある都市に寄ることができれば資金面の心配はない。

　それよりもミアにはやることがあったのだ──トラオムに一人残した父への連絡である。フィンと一緒に手紙を書いて、今生の勇者一行と出会えたので、気がすむまでついていくと記した。

　ミアは前世のことを父に話したことがなく、夢のメモ書きは、あくまでミア自身が『思いついた』こととして渡している。少し悩んだが、結局自分の前世が聖女ユーディットだとは知らせぬまま封ふうをした。

（言わなくても、なんとなく察している気はするし……）

　もちろん心配はするだろうが、同時に納得もしているのだろうと思えた。元より父は職業柄、行間を読むのが得意だ。

　フィンは職場に連絡しなくてはならないので、もう一通手紙を書いていた。もちろん前世のことは書かないまま、勇者一行に助力を請こわれたので協力するという内容だ。勇者たちと同じ巡りあわせの魂でなくても、共に戦った事実だけで街にとっては誉ほまれとなる。

「終わった？」

「ん」

　吸い取り紙で余分なインクを吸いだして、軽く乾かした手紙に封をする。

　それなりに大きな宿なので、受付に頼めば手紙をだしてもらえるだろう。

　ちなみに部屋は三人部屋が一つと一人部屋が二つなら空いているとのことで、わりあいあっさりとフィン、クリストフ、レーツェルが三人部屋に入ることが決まった。

　フィンとレーツェルを同じ部屋にするのは不安だったが、監かん視しの意味もあるらしい。クリストフが同室なら不ふ穏おんなことはないと思いたいが、それでも心配だったため、手紙を書く名目で、ミアはフィンを自分の部屋に引きずりこんでいた。

「ミア、フィン、そろそろ夕飯にしませんか？」

　クリストフの声だ。

　三人部屋でレーツェルやジョイスと何やら話しあっていたらしいが、とりあえず一区切りついたのだろう。

「はぁい」

　こちらも丁ちよう度ど手紙を書き終わったところなので、テーブルの上に置いた二通の手紙と、貴重品を持って食堂で待っているジョイスとレーツェルのテーブルにむかう。手紙はもちろん食堂に行く前に受付に預けてきた。

　宿屋の一角にある食堂は、思っていた以上に盛せい況きようだったが、ジョイスもレーツェルも目立つ外見をしているので見つけるのは簡単だった。

　荷に解ほどきをする暇ひまもなく話しあいに突入して、そのままの流れで食堂まできたのか、マントこそ外しているが、ジョイスの部分鎧はそのままだ。

「重くないですか？」

「慣れすぎて、うっかり外してくるの忘れちゃったんだよ」

　少し照れたように笑う姿も可愛い。

　きゅんとしているミアをよそに、それぞれが席に着く。長方形のテーブルに先に来ていた二人はすでに横に並んでいて、クリストフとフィンが彼らと向かいあうようにして座り、ミアがフィンとジョイスの間に座る。

「このテーブルの大きさなら、許きよ容よう範はん囲いですかね」

　ぽつりと呟いたクリストフは、ポケットから銀色の三さん角かく錐すいの形をした小さな石を取りだして、テーブルの中央に置いた──魔法道具の《小音ツヴイツチヤーン》だ。

「聖堂は情報管理がしっかりしているから、我々がこの街に滞在していることは噂うわさにならないでしょうが、念のため」

　明らかに増えている魔物の被害に、誰もが不安になっているのだ。《エヒトの審判》がはじまったのではないかと。まさかと笑いながら繰り返された歴史を思い、不安になっている。

　耳を澄ませば最近勇者が教団に認定されたらしいと噂をしている人間もいるようだった。万が一にもジョイスが勇者だと知られたら、不安をぶつけられる可能性がある。

（百年前も似たようなことがあったものね……）

　用意周到なクリストフに感謝しつつ、手をあげて店員を呼び、彼が《小音ツヴイツチヤーン》の範囲の中に入ってから注文をする。

　コース料理と言うわけではないので、前ぜん菜さいから主しゆ菜さいまで適当にテーブルの上に置かれた。一通り食べ物がテーブルの上に並んだところで、口くち火びを切ったのはミアだった。

「ジョイス様が《エヒトの審判》を察知したのっていつ頃ですか？」

「…………たまにぼくはミアの度ど胸きようが羨うらやましくなりますよ」

　驚きよう愕がくのあまり持っていたパンを真っ二つにしたクリストフは、呆あきれた口調でミアに目をやった。

「食べてからのほうがいいならそうするけど、ここの大浴場は温泉らしいから、早いところ入りたいんだもの」

「我が欲よく優先ですか」

「無欲を貫く苦しさは百年前のユーディットの時だけで充分だわ。彼女はあんなに綺麗なのにもったいない人生を送ったと思うの」

　じゅわりと肉にく汁じるのこぼれる骨付き肉のステーキを適当な大きさに切って頰ほお張ばる。外側がかりかりなのに、中は驚くほど柔らかい。羊肉の臭くさみを赤ワインのソースが上手く相そう殺さいして、嚙めば嚙むほど旨味が口の中に広がるのが嬉しい。

「美お味いしい。フィンも少し食べる？」

「ん」

　慣れた仕草で少し屈かがんだフィンが口を開けてくれたので、躊躇なくその中に羊肉を突っこむ。もぐもぐと咀そ嚼しやくして、満足そうにフィンが笑った。

「美う味まい」

「でしょう？」

　黙って幼馴染み二人の言動を目にしていたレーツェルが、手にしていたフォークとナイフを投げ捨てる勢いでテーブルに置く。

「帰っていいか？」

「どこにですかレーツェル。落ち着いてください。こんなことで神経をやられていては、この先、頭の中の血管が切れて脳のう卒そつ中ちゆうになりますよ！」

　逃がすかとばかりにレーツェルの服をつかむクリストフの横で、にこにこと幼馴染み二人を眺めていたジョイスはふいに、遠い目をしてため息をついた。

「いいなぁ。仲が良くて──あ。ちなみに十日前だよ」

　思いだしたように質問に答えたジョイスに、ミアは次の肉を一口ぶん切りわけていた手をぴたりと止めた。

「ずいぶん最近なんですね」

「前の時も《エヒトの審判》がはじまって、わりあいすぐにみんな集まったじゃないか。そういう運命なんじゃないかな？」

「フィンは？」

「なに？」

　千切った黒ごまパンを咀嚼して炭たん酸さん水すいを飲んで一息ついてから、ミアは続けた。

「《エヒトの審判》がはじまったと感じた？」

「………………また凄すごい質問をしますね？」

「わたし以外の誰が質問するっていうのよ？」

　基本的に《エヒトの審判》は勇者と魔王が、聖杯を中心に殺しあう構図になっている。勇者が聖杯の出現を感じ取ったというのであれば、魔王もまた感じ取るのが道理だろう。

　食事の手が止まっている面々の中で、ミアはなんてことのない日常会話の延長のように肉を切って、咀嚼した。フィンが何を言っても、自分は変わらないのだと証明するように、敢あえて緊張しているそぶりは見せない。

「ジョイス様、そっちの煮に物もの少しいただけます？」

「ああ」

　ぴりぴりした空気の中、一人平常心を貫くミアに戸と惑まどったような目を送るものの、ジョイスは丁てい寧ねいな手つきでミアの差しだした皿に、手前の煮物を載せてくれる。礼を言って煮物のじゃが芋いもにナイフを入れ、口の中で崩す。

「食事を中断したほうがいいなら、食べるの止めるけど？」

「いや」

　目が合って、ようやくフィンの時間が動いたように感じた。もちろんそんなことはないとミアは知っている。

　平然を装って食事を続けていたミアを、フィンは慎しん重ちように、探るような目で見ていたのだから。

「十日前に、オレも……《エヒトの審判》がはじまったと……」

「ああ、やっぱりジョイス様と同じくらいに感じ取ったのね」

　ふんふんと相づちを打って、また食べ物を口に運ぶ。そろそろお腹なかがいっぱいになってきたけれど、ミアが怯おびえないか、自分から離れていかないか、不安そうにこちらを窺うかがっているフィンを見捨てることはできなかった。

「で？」

　ほっと、フィンが息をついた。けれどフィンの告白はまだ終わってはいない。

「声が……」

「声？」

　レーツェルが顔をしかめた。クリストフも戸惑ったように瞳を揺らし、ジョイスは固かた唾ずを吞のんで注目している。
















「声が聞こえるようになった。十日くらい前から……夢で」

　テーブルの下にあるフィンの手が、ぎゅっと拳こぶしを握った。迷わずに食事を止めて、フィンの手にミアの手を重ねる。今は自分が変わらないと伝えるのではなくて、勇気を与える時だと直感したから、ミアはじっとフィンを見上げた。

「俺を呼んでいるんだ」

「誰のこと？　誰が呼んでいるの？」

　ミアの手の下で、フィンの拳が震えていた。

「人かと思った。でも違った」

　記憶を追うように、フィンは目を閉じる。

「魔物かと思った……でも違う」

　掠かすれた声に宿るのは明らかな恐怖。

　あれはと、フィンは続けた。あの声は──




「エヒト」




　がたりと音が鳴って、ミアの肩が大きく震えた。

　うっかりフィンの前で怯えた様子を見せてしまったのが悔しくて、椅い子すを跳ね飛ばすような勢いで立ち上がったレーツェルを睨にらむ。

　だが病的な顔色でフィンを見つめる姿が鬼き気き迫せまっていたせいで、ミアの文句は口の中で留まってしまった。

「なぜ……エヒト神が魔王に語りかけるんだ？」

　もちろんそんな質問をされても、フィンに答えられるはずはない。

「フィン」

　神官であるクリストフが、興味深げに口を開き……困ったように閉じた。察さつしたフィンが答える。

「前回の時は聞こえなかった。ただ《エヒトの審判》がはじまったから、聖杯を手に入れようと思ったんだ…………自分だけの強い魔物を手に入れて、今度こそ完全にこの国を潰つぶそうと……考えた」

　テーブルの上でレーツェルが拳を握った。そこに痛いほど力を入れているのがわかる。

　フィンの語った魔王は、百年前の魔王だ。レーツェルは二百年前の《エヒトの審判》に選ばれた魔法使いで、その時人類の敗北を味わっている。それから百年間、勇者ジョサイアが次の魔王を下すまで、魔物たちはこの国を蹂じゆう躙りんした。

　──しかし国は滅ほろびなかった。

　魔王とて人間であるのだから、レーツェルのように特殊な手段を選ばなければ、寿命はある。世界を絶望にたたき落として一度他界し、百年前に同じ国で目覚めた魔王が望んだのは、フェアボート国の完全なる滅亡だったらしい。

　百年前の光景を夢で知るミアだとて、当時の魔王には怒りを覚える。夢ではなく、記憶ではなく、その時代を生きた当事者であるレーツェルにとっては、鮮せん明めいにその時の怒りが蘇よみがえるのだろう。

「…………」

　うつむいているフィンを励はげましたくて、ミアは重ねていた手を離した。驚いたように顔をあげたフィンが、泣きそうな顔になる前に、膝の上の拳を解かせて指を絡からめる。

　ほうっと、思いの外ほか大きなため息がフィンからこぼれた。

　フィンの指にやんわりと力が入って、ミアの手を握り返す。

「『こい』と……『役目を果たせ』と、『人間が憎いだろう』と…………嫌な、記憶を見せられた。見たことのある記憶だった。前世の……オレの、グレゴール・オプファーの、記憶だった」

　それぞれが、はっとしたように息を吞んだのがわかった。

　もちろんその名を耳にしたことはあった。しかし『魔王の名』としての認識しかなかったのだろう。ユーディットもそうだった。

　けれどフィンが口にした魔王の名は、人間としてその社会で暮らしていた時の彼を意識させられた。一人の男が、いかなる理由で魔王になる道を選び、国を滅ぼそうとまで決意させたのか、どれほどの苦しみがそこにあったのかと、改めて考えた。

「怖かった」

　ぽそりとした呟きに、思わずミアは立ち上がる。握った手をそのままに、フィンの頭を肩に抱く。

「馬ば鹿かね。言いなさいよ。小さな頃みたいに側にいてあげたのに」

「クリスに……節度を持てと……」

「人のぬくもりが必要な時もあるでしょう？　馬鹿ね。十日も前からそんな夢を見ていたのに、平気な顔をしてたの？」

　ぎゅっと回した腕に力を入れれば、安心したようにフィンの強ばりが解けていくのがわかる。

「ミアの前なら平気なんだ。ミアのことしか考えないから、嫌なことは全部忘れられる。ミアから離れても、ミアのことを考えれば、声も、夢も、全部気にならなくなるんだ」

　ぽつぽつと語られるそれは、熱ねつ烈れつな愛の言葉そのものだったが、ミアが気に留めたのはそこではなかった。

「わかったわ。なら《エヒトの審判》が終わるまで一緒に寝ましょう」

　力強く頷いたミアに、なぜだか視界に映ったジョイスが哀れむような目をフィンにむけたのが映る。もちろん、今はそちらに構っていられない。

　ぱくぱくと口を開いて、気持ちが声にならないらしいフィンの言葉を待つ。

「………………あ、ありがとう。でも、その……オレは、親父さんを裏切れないし……」

　急に今の体勢を意識したのか、フィンの首筋から耳の裏まで赤くなる。

「なんで？　わたしと一緒なら夢も怖くないんでしょう？　それがどうしてパパを裏切ることになるの？」

　年頃だろうとなんだろうと、フィンがミアにとって大切で大事で愛いとしい存在なのは変わらない。

「あの……たぶん、なんていうか……そうだけど、でも実際にそうなったら、お互いの、認識が違うのを意識させられるというか…………クリス」

「どうしてそこで涙なみだ目めになってクリスに助けを求めるのよ！」

「ミア、男前な決断は結構ですが、その前に自分たちの性別と年頃を……ああもういいから、抱きつくのは止めてやりなさい。フィン、自分から助けを求めてきたくせに、恨うらめしそうな顔はしない！」

　慣れ親しんだやり取りは、緊迫した空気を完かん膚ぷなきまでにたたき壊したが、今はそれに心の底からほっとする。

　だが、この中にはその空気が耐たえきれない者もいた。

「食欲が失せた」

「レーツェル！」

「クリストフにはすまないが、そいつと同室はわたしには無理だ。別の宿を取らせてもらう。明日、朝食の時にはこの宿に戻る」

　早口でそう言い置いて、レーツェルは食堂を後にした。

　呆然とそれを見送る一同の中で、クリストフのため息が重く響く。

「気持ちはわからないでもないですけどね。フィンの夢は、エヒト神が自ら魔王をこの地に呼び覚まそうとしていることを示している。元より《エヒトの審判》は罪深き人類の存続を神々が審判するためのものなので、理に適かなってはいるのですが……」

「……レーツェルが言っていた『わたしたちの魂の近くに魔王が転生する』というのも？」

「わたし的には試練の一言で説明がついてしまいますね」

　現に、二百年前はレーツェルが人間であった時の魔王を知っているからこそ、勇者が殺され人類は敗北した。エヒト神は魔物の蔓まん延えんを許したのだ。

「数千年前に地上を滅ぼしかけた人類の罪は、百年ごとに審判を繰り返すほどに深く重いということなのでしょう」

「そんなの同じ人間に繰り返し科かせないでほしいわね。というか、同じ魂？」

「しかし別物です。そして前回の記憶があったほうが、勝手がわかるのも確かですね」

　前世の記憶を夢という形で見ていなければ、自分たちがこの国の運命を握っているのだとは思えなかったかもしれない。実際、前世の夢を見ていても、『今生では違う運命になるかもしれない』と、疑う気持ちがあった。

「伝承が繰り返された歴史を語っていても、それが自分であるとすんなりと認められる人物は少ないでしょうね。自分の運命を認めたくなくて、拒きよ絶ぜつする人も多そうです。知っていても、敢えて逆らう人物もいますけど……」

「そうね」

　あっさりと認めてやれば、トラオムの女性全般に評判の良い笑顔で、クリストフが頷く。

「聖杯を見つけて、魔王不在のまま《エヒトの審判》を終わらせることができれば、今後の人類の運命も変わっていくのかもしれません。変わったら変わったで、数千年前に地上を破滅に追いやった人類の罪が多少なりとも赦ゆるされたと解釈することができます」

「ああ。なるほど」

　屁へ理り屈くつに近いものがあるが、ジョイスが納得したように頷いてくれたのが嬉しい。

「フィン」

　穏やかなクリストフの声に、フィンがまばたく。

「エヒト神の呼びかけに、よく堪こらえましたね。つらかったでしょう」

　労いたわりの声に、フィンの目が潤む。頭かぶりを振るけれど、声にならないらしい。

「…………」

　フィンの隣に座っているクリストフが、苦笑しながら大きな背中をなでてやる。

　幸せな気持ちのまま、ゆっくりと夜が更ふけていく中、食事を終わらせた一同はそれぞれの部屋に戻ったミアも一度部屋に戻って準備を整え、温泉を楽しむために大衆浴場へと足を進める。

（ちょっとレーツェルのことは心配だけど、ジョイス様にもフィンのことを受け止めてもらえそうでよかった）

　胸の奥がほかほかと温かい。色々あったけれど、最終的に、今日はとてもいい日なのではないかと思った。

　女湯の扉をくぐって、脱衣所でするすると服を脱ぬいでいく。

　板敷きの床が、素す足あしに優しい。

　美肌効果があるという温泉も楽しみだし、芯しんから温まれるサウナも楽しみだ。

（これくらいの人数なら、ゆっくりお風呂に入れるかなぁ）

　先代の勇者の生誕の地であり、戦士には欠かせない鉄の加工が盛んな街なだけあって観光客は常に多いが、どちらかといえば男性客が中心に訪おとずれているようで、食堂でも女性が少なかった。脱衣所も人がまばらだ。

　今も後ろで脱衣所の扉が開閉したようだが、複数がやってきた気配はしない。

「あ。ミア！　早いな。もう来ていたのか」

「は？」

　反射的に胸を隠して声の方向を見れば、さきほど食堂でわかれたばかりのジョイスがそこに立っていた。

「…………」

　驚きすぎて悲ひ鳴めいもあげられないミアの前で、ジョイスは空いた籠かごを手に取って、躊躇せずに上着を脱いだ。

　もちろんさきほど食堂で装備していたままになっていた、胸当てにあたる部分鎧は身につけていない。服の下の肌は想像以上にきめ細かで、すらりとした首筋も、形が浮き出ている鎖さ骨こつも、いけないものを見た気持ちになるほど色っぽい。

　反射的に視線を落とす。ミアの視界の端でジョイスが下か衣いを脱いだ。長い足だ。しなやかな筋肉が無駄なく美しく身について、太ふと腿ももから尻しりにかけての艶なまめかしい曲線を残しつつ、きゅっと締まっているのがわかる。

　腹筋はうっすらと割れていて、贅ぜい肉にくの欠片かけらも見つからなかったのに、胸は下着からこぼれ落ちそうなほど豊かな双そう丘きゆうが盛り上がっていた。

　ユーディットほどではなくても、明らかにミアとはサイズが違う。柔らかそうなそこから目を離せずに、思わず呟く。

「…………おおきなおむねですね」

「なんか最近下着とサイズが合わなくなってきたんだよね。恥はずかしいな」

　恥じらう姿は、まさしく……女性のもので……。




　その夜、気がついた時にはベッドに横たわっていたミアには、温泉やサウナを利用した記憶はおろか、どうやって自分の部屋に戻ったのかも記憶になかった。
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　どうして自分はこんな顔なのだろうと、十三歳のミアはいつもそう思っていた。

　夢の中の自分はお姫様のように綺き麗れいで、気高くて清せい廉れんだ。

　こんな赤毛じゃなくて、こんな眉まゆ毛げじゃなくて、こんな身体からだじゃない。

　成長すれば変わるのだろうか？　けれどユーディットは幼い頃から綺麗だった。

「………………」

　いつも無邪気に笑っていたミアは、長ちようじるにつれてだんだん人前で笑うのが恥ずかしくなっていった。身内である父や、一緒に育ってきたフィンや、敵だか味方だかわからないまま気がつけば友達になっていたクリストフの前なら平気だ。

　昔から顔を知っている友人や、劇場や近所に住む顔見知りは、普通に会話ができるけれど、笑いそうになる時にあまり顔を見られないように工く夫ふうするようになった。くっきりとした眉毛は、大嫌いな赤毛を伸ばすことで、人に見られないようにした。

　初対面の人には、なるべく自分の顔を見せたくないと思うようになってしまった。

　いつもフィンを守ってあげたいのに、こんな自分は格かつ好こう悪わるいと思う。そうわかっている。自分が意識するほど他人はミアを見ていない。気にもしていない。そう思って傷つく自分がみっともない。

　──人目が怖い。

　前世はあんなに綺麗だったのに、どうしてここまで違ってしまったのかと、何度も思った。せめて同じような癒いやし手になれるように聖堂へ修行しにいこうかと思ったが、フィンの側そばは離れられなかった。ミア自身が、離れたくなかった。

　──だってフィンは、フィンだけは、ミアをミアとして必要としてくれる。

　そしてそう思ってしまう自分が、とても浅ましいと思う。

　こんな自分は大嫌いだと泣きたくても、人前では泣けなかった。自分の部屋でたった一人で毛布にくるまって、声を殺して泣いて……気がついた時、目の前にフィンがいた。もちろん普段の彼は勝手にミアの部屋に入ってくることはないし、誘さそっても入ることを頑かたくなに拒否している。

　ベッドの横に両りよう膝ひざをつき、ミアの顔をのぞきこんでいることは、最近では滅めつ多たにない。

「な……に？」

「泣いているから……どうしたのかと思って」

「泣いてないもの」

　目め許もとを隠したくて、慌あわてて前髪を下ろしたら、やんわりとフィンに手を取られた。十五歳になったフィンはもうすっかり健康体になっていて、毎日のように剣を習いに出かけていた。背も体格もとうに同じ年頃の少年を追い抜いている。

　もう少し経ったらフィンは見習いとして警備隊に入る予定だ。普通は三年、早ければ一、二年で正規の警けい備び隊たい員いんに昇しよう格かくする。

　正規の警備隊員になれば、所属している班が都市勤務の時に数週間から数ヶ月単位でこの家に戻ってくるだろうが、それまでは寮りよう生活だ。半日休みくらいはぽつぽつとあるだろうが、たぶん一年間のうちに数日しか一緒にいられなくなるだろう。

「もしかして、俺がいなくなるのが寂さびしい？」

　探るような口調に、即座に頷く。

「寂しい。それに心配。フィンはわたしがいなくて大丈夫なの？」

「寂しいし、怖いし……不安だ。できるなら、ミアも連れていきたいけれど……危険な場所にミアを連れていくのは嫌いやだ」

「わたしもパパや劇場から離れるのは嫌だわ……」

「そうだな……ミアはまだ親父さんの側にいたほうがいい」

　うつむけば、長すぎる前髪がミアの顔を半分隠す。

　自分がこのままを望むから、フィンもそうしろと言えるような時期は過ぎてしまった。フィンが魔物を退治したい気持ちはわかるし、そのためにこの家に留とどまってはいられないのも理解している。

「わたしがユーディットみたいに綺麗だったら……」

　──フィンは離れなかった？

　危あやうくとんでもなく後ろむきなことを言いかけて、慌てて口を閉ざす。

　頭に落ちたため息に、肩が震えてしまう。

（呆あきれられた？）

「このままでもいいかなと……思っていたんだけど」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉には、苦笑が交ざっていた。何かを諦あきらめたように聞こえるその声に、フィンの顔を窺うかがうと、毛布のせいで乱れてしまった髪をかき上げられた。優しい手つきに心から安心する。

「ミアはユーディットより可か愛わいいよ」

　気がつけば顔にかかっていた髪を、前髪も含ふくめてすべて後ろに流されてしまっていた。フィンからはミアの顔がすべて見えている。

　ミアが身じろごうとする前に、フィンが唇を動かした。

「おでこも可愛い。目も眉毛もソバカスも赤毛も全部可愛い」

　心ときめく褒ほめ言葉だが、それを口にしている本人が真っ赤になっているのを見ると、フィンのほうが可愛いと言いたくなる。

「どんな表情でも可愛いし、俺への態度は変わらないし、他人に顔を見せたくないならそれでもいいかなと思ったけど……俺が少し離れている間、一人で泣いているのかと思うとたまらない」

　すっかり皮ひ膚ふが硬くなってしまった指先が、そっとミアの髪をなでる。

「落ちこむ必要なんてない。比べる必要なんてない。俺は、み、ミアの笑顔が一番可愛いと思う。ユーディットよりずっと可愛いし、綺麗だ。きっとこれからもっと可愛くなるし、綺麗になる」

　自分の台詞せりふに耐たえきれなくなったのか、とうとう耳まで真っ赤になってしまったフィンが、ミアから手を引いて横を向いた。

「軽けい蔑べつした？」

「なんで？」

「本当は、もっと早くにミアはそのままでいいって言ってやれたのに…………言わなかったから。ミアの笑顔が見られる俺は特別なんだなって、嬉うれしかったんだ」

　どうだろうと自問してみる。もっと早く同じ台詞を聞きたかったのかと問われれば、もちろん頷く。でも──

「フィンはわたしがユーディットみたいに綺麗ならよかったのにとか思わないの？」

「ユーディットよりミアがいい」

　きっぱりと言い切られて、それが真実だと伝わってきて、ミアをきつく縛しばっていたものが解かれていくように感じた。わたしはわたしのままでいいのだと認められたのが心地よくて、嬉しくて、自然と手が伸びた。

　フィンはベッドの横に膝をついた不自然な体勢なのに、いきなりミアが首に抱きついてもしっかりと受け止めてくれた。

「フィン大好き！」

　ふわふわとした金茶の髪を思いっきりかき回して、笑う。

　その日から、ミアは前髪を上げて、おでこを晒さらすようになった。顔を隠さずに背筋を伸ばし、昔のように笑った。完全にコンプレックスがなくなったわけではなくて、たまに落ちこみそうになる時もあったけれど、少しずつ自分の気持ちと折りあいをつけることを覚えた。泣きそうになったら、フィンの言葉を思いだした。

　フィンが見習いの警備隊員として寮に移り住むようになり、ミアはユーディットと自分が別人だとより意識するために、客観的に夢を楽しもうと努力した。その延長で夢をネタに物語の構想を練ねって、父に読ませるようになり──

「面おも白しろいね。聖女ユーディットが、等身大の女の子みたいだ。ミア、これを元に脚本を書いてみてもいいかな？」

　父が書き直した物語を演じた劇場は、あっという間に観客動員数を伸ばし、出資者が増えて契約金の額が上がった。

　フィンが正規の警備隊員になるのを待って、以前より広い家に引っ越した。

　今ではすっかり前世と今生を割り切って考えるようになり、観かん劇げきを見るように夢を楽しむようになった。

　幼さを感じるほど、愚おろかさを感じさせるほど一いち途ずなユーディットの恋は、いつしかミアの憧あこがれになった。ユーディットにとっては悲ひ恋れんかもしれないけれど、その想いはとても尊とうとく、美しいように見えたのだ。
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（夢……）

　時じ鐘しようの音がいつもと違った。

　目を開ければ知らない天井が見える。

　鈍く痛む手足は、筋肉痛だろうか……。

　はてと首を傾かしげた途端、昨日の記憶が押し寄せてきて、ミアは低く呻うめいた。

「ジョイス様が女性だったなんて……」

　我ながら、思いだす事柄が違うのではないかと思ったが、それでもやはり就寝前に受けた衝撃は強い。

「…………ああ、そう言えばジョサイア様より細身だなぁとは思ったのよね。声の低い女の人だと言われたら信じそうな声だなって……顔が綺麗で物腰柔らかくて優しくて、でもフィンと匹ひつ敵てきするぐらい強くて」

　なぜ気づかなかったという思いと、あんなに格好良くて気づくわけがないという思いを錯さく綜そうさせながら、のろのろと起きだす。

　具体的に何時頃という約束はしていないが、フィンは夜に睡すい眠みんを取れば早起きするし、クリストフも職業柄朝が早い。たぶん二人も食堂に降りているだろうし、急いで支度をして食堂にむかえば、愚痴を聞かせる時間が取れるかもしれない。

　顔を洗いながら思いついたことだから確証はなかったけれど、まとまりの悪いクセッ毛をなだめすかしながら櫛くしを入れて、ばたばたと着替えて部屋を出た。

　昨日夕飯を食べたそこには、案の定フィンとクリストフが座っていた。

　クリストフは昨日とまったく同じようにきっちりと身支度を整えているが、フィンの髪は軽く櫛を通しただけでいつもより少し幼く見えた。部分鎧よろいも装備していない。

「おはよう」

「おはようございます、ミア」

　ミアを見つけた二人が揃そろって手を振る中、無言でそちらに近づいたミアは、椅い子すに座っているフィンに抱きついた。

「……」

「聞いてよフィン！　ジョイス様が女の人だったの！」

「ああなんだ。昨日のうちにわかっていたんですね」

　優ゆう雅がにコーヒーを手に取りながら頷いたクリストフに驚いた目をむけると、彼は器用に片方の眉まゆを上げてみせた。

「魔物と戦っている時はさすがに気づきませんでしたし、突然勇者が現れて驚いたから不覚にも同性かと思ってしまいましたが、列車を降りて、改めて見てみればなかなか……」

「止めてジョイス様をいやらしい目で見ないで！」

　フィンに抱きついた姿勢のまま頭かぶりを振ると、クリストフはきょとんとした顔で一度動きを止めて、首を傾げた。

「女性だとわかったのでしょう？」

「わ、わかったけど、優しいし格好いいし爽さわやかだし誠実そうだし、いまさらどうすればいいのようっ!?」

　逞たくましい肩に額を押しつけ、悩ましいため息を一つ。

「おまけに色気もすごかった……どうしよう。ジョイス様ってスタイルも素敵なの」

「……………………ミア？」

　ものすごくぎくしゃくした動きで、フィンの手が優しくミアの顔を上げさせる。

　恋にのぼせた乙女の顔は、一いち目もく瞭りよう然ぜん。




「わたし……ジョイス様なら、女性でも大丈夫かもしれない」




「どうしてそうなったあああああああああああああっ！」

　完全に硬直したフィンの代理のように、普段の口調をかなぐり捨てたクリストフの絶叫が、食堂に響き渡った。
















　魂が抜けたように動かなくなったフィンは心配だったけれど、昔からフィンに抱きついているとかなり落ち着くので、その姿勢のまま朝食を注文して、たまにふわふわとした金茶の髪の感触を楽しみつつ、クリストフにいかにジョイスが魅力的なのかを語っていたら、唐とう突とつに食堂の空気が変わった。

　我に返ったフィンが顔を上げ、自じ慢まんの美び貌ぼうを凍らせて事務的にミアに相槌を打っていたクリストフが席を立つ。

「レーツェル、待っていました！　座ってください」

　ちなみに、昨日の席はすでに先客がいたようで、クリストフもフィンも四人がけのテーブルに座っていたが、ジョイスがまだきていないので席は余っている。しかし、レーツェルは首を横に振って、ミアを挟はさんだ隣となりのテーブルに腰を落ち着かせた。

「ジョイスはまだなのか？」

「まだです。レーツェル、こっちの席に座ってください。なんならぼくがそちらに座ります。もうぼくはツッコミに疲れました」

「…………コーヒーと朝のプレートＡを」

　伝説の賢者の直感が働いたのか、単にフィンと同席するのを嫌がったのか、レーツェルは席を動くことなくミアの朝食を運んできた給きゆう仕じにさらりと注文した。

　レーツェルがきて、自分のぶんの朝食も届いたので、ミアはフィンの隣の席に座り直し、サラダをフォークで突き刺して口に運びはじめた。

　しゃきしゃきのレタスとトマトを、バルサミコ酢すから作られたドレッシングで味わったミアは、温かなトーストにバターの香りがするスクランブルエッグを載せながら口を開く。

「でね、ジョイス様がね……」

「レーツェルがきたのに食事をしながらまだそれを続けるんですか」

「どうしてレーツェルがきたぐらいで止めるのよ？　本人がきたならともかく」

「早くきてくださいジョイス！」

「わたしが何？」

　両手を組んだクリストフの願いが届いたのか、ひょっこりと待ち人が現れた。

　ぱっとミアの顔が輝かがやく。

「おはようございます、ジョイス様！」

　ジョイスが座った席は、クリストフの隣で、ミアのむかいだ。隣のテーブルに座っているレーツェルの斜ななめむかいでもある。

　フィンと同じく簡単に身支度を整えただけの姿で、部分鎧もない。着やせする性た質ちなのか、ぱっと見た様子は細身の男性でも通じそうだが、胸の膨ふくらみまでは誤ご魔ま化かせない。

（胸があってもそれはそれで素敵……）

　王都のほうで、女性だけの歌か劇げき団だんがあると聞くが、そこの男役はきっとジョイスのような雰囲気なのだろう。仕草の一つ一つが颯さつ爽そうとしていて、男らしいのに華があって、意識して見つめているとほのかな色気を感じる。

「おはよう、ミア」

　にっこりと笑った顔が爽やかだ。

　ぱらぱらと「おはよう」の挨あい拶さつが飛び交う中、ジョイスはフィンにも話しかけた。

「そっちはよく眠れた？」

「それなりに……」

「そう。旅に出るなら、慣れてない場所でも眠らなきゃいけないしね」

　さらりと告げて、給仕に注文をしたジョイスの言動があまりに自然すぎて、食事を再開しかけていたミアはその言葉を聞き逃すところだった。

「…………フィンを旅に同行させてよろしいのですか？」

　確認するクリストフに、ジョイスは頷く。

「昨日剣を合わせたわたしが、彼の強さは保証する。魔王になる予定だった男が味方になるなんて心強いじゃないか」

「ジョイス様……」

　きらきらとした目でジョイスを見つめるミアの隣で、赤茶の瞳をうろうろと動かしていたフィンが、無言で軽く頭を下げる。

　ほのぼのとした空気が広がりそうになったが、それを凍らせた人間がいた。

「正気か？」

　レーツェルだ。

「それとも仲間になったふりをして、暗殺しようとしているのか？」

「ひどいな。そんな人間に見える？」

　即座に『見えません』と口にしかけたミアを、フィンが無言で止めた。

「レーツェル、確認にしてもフィンの前で言うことじゃないでしょう」

「すっかり魔王に絆ほだされているようだな……」

　吐き捨てるようなレーツェルの口調に、ミアのこめかみがひくりと動く。

「だからまだフィンは魔王じゃないんだってば！　ならないって言っているでしょう！」

　嚙かみつく勢いで立ち上がるが、フィンに押さえられた。

「ミア、ミアいいから……」

「よくない！」

「俺が、話すから……」

　そう言われれば、ミアは黙るしかない。

「昨日も言ったが……魔王になりそうだったら俺を殺していい。なんなら呪いをかけてくれても構わない。でもミアと離れるのは嫌だ」

　陰いん鬱うつそうに眉をひそめたレーツェルが口を開いたが……ふと、考え直したようにフィンを見つめた。穴が空きそうな勢いでフィンを見つめるレーツェルのテーブルに、注文の品が届いた。ついでにジョイスのものも一緒に運ばれてくる。

「………コーヒー、冷めるわよ」

　ぽそりとミアが忠ちゆう告こくしたが、聞こえている様子はない。良質の紫水晶アメジストのような深い紫の虹彩には、ミアの見ることのない神秘が映っているような気がした。

「……………………すでに強力な呪いがかかっているな。クリストフの仕し業わざか？」

「ぼくは神官ですよ。それはフィンが生まれながら背負っているものです。昔は少し暴走しましたが、今は安定してます」

　クリストフの説明に軽く頷いたレーツェルは、興味深そうにミアに目をやる。

「ミアは幼おさな馴な染じみだと言っていたな？」

「そうよ」

「呪いが発動した現場に居合わせたことは？」

「……子供の時には何度か見たけれど、成長してからはまったくないわ。ぎゅってしてあげれば落ち着いたから、怖いことは何もなかったし」

　レーツェルは目の前にある朝食に目をむけて、静かに食べはじめた。

　先に座っていたフィンとクリストフはともかく、ミアもジョイスも食事が終わっていないので、つられるようにして食べ物を咀そ嚼しやくした。栄養を吸収しながらも、ありとあらゆる魔法に精通した伝説の賢者は、その優秀な頭脳で、一つの結論に達したらしい。

「…………フィン・シックザール、血を寄こせと言えばわたしに渡すか？　大した量はいらない。耳に少し傷をつけて、滲にじんだ血を紙で吸い取るくらいでいい」

「構わない」

「フィン、頷くのが早すぎます！　せめて用途を聞きなさい！」

　慌てたように制止するクリストフに、フィンは小さく「わかってる」と告げた。

「俺にも前世の記憶がある。基本的に魔王はこの国一番の妖よう術じゆつ師しだ。妖術師は魔物を操ることのほうが有名だけど、人の精神に作用させるような呪いも得意だ。グレゴールはそういった知識を誰かから正式に学んだわけじゃなくて、その前の魔王の知識と本能に近い勘かんによって自分のものにしていた」

　フィンにしては長くしゃべって疲れたのか、一度息いき継つぎをするように沈黙した。

　一言一言を嚙みしめるようにして、続ける。

「だから知っている。俺の血が俺を抑える楔くさびになるなら……使ってほしい」

　ミアの前世も優秀な聖女だ。ユーディットは自ら呪いをかけることはなかったけれど、解とくほうは何度か行っているから、ある程度以上の知識はあった。レーツェルほどの使い手なら、フィンの呪いを活性化させることも、逆に封じることも自じ在ざいなはずだ。

（さすがに呪いの重ねがけは、どんな反はん作さ用ようがあるかわからないからやらない……と、思うし、フィンの呪いを活性化されても……どうなるんだろう？　狼おおかみになる以上のことってなんだろう？）

　フィンの呪いを解かなければ、新たな呪いはかけられないので、おそらく精神を操ったりすることはできないはずだが……。

（レーツェルってそういう非常識なこともできそうな気がする）

　たぶんクリストフもミアと似たようなことで考えこんでいるらしい。ジョイスは食事をしながら静せい観かんしている。

　しかし悩むミアとクリストフをよそに、フィンはレーツェルから折りたたみナイフとインクの吸い取り紙を受け取っていた。止める間もなく耳じ朶だに浅い傷をつけたフィンは、それを紙に吸いこませ、レーツェルに渡している。

「ちょっと、何やってんのよ！」

「馬ば鹿かですか！　馬鹿でしたね！　だからいつまで経っても幼馴染みから脱却できないんですよ！」

「クリス、それは──」

「ちょっとレーツェル!?」

　フィンとクリストフが何やら言いあいをはじめそうになった時、ミアがレーツェルの名を呼び、皆の視線が集中する。

　レーツェルは食べ終わった皿の上で、フィンの血がついた紙を燃やしていた。火の気なんてそこにはなかったし、火打ち石の音はしていない。ついでに煙もなかった。

　つまんだ紙に下から火をつけたらしい。すでに半分近くが消えていて、くるりと手首を返した瞬間、火力が上がって残りの部分も吞みこんだ。指でつまんでいた部分も、彼が指を離した瞬間に小さな火の玉となった。

　下に皿は置いてあったが、そこには灰の一ひと欠片かけらもない。

「何をしたんです？」

「……フィン・シックザールの血の気配と形を、わたしの魔力に記憶させただけだ。術式の省しよう略りやくに使えれば御の字程度の保険だな」

　口にはされなかったが、『これなら誰かに盗まれる心配もないしな』と、いう言葉が聞こえてくるような視線を投げられた。

　図星を指されたような気分になりながら、ミアは眉を中央へ寄せる。

「そんなやり方はじめて聞いたんだけど」

「ぼくもですよ」

「だろうな。わたし専用の魔法だ」

　つまりは自力で開発した魔法なのだろう。伊だ達てに二百年以上生きていない。

　ため息を一つついたミアは、隣のフィンを見上げた。

「フィン、体調はなんともない？」

「ああ。いつも通りだ」

「何かあったら言うのよ？」

「ありがとう。だけど、これから一緒に旅をするんだから、いざという時の枷かせは多いほうがいいだろう？」

　心配しているのはこちらなのに、ミアを安心させるように、労いたわるように微笑ほほえまれた。

「馬鹿ね。フィンがわたしを傷つけたことなんてないじゃない」

　すでに呪われたフィンにどこまで影響があるかわからないものの、どう見ても『魔王』への恨みを引きずっている伝説の賢者が、呪術に使える最大の材料を手に入れたのだ。

　一番不安に思わねばならないのはフィンなのに……。

　誰に恋をしていようと、誰に節度がないと叱しかられようと、手を伸ばして抱きしめたくなるのは止められなかった。

「大丈夫よ。わたしが守るからね」

　猫ねこ背ぜになるように上半身をたわませて、ミアの肩に額をつける体勢は苦しいだろうに、不満一つ言わずにフィンが小さく笑った。

「《エヒトの審判》は必ず繰り返されてきた。いつか……こんな日がくるって、わかっていたんだ」

　まだ何もはじまっていないし、終わっていないのに、諦あきらめたような声を出させてしまったのが悔しい。

「わたしもね。信じたくなかったけれど、いつか《エヒトの審判》がくるかもしれないと思ってた。フィンを守る決意なんて、とうの昔に固めていたわ」

　その『守る』という言葉に根拠はない。けれど何かと戦うための手段を、すべて自分から遠ざけて、ミアはフィンといることを選んだ。それこそがフィンの意識を魔王に吞みこませないための力になると信じていたし、今も信じている。

　力強いミアの言葉に、泣きそうな顔で笑ったフィンは、無言で頷いた。

　鼻の頭と目許が少し赤くなっていて、目つきの悪い大男が心の底から可愛いと思う。

　どんなことに使われるかわからないのに、『いざという時の枷』のために、あっさりと自分の血液を渡してしまうフィンは、愚おろかなくらい優しくて、愛しいと思う。




　──こんなにも繊せん細さいな人が魔王になんかなるはずがない。
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　どんな経緯であれ、『いざという時の枷』を手に入れたレーツェルは、それで安心してくれたらしい。

　あれからフィンたちが寝ね泊とまりした三人部屋に場所を移した五人は、フェアボート国の地図を広げて、今後の行動を相談していた。

　ちなみに地図は市販で発売されているようないい加減な縮図のものではなくて、本物の軍用品らしい。

　もちろん聖せい杯はいを見つけることは決定事項である。問題はその聖杯の在処ありかだ。

「西のほうにある気がする」

「ああそうだな。西だ」

　ジョイスとフィンの意見が一致しても、そんな曖あい昧まいな方角だけでは難しいかと思ったのだが……。

「勘かんでいいから、その方向を指さしてみろ」

　レーツェルの言葉に従い、二人が指さした方角は一致していた。

「西南より少し西寄りか」

　いつの間にか取りだしていた小さなコンパスをテーブルに置いて、レーツェルは食堂から移動させた荷物の中から定規を取りだした。

　アートメンを始点に、左下に勢いよく線を引く。

　魔物のせいで現代でも人間が踏みこめない場所がちらほらとある。細々とした計けい測そくが完全ではないぶん、軍用品でも地図の縮図はそこまで精度が高くないし、それを確かめる手段もないが、目安にはなる。

　国土の変化はないはずなのに、百年前に目にした地図と多少形が違っているのは、地図職人たちの努力の結果だろう。少なくとも百年前よりは正確なはずだ。

「距離感はつかめるのか？」

「遠いのはわかる」

「近づけば何かがそこにありそうだと勘かんが働くな。あと……」

　言い淀よどんだフィンを目線で促うながすと、彼はぼそぼそと続けた。

「魔物が聖杯に近寄るのを嫌がるから……」

　百年前の魔王は、聖杯がありそうな場所に魔物を放って確認していたらしい。《エヒトの審判》のたびに、魔王が聖杯を手に入れるわけだと納なつ得とくしたものの、さすがに参考にはならない。

　もしかしたらフィンは妖術師としての修行をしていなくても、歴代の魔王のように魔物を操れるかもしれないけれど、それはやらせたくなかった。

「列車で次の駅にむかってから、またジョイスたちに指をさしてもらうか」

　同じように線を引いて、さきほど引かれた線と交われば、そこを中心に探そう索さくしていけばいいとのレーツェルの発言に、今回の聖杯は早く見つかるかもしれないと期待する。

　鉄道がどう通っているのか確認をしてから、ミアたちは出立の準備を整えて宿屋を出た。髪の毛をいつもどおりつんつんに立てたフィンもジョイスも部分鎧を装備している。どこからか鉄を打つ音が聞こえる通りを抜けるついでに、ミアは昨日採寸して注文していたマントを二着受け取った。

　そして一同は昨日降り立った駅へとむかう。

（あ。聖せい地ち巡じゆん礼れい忘れてた）

　ふと、そんなことを思ったけれど、後の祭りだ。

　いつかあの懐かしい場所を訪れることができたらいいと思いながら、ミアたちは地方都市アートメンに別れを告げた。

　その日は自由席の切きつ符ぷを買って、一駅ごとに聖杯の場所を確認しては地図に線を引いていく作業を行った。列車は一日の本数が少ない代わりに、停車する時間が長いので、アートメンからトラオムを通り過ぎて南に下り、西に進んで少し北上したところで南側の鉄道が途絶える。

　終点の三本手前でミアたちは降りた。

　地図に引いた線が交こう差さする場所は、その駅が一番近かったのだ。

　基本的に列車は大きな都市にしか停車しないので、地方都市マッセルで下車したが、どうやら少し東側に戻らなければならないようだ。

「便利になったよなぁ。色々と」

　しみじみとしたジョイスの言葉に、昨日の朝にクリストフと似た会話をしたことを思い出す。あれから一日半しか経っていないのに、数日は経けい過かしているような気がした。

　きっと昨夜書いた父への手紙も、まだ家には届いていない。一度街の郵便局に届いてから仕分けして配達されるので、届くのはきっと明日だ。

　なんだか当たり前のことが別世界のように感じてしまうのは、今この瞬間が現実的ではないせいだろうか……。

（ユーディットの夢を見ているみたいだわ）

　舞台が違うし、登場人物が違う。ミアには特殊な能力など何もないのに、昨日出会ったばかりの人間たちと伝説の聖杯を探しているのに違和感がない。

　頰をつねれば痛くないような気がしてつねってみたが、やはり痛かった。

「何をしてるの？」

　ジョイスに見られていたらしく、くすりと笑われてしまう。恥はずかしい。

「痛くない？　ちょっと赤くなってるよ」

　指の背で頰をなぞられて、赤みが広がる。細やかな気き遣づかいは女性だからだろうか。でもジョサイアも同じように優しかったし、格好良かった。

　胸の奥がきゅんとする。

「それ……」

「え？」

　何か言いかけたジョイスと視線が絡からむが、彼女は思い直したように優しく微笑んで「何でもないよ」と告げると、路ろ肩かたに寄って何事か相談をしているクリストフとレーツェルの中に入っていった。

　ミアもついていきたかったが、こちらを見透かしたような橄欖石ペリドツトの瞳に、ジョサイアの時と似たような痛みを見た気がして足が動かない。

（気のせい？　だけど……）

　時折哀しげに曇くもるジョサイアの目と、同じだったように感じた。

　どきどきと、ミアの心臓が思い浮かんだ期待に鳴り響く。

（ジョサイア様の場合は、たぶんユーディットが聖女だから、恋愛をしてはいけない存在だから、自分の気持ちを押し殺して傷ついていたのよね？）

　幼い頃からウーア・シュプリング教団に保護されて、貴重な癒やし手の能力を失わせないために、恋すら知らないまま育ってきた純じゆん粋すい培ばい養ようで箱入りのユーディットと違って、ミアは父の描く恋物語を見て育ち、トラオムの中でフィンと共にのびのびと育った。一時期引きこもりかけた時もあったが、無事に克こく服ふくしている。

　つまり──

「ええやだどうしよう！」

　嫌だと言う割には、自分の目が爛らん々らんと輝いている自覚はある。今ならユーディットの瑠璃ラピスラズリの瞳と張るくらい美しく澄んでいるのかもしれない。

　きゃーきゃーと、必死で声を殺して飛び跳ねるのを我慢しているミアに、珍しそうに周囲を見回していたフィンが近寄ってきた。

「ミア？」

　気づいた気持ちを言いたくて言いたくて仕方がないミアは、大人たちが今後の計画を相談していることをもう一度確認してから、フィンの腕を引っ張って、少しだけ彼らと距離を取った。多少離れても、フィンの体格なら周囲に埋もれることはないし、すぐに見つけてもらえるだろう。

「聞いてフィン、聞いて！」

　声を殺そうと思っているのに、高い声が出そうで困る。

「ん？」

　ミアの機嫌のよさが伝染したように、柔らかくフィンが微笑んだ。




「ジョイス様、わたしのことが好きなのかもしれない！」




　カッ！　と、一瞬、フィンの背後に稲いな妻ずまが奔はしったかと思うほど、劇的に彼の表情が変化した。

　目を剝むくフィンは凶きよう悪あく面づらに磨みがきがかかり、たまたまその横を通りかけた近所の子供が半べそをかき、それを見かけた母親らしき女性が逃げだすように子供の手を引き自宅へと帰っていったが、もちろんミアは気にしない。

「そうよね。驚くわよね。同性だものね。しかも昨日会ったばかりだし……」

　もじもじと自分の指を絡めて照れながら、ミアは「あのね」と、続けた。

「今ね、ジョイス様の目がね、百年前にジョサイア様がしていた目と同じだったの！」

　あれは絶対に、報むくわれない恋に傷ついた者の目だと、ミアは力説した。

「わたしユーディットほど鈍くないし！　たぶん間違いないと思うの！」

「そ、そう……なのか？」

　なぜだかものすごく疑わしげな顔になったフィンに、ミアは自信たっぷりに頷く。

「乙女おとめの勘よ！　わたしジョイス様なら女性でも気にしないのに……フィンだって祝福してくれるわよね？　ね？　あれ？　フィン？」

「そうなのか？」

　広い肩をこれ以上ないほど力なく下げて、なんだかとても情けない顔をしているフィンを見て、ミアは小首を傾げた。

「どうしたの？　心配してくれているの？　わたしなら大丈夫よ？」

　フィンの手を取って、まるで説得するようにそう告げれば、彼はくしゃっと顔を歪ゆがませた。まるで泣きだす手前のようで、こちらのほうが心配になってしまう。

「フィン？」

　フィンのつらそうな顔を見ると、こちらも心細くなってくる。慰なぐさめたいのに、元気づけたいのに、自分は大丈夫だと言っているのに、フィンの表情はまだ曇っている。

「俺は、ミアが幸せなら……それでいい」

　ようやくフィンが笑った。でも、そんな苦しそうな笑顔が見たかったわけではない。

（なんでそんな顔をするの？）

　いつものミアなら、遠えん慮りよなく問いかけている。

　けれど何か口にしたらフィンを傷つけてしまうような気がした。こんな気持ちになるのははじめてだ。ユーディットの記憶にもない。

「フィン？」

　抱きしめたかった。大好きよと告げたかった。

　けれど、それを実行する前に、こちらを窺うかがう視線に気づいてしまった。

「クリス……」

「………………何があったのか、訊きいても大丈夫ですか？」

　微妙な空気に気づいたのか、遠慮がちに尋ねられて、どう答えたものか迷ってしまう。

「ジョイスとレーツェルは？」

　ミアの代わりに、珍しくフィンが視界から消えてしまった二人の行方を尋ねて、話題をそらした。

　強引な話の変え方だったが、察しのいいクリストフは素直にその質問に答える。

「魔王が覚かく醒せいしたんじゃないかというような、強烈な衝撃というか、緊張感というか、威圧感を感じて、レーツェルが平穏な市街地で全力の攻撃魔法を展開しかけたので、ジョイスがなだめすかして引っ張っていって今日の宿を探しに行きました。わたしはいざという時の抑え役です。泣いていいですか？」

　後半のその役割と感想は、今口にすることではないように思うのだが、フィンが暴れることはないという信頼からきた甘えだと思うことにする。

「ごめん……」

　ますますしゅんとしてしまった大男に、慌あわてたミアが両手を広げて抱きつこうとするが、その前にフィンが下がった。ミアの腕から逃げた。

（なんでわたしから逃げるの？）

　浮かんだ疑問が喉のどに詰まって、声にならない。息苦しいほどの想いが、どっと胸の中を渦巻く。それがミアの中で形になる前に、苦しそうにフィンが告げた。

「好きな人ができたなら……恋人になれそうなら、もう、俺に抱きついちゃだめだ」

　──どうして？

　本当はミアだってわかっている。年頃の男女はたとえ兄きよう妹だいであっても、こんなにべたべたしないし、抱きつかない。

　フィンはミアに頭をなでられるのが嫌で、髪を立たせるようになった。ミアが抱きつけば困ったような顔で赤くなるようになった。

　守っている支えていると口で、仕草で、ミアはフィンに伝えているが、実際にミアを守り支えているのは、いつだってフィンのほうだった。

　だからミアに『特別』ができたら、フィンはその存在にそれを譲ゆずらなければならない。

　──無む邪じや気きを装って相手に甘えていたのはミアだ。

　わかっていたけれど無視していたことを、態度でつきつけられた。

　わかっている。フィンが正しい。とても正しい。

　なのに胸が苦しかった。

　息が止まるんじゃないかと思うほど、喉に、胸に何かが突っかかって、目からあふれた。

「ひぅっ」

　ぐしゃりとしかめた顔で、ミアの喉が不ぶ細さい工くな音を立てる。

　我慢できないなんて子供みたいだ。みっともないと思うのに、フィンに拒きよ絶ぜつされたことがぐるぐると頭を回って止められない。

「ふぅっ」

　ただでさえ、ユーディットみたいに綺麗じゃないのに、こんなに不細工な泣き顔を晒さらしたら、もっと嫌われてしまう。ああもう嫌われてしまったのだろうか。

「うう……っ」

　両手を顔で覆おおう。こんな顔、誰にも見てほしくなかった。立っていられなくてしゃがみこむ。涙も鼻水も止まらない。息が苦しい。胸が痛い。みっともない。

「み、ミア」

　フィンはミアを放っておけない。知っている。前世がなんであろうと、フィンはとても優しい。でももう彼はミアから離れてしまうのだ。

「ミア、ミア、ごめん。俺が悪い。全部悪かったから、泣かないでくれ」

　ああ困らせてしまった。泣き止まねばと思う。思うのに止まらない。

　自分を拒絶するフィンの顔を見たくない。顔を上げられない。

　せめてフィンは悪くないと告げようと首を横に振ったが、子供が駄だ々だをこねているようにしか見えないだろう。

「ミア……」

　困り切った声と共に、大きな手の平があやすようにミアの背中をさすった。変わらない温かさにほっとして、恐きよう慌こう状態だった頭が、少し落ち着いた。

　それがフィンにも伝わったのだろう。

「ミア」

　ほっとしたように、ミアの背中からフィンの手が離れた。

「………………っ」

　まだしゃっくりは止まらなかったけれど、涙はなんとか止められたので、しゃがんだ体勢のままスカートのポケットを探ってハンカチを取りだし、顔を拭ふいた。もちろん視線は上げない。

「ごめんな」

「ふぃん……は、わるくないっ」

　しゃがれた声が本当にみっともなくて、また泣きたくなるのをなんとか堪こらえる。

「わた、わたしが、わるいもの」

「ミア」

「あまえて、ごめんなさい………………きらわないでっ」

　言いたいことを言い切ったと同時に、また涙が流れてしまって、慌てて顔を拭く。震える手では力加減がうまくいかず、綺麗にたたんでいたハンカチにしわが寄ってしまった。

「きらわないで」

　ふいにミアに大きな影が被かぶさったのがわかった。

　しゃがんだミアをすっぽり包んでまだ余る長い腕が、ぐるりとミアの背中に回っていた。

　背中の重みで前に倒れたミアの頭が、フィンの胸にぶつかる。

「嫌わない。あり得ない」

　ぎゅっと抱きしめられて、ようやく手の震えが止まった。

　温かくて安心する。

　フィンから抱きしめてもらったのは、本当に久しぶりだ。体温と一緒にフィンがミアを嫌っていないことが伝わってきて、ようやくミアは力を抜くことができた。涙が止まる。

「俺もう犬でいい」

　いきなり何を言いだしているのかと、思わず笑ってしまった。

「最近呪いは発動してないじゃない。それにフィンが犬だと、一緒にいられないから嫌」

　ぐりぐりと額を押しつけてここぞとばかりに甘えてみたら、それを甘受するように、愛しそうに赤毛をなでられた。

「じゃあ、このままでいる」

　なんとなくそれも違うような気がしたのだが、それはとても幸せなようにも感じたから、ミアは無言でこくりと頷いた。

「もういいですか？」

　何やらずっと見守ってくれていたらしいクリストフの一言で、飛び跳ねるようにフィンが離れてしまった。けれどもう嫌われたとは思わなかった。

　それでも自分から抱きついてはいけないのだろうなと思ったら寂しくなって、迷いながら手を差しだせば、心得たフィンは子供の頃のように手をつないでくれた。

「甘えてごめん」

「ミアに甘えられるのは好きだよ」

「あなたたちはいい加減、場所を選ぶということを覚えましょうね」

　これ見よがしなため息は、呆れよりも安あん堵どの意味合いが強いように感じて、クリストフにも迷惑をかけたと思う。言わないけれど。

「フィンの手、大きいね」

「身長がだいぶ伸びたからな」

「フィンの手、硬いね」

「…………剣けん腁だ胝ことか……気持ち悪いか？」

「どうして？　格好いい手だと思うよ」

「すいません。ぼくがいたたまれなくなるんで、本当に時と場合を選んでいただけませんか？　そういうのは二人っきりで、できればお父上の了りよう承しようを得たうえでお願いします」

　なぜだかミアやフィンから少し離れた場所を歩きつつ、首ごと目をそらしながらクリストフに懇こん願がんされてしまった。

「パパは関係ないでしょう？」

「フィンが気にするから察してあげなさい。本当に察してあげなさい」

　なんのことだと小首を傾げても、誰も教えてくれない。

　フィンが気にするなと言うから素直に頷いたが、やっぱり覚えておこうと思う。

　この手を放したくないと思う気持ちも、フィンに突き放されたと思った途端、急に何もかも怖くなって、嫌になって絶望したことも、全部覚えて、忘れないようにしようと思う。

　──でなければミアは、いつかフィンの手を握る資格を失ってしまう。

　そしてフィンとの関係をちゃんと考えようと思った。いつも側にいた子供の頃の関係が居心地良くて、ずっと甘えていたけれど……好きな人ができたら、その関係は変えねばならないのだと意識しよう。

　──でなければ彼の側にいられなくなる。




　固くそう誓ったその日の夜、同じ部屋にいたクリストフすら気づかぬうちに、フィンの姿は宿から消えた。
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　ユーディットが仲間と一緒にはじめてその男に出会った時、彼の手にはすでに聖せい杯はいが握られていた。

　重苦しいほどの瘴しよう気きが渦巻く中、この国でただ一人魔王と呼ばれる男は、傍かたわらに巨大な狼おおかみの魔物を従わせて、勇者たちを睥へい睨げいした。

「よく来たな。待っていたぞ勇者共」

　骨と皮ひ膚ふでできたような細い指が、ジョサイアを指した。

　石榴石ガーネツトのような濃い赤色の瞳がぎらぎらと輝いて、嗤わらう。

「お前の死ですべてが終わる。今度こそ……この国を終わらせてやる！」

　ユーディットの防御魔法は、すでに全員にかけてある。オットーやレーツェルの補助魔法を含め、戦せん闘とうの準備はすべて終わっていた。

　──命をかける覚悟も。

　廃はい墟きよと化したとはいえ、かつて人であふれていた街は、昼間だというのに薄暗い。

　その街に足を踏み入れる前から感じていた魔物の気配は、姿が見えないのが不ふ思し議ぎなほど濃厚になっていた──まるで自ら魔物の口の中に飛び込んでいる気分だ。逃げだせないほど奥に踏みこんだら、きっとその口は閉ざされて咀そ嚼しやくされる。

　もちろんユーディットたちは、この場所が魔物の街に変じているのだとわかっていた。

　だから──

　街で一番大きな聖堂の中、椅い子すや燭しよく台だいなどの調度品をはじめ、ステンドグラスも彫刻も、神々を模した物がすべて魔物の形となった気色の悪いその場所で、側そく廊ろうと祭さい壇だんに飾かざられていた魔物の像がすべて膨ふくれあがって動きだし、自分たちを囲んだ時も慌あわてなかった。

　呪文詠えん唱しようで動けないレーツェルのために、ユーディットが改めて結界を張り魔物たちの侵入を阻む中、ジョサイアとオットーは、結界を無理矢理乗り越え入ってこようとする動きの鈍い魔物を剣で滅ぼしていく。

「《炎爆消滅フエアニヒテン》」

　その魔法の攻撃力からすれば、信じられないほどの速度と精度でレーツェルの描いた魔法陣が空中に浮かび、事前に言い渡されていた仲間はすべてその魔法陣の下へ集まる。そのを見届けたユーディットがすかさず結界を解いた瞬間、魔物めがけて無数の炎の塊かたまりが降りそそぎ、床に、壁にぶつかっては爆発していく。

「オルカーン神の加か護ごを我らに」

　戦せん神じんに匹ひつ敵てきする力を持つ風の神が、ユーディットたちに降りかかろうとしていた粉ふん塵じんと熱をすべてはね除のけて押し流し、窓という窓が、扉という扉が内側から外にむかって砕け散った。レーツェルの魔法によって命を落とした魔物の死体も、外に吹き飛ばされている。

　古い聖堂だったので、床が石いし畳だたみだったのは僥ぎよう倖こうだろう。

　すっかり風通しのよくなった建物の中で、レーツェルが不敵に笑った。

「お仲間はだいぶ減ったぞ」

「また作ればいいだけだ。問題ない。聖杯は我が手にある」

　これ見よがしに聖杯を振って、魔王は自らその親指を傷つけた。赤い血が杯さかずきの中に入る前に、オットーが飛びだす。

「させるかよ！」

　上半身を捻ひねるようにして双剣を構え、目で追えないほどの速さで白刃が閃ひらめいたが、人型に変じた狼の魔物の剣に庇かばわれた。

　鮮やかな攻撃が繰り広げられるが、互いに致命傷は与えられない。

　その間もユーディットは新たな結界を張り、レーツェルが呪文を唱えた。

　魔王が自ら生みだした魔物は、自然に発生する魔物と強さの桁けたが違う。さきほどのレーツェルの攻撃で生き残った魔物などは、そのほとんどが破損した身体からだの再生を終えかけていた。

　そのまま戦えばレーツェルの魔法に巻きこまれると舌打ちしたオットーは、ジョサイアの補助の下もと、魔法使いと聖女の保護下に戻った。




「新たなる闇やみよ、こい」




　魔王はすでに新たな魔物を生みだしていた。聖杯から発生した闇が空中で固まって、牛のような顔と、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな大男の肉体を持った魔物が現れ、人間の体たい軀くほどの太さと長さがありそうな鉄の棍こん棒ぼうを振り回す。

　本能的に、あの魔物の一撃はユーディットの結界を壊すと感じた。今壊されたら別の魔物からも同時に攻撃されて、レーツェルが展開しようとしている攻撃呪文は中断される。

（間に合う？）

　同じ結界を重ねることはできない。しかしユーディットが新たな防御魔法を重ねる前に、ジョサイアが動いた。

　剣であの魔物の攻撃を防げないのは見てわかる。鉄の塊そのものの棍棒を前に、数あま多たの魔物を屠ほふってきた剣はあまりにか細く見えた。

　魔物の懐ふところに入るには数歩足りない。魔物の腕が長すぎる。

　そして魔物の目的は明らかにユーディットの結界だ。あの魔物は自分が攻撃されようと、避けることなく結界を攻撃してくるだろう。

　しかし勇者には奥の手があった。




「光あれ」




　ジョサイアの構えた剣が、まぶしいくらいに光り輝き一いつ閃せんした。

　生まれたての魔物の棍棒をバターのように切断した光の剣は、そのまま魔物の胴体まで通り抜ける。

　忌いま々いましげにオットーが舌打ちした。『ここでそれを使うな！』という叱しつ責せきが聞こえてきそうだ。勇者の使う特別な魔法剣は、一対一ならばレーツェルの大魔法よりも効率よく敵を倒せるが、一度使って輝きが消えたら、次に使うまでしばらく時間がかかってしまう。

　ユーディットたちの役目は、ジョサイアのその剣を魔王に届かせるまでの保護と露つゆ払はらいに近い。

　しかし使ってしまったものは仕方ない。

　結界から抜けたジョサイアめがけて、今まで以上に魔物が殺さつ到とうした。

「左側の羽のヤツが魔法を使うぞ！　雷らい撃げきだ！」

　危機察知能力が人一倍高いオットーの警告に従い、ユーディットが新たなる加護を自分たちにかける。

「ボーデン神の加護を我らに」

　背中に羽の生えた魔物が吠ほえた。ジョサイアの剣に匹敵する強い光が襲おそいかかってきたが、ユーディットの結界を揺るがす前に、大地の神の加護によって、その攻撃は建物の下の土に吸いこまれる。

　レーツェルの攻撃魔法が、固まって動いた魔物たちを攻撃した。ユーディットがまた結界を張り直す。魔物たちは着実にその数を減らしていくが、どんな魔法も魔王を傷つけることはなかった──あの男には先天的に魔法が通じないのだ。

　どんな高位呪文だろうと、魔王に触れる直前に消える。

　前世の記憶で知り得た情報だから、それに動どう揺ようはない。解げせないのは魔王の隣につき従う狼の魔物まで同じ能力を備えているらしいこと。

　無敵に見えるレーツェルの攻撃魔法も使用回数に上限がある。命を削けずって放とうと、それは絶対に変わらない。戦意こそ欠片かけらも失っていないが、やせ細った肩はすでに大きく上下していた。失われた魔力は体力と同じで、ユーディットの能力では回復できない。

　傷一つない状態で魔王を押しているようでいて、人類側の消耗は見かけ以上に激しい。

　──それでも、今回の《エヒトの審判》では勇者が勝利する。

　妄もう信しんではなく事実として、誰もが手応えを感じていた。

　ジョサイアの剣が魔物をなぎ倒す。

　少しずつ、少しずつ剣から光が失われていくけれど、彼の足は前に進んだ。

　狼の魔物が倒れる。

　勇者の前には、魔王だけが泰たい然ぜんと佇たたずんでいた。

　急に投げ遣りになったように見える石榴石ガーネツトの眼まな差ざしは、勇者ではなくてじわりと消えかけている狼の魔物を見ている。

「…………」

　ぽつりと呟かれたその名は、ユーディットの耳に届かなかった。

　ジョサイアが吠えた。

　人類の勝利を手に入れるために、光り輝く剣を振るう。

　魔王は自分の命を絶つその剣を、最さい期ごまで視界に収めていた。
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　時鐘の音でのろのろと起きだしたミアは、昨日と同じように自宅ではない場所で目を覚まし、身み支じ度たくを整えた。ちなみに今回はジョイスと同室だ。

　ぐっすりと寝ている彼女を見れば、寝顔まで素す敵てきだとドキドキするが、同性同士のおつきあいはどうすればいいのだろうと首を傾げてしまう。

　そしてジョイスとつきあった場合、フィンと離れなければならないのだろうかと、疑問に思う。我わが儘ままなのはわかっているが、彼と離れるのは心底嫌いやだ。

（うーん。もしもジョイス様に告白されたら、お断りするしかないのかしら……）

「首がもげそうだよ」

　苦笑交じりのその声に、びくりと肩をすくませれば、ジョイスは眠そうな目でミアを見て、うっとりと微笑ほほえんだ。

「おはよ」

「おはようございます。ジョイス様」

　やっぱり綺き麗れいな人だと思う。いざ交際をお断りしたら、自分が泣くかもしれない。

「…………あのさ、初日のお風呂場でも言ったと思うんだけど、わたしにだけ敬語なのって、ユーディットの影えい響きよう？」

「え？　そんな話しましたっけ？」

「あ、やっぱり。上の空な気がしたんだ」

　くすくすと笑って、ようやくベッドから起きあがったジョイスは、軽く伸びをして身支度を整えはじめた。

「わたしのことが好き？」

　どきりと心臓が跳ねた。急速に顔に血液が集まってくる。目をあわせることができずに、横をむいて、ミアは無言で頷うなずいた。何も声にならなくて、それしかできなかったのだ。

「それもユーディットの影響かな？」

　思ってもなかったことを言われて目を剝むいた。

「違います！　ジョイス様はジョサイア様より細身だし顔立ちも繊せん細さいで整っていて綺麗だし……」

　──ジョサイアのように誠実な眼差しで、優しくて、強くて……。

　ミアが好きな箇か所しよはすべてジョサイアと比較していると気づいた瞬間、二の句が継つげなくなった。

　恋をしたいとずっと思っていた。ユーディットのような恋がしたいと願って、彼女が恋をした男の生まれ変わりと出会った。再会した。

（でもジョイス様とジョサイア様は別人で……わたしもユーディットとは別人で……）

　急に自分の恋心に自信が持てなくなって、心細くなる。

「年頃の女の子が同性に憧あこがれるのはよくあることだし、放っておこうかなぁとも思ったんだけど……なんかユーディットに抱いていた罪悪感を思いだして……いたたまれなくなっちゃってさ。ごめんね」

「いえ……わたしも……」

　ごめんなさいと、反射的に口にしかけて、何かが引っかかった。

「ざいあくかん？」

　ジョサイアはユーディットが聖女だから自分の恋心を伝えられなくて、時折傷ついたような目をしていたのではなかったのだろうか？

「…………………………………………気持ちのいい天気だね。旅日和びよりだ」

「そうですね。罪悪感って、どういうことでしょう？」

「…………言い間違えただけだよ」

「…………」

「憧れは大切にしておきたいじゃないか」

「わたしに噓うそをつくんだ……信用されてないんだ……」

「違っ！　えっ!?　ちょっとち、違うってば、泣かないでごめん」

　まだ泣いてはいないのだけど、潤うるんだ目で沈黙を保てば、頭を抱えたジョイスがぽつりと告げた。




「ジョサイアは、同性が好きだったんだ」




　勇者の認定を受けたきっかけも、好きだった友人が結婚したからで、ユーディットの恋心には気づいていたけれど、人類の至宝ともいうべき癒やし手の頂点に立つ美女の想いが自分にむけられるのが申し訳なくて、どうして自分は同性が好きなんだろうと悩んでいたんだ。戦闘をしている時はそのことを忘れることができて……。

　ジョイスが続けて何かを語っていたのは聞こえていたけれど、すべて右から左に言葉が通り過ぎていった。

　自分の信じていたものが根底から崩れて目め眩まいがする。

「み、ミア？　ミアちゃん？　聞いてた？」

　聞きたくなかった。しかし一番聞きたくなかった箇所が頭の中でぐるぐると回っている。

「ふぃ……」

「ああああの、ごめん、ちょ……」

「ふぃんんんんんんんんんんんっ！」

　くるりとジョイスに背をむけたミアは、それ以上何も考えることができずに、ただ安心できる逃げ場を求めて着替えもせずに廊ろう下かに出て、フィンとクリストフが泊まっている部屋に直行した。

　どんどんどんっ！　と、ノックというよりは討ち入りのような勢いで部屋の戸を叩たたき、扉が開いた瞬間にその人物に抱きつきかけ──直前で別人だと気づく。

　朝の早い神官は、すでに完かん璧ぺきに身だしなみを整えていた。

　驚いた顔をしているクリストフを押しのけて中に入るが……。

「フィンは？」

「あなたと一緒じゃなかったんですか？」

「わたしジョイス様……ジョイス……ジョイス様と同じ部屋なのよ？」

　ジョイスの呼び名を変えようとしたけれど、しっくりこなくて戻したミアの様子に何かを感じ取ったのか、クリストフは首を傾げた。

「昨日はぼくのことを置いてきぼりにする勢いでフィンと二人の世界に入っていたのに、今までジョイスと一緒にいたんですか？」

「部屋割りはこの宿にきた時に一緒に決めたでしょ？　わたしとジョイス様、フィンとクリストフ、それでレーツェルは一人部屋」

「……………………フィンが昨晩から帰ってきていません」

　意味がつかめずに、立ちすくむ。

「は？」

「てっきりミアと一緒にいるかと……」

「どうしてそうなるのよ？」

「いや……ぼくもフィンがそんなことをするわけはないと思ったんですが、とうとう思い切ったのかと祝い気分になって地元の綺麗なお姉さんと葡ぶ萄どう酒しゆを五本と蒸じよう留りゆう酒しゆを二本ばかり飲んで、気持ちよく楽園の風景を見た後、ひとっ風呂浴びて就しゆう寝しんしたので……」

「むしろそれでよくいつもどおり起きたわね」

「ぼく、美形ですから」

　理由になっていない事実をきっぱり言い切ったクリストフに頷いてやってから、ミアは眉まゆをひそめた。

「結局いつから見てないの？」

「夕飯の後一度解散したじゃないですか」

「うん」

「隣となりにいた美しい女性に声をかけられて、しばらく楽しくお話をしていたのですが……少し目を離していた間にフィンが食堂からいなくなっていたんですよ。あなたもいなかったし、部屋に戻ってもいないし、これはミアのところに行ったんだろうなと……」

「夕飯の後一度も見てないんじゃない！」

「ということは、ミアも一度も見ていないのですか？」

「…………色々考えることがあったし」

　正直、自分のことで精一杯すぎて、宿に着いてクリストフがレーツェルとジョイスに適当な説明をしているのを右に左に聞き流し、たまに何か質問されても上の空で答えていた気がする。

　ジョイスは声にだして笑っていた。では……──

「レーツェルって、昨日、あの説明で納得したんだっけ？」

「表面上は」

　反射的に廊下に出たミアは、そのまま階が違うレーツェルの部屋に走りかけて、慌てたようにクリストフに止められた。

「ぼくが行ってくるから、あなたは一度部屋に戻って着替えてきなさい」

　落ち着き払った声にはっとして、自分の姿を自覚する。

「子供じゃないことを主張したいなら、そんな服装で男の部屋にきてはいけませんよ。ぼくがフィンに睨にらまれます」

　文句が言えなくなってしまったミアに、フィンの荷物を勝手に漁あさったクリストフがマントを渡す。昨日購入したばかりの品だ。

　裾すそを踏みそうな長いマントに包まれれば、少しだけフィンの匂いがしてほっとする。

「着替えたらすぐ合流するわ」

　部屋を出ていった以上の勢いで部屋に戻ったミアは、急いで身支度を整えた。

　ミアが戻ってきたことに一瞬、ほっとした顔を見せたジョイスは、鬼き気き迫せまる様子に、表情を改めた。

「どうしたの？」

「フィンがいないの。昨夜からいないみたい。今クリスがレーツェルの部屋に行ってる」

　昨日のフィンに反応して、高位魔法を使おうとしていた伝説の賢者を思いだしたのか、すでに簡単な身支度を終えていたジョイスが、腰に剣を帯おびた。

「一緒に行く。二人でどこかに飲みに行って、深ふか酒ざけしただけだったらいいんだけどね」

　それなら説教をしてやればすむだけの話なのだが、もちろんそんな簡単な事態ではなかったらしい。

　廊下にでたミアとジョイスは、反対側からやってきたクリストフとレーツェルを視界に収めた。

「わたしがあの男と外出するはずはないだろう」

「そう……なんだけど……」

　とりあえずレーツェルとフィンが一緒にいなかったことに安あん堵どしてしまう。

　疑って申し訳ないが、フィンの呪いに気づいて血を手に入れてから、妙みようにあっさり彼の同行を許可していたから、嫌な予感がしていたのだ。反射的に街中で高位の攻撃魔法を展開しようとした男が、魔王への恨うらみを忘れているわけがないと思ったのだが……どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

（でもそれならどこに……）

　この地方都市マッセルはミアたちが住んでいるトラオムからも、フィンの故郷である王都フェアビーテンからも遠い場所だ。警備隊の演習でここまできたという話は聞いたことがないし、土地勘があるとはとても思えない。

「聖杯を探しに行ったのではないか？」

　渋い顔をして低く呟いたレーツェルに、「まさか」とクリストフやジョイスが顔を見合わせたが、そこに疑念があるのもミアは見逃さなかった。

「フィンは魔王にならないわ」

「ならばどうして一人で探しに行く？」

「待ってください。レーツェル。フィンは荷物を残しているんですよ。聖杯を探しに行ったのであれば、荷物を置いていくはずないでしょう」

「……わたしたちを攪かく乱らんするためでは？　現に今、足が止まっている」

　ミアはレーツェルを睨んでもう一度繰り返した。

「フィンは魔王にならない」

「ならばミアはここに留まればいい。どうせ戦闘になれば足手まといだ。わたしは聖杯を探しに行く。魔王に奪うばわれるのを阻止しなければならないからな」

　一人結論をだしたレーツェルは、颯さつ爽そうとミアたちに背をむけた。

「待て、レーツェル。わたしも探しに行く」

「ジョイス様！」

「…………信じてあげたいけど、わたしにはフィンを信じ切るだけのつきあいが足りない。それに彼がなんであれ、わたしが聖杯を探すことは変わらないんだ」

「そうですね。ぼくも行きます」

　ため息交じりとはいえ、クリストフにまで同意されて、ミアは首を横に振った。

「ならわたしは一人でフィンを捜さがすわ」

「ミア、あなたもぼくたちと同行しなさい」

　穏やかに、駄々をこねる子供を諭さとすような口調で、クリストフが続けた。

「荷物は駅舎に預けて、この宿にフィンが戻ってきたら、追いかけてくるように伝言を置いていけばいい。もしもフィンが魔王への道を歩んでいたら……あなたたちの絆きずなが、彼の暴走を止めるかもしれないでしょう？」

　迷うミアに、クリストフが笑う。

「案外、すぐにミアを追いかけてくるかもしれませんよ。フィンは寂さびしがり屋ですからね」

　救いのある想像に、頑かたくなに拒絶しようとしていたミアの意地が解かれていく。

「そうね……」

　幼馴染みとしてのミアはまだフィンを信じていたけれど、記憶の中のユーディットは、勇者たちと聖杯を探しに行けと告げていた。

　フィンを信じている。けれど、もしも万が一何かあった場合、それを止めるのはミアでなければ嫌だった。
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　昨日地図につけた線の交差する場所は、マッセルから少し東に戻った場所にあたる。

　話し合いの末、馬車を借りて近くの村まで行くことになった。

　客に馬車を盗まれないように、御者もついてきている。

　二頭立ての馬車は、四人もの乗客がいる馬車を軽々と運び、昼を回る前に少し寂れた感のある村に到着した。

　昼間も営業している酒場に行き、物もの珍めずらしそうに村人にじろじろ見られながら、テーブルに広げられた地図を指さし、情報を集め、進路を話し合いながら昼食を摂とる。

　軽く車酔いをしていたミアは、あまり食欲がなくて、食事もそこそこに、外に散歩に出かけた。誰も止めなかった。レーツェルなど気にするそぶりも見せずに、熱心に地図にかじりついている。ジョイスとクリストフからあまり遠くに行かないように言われたけれど、なんだか一人でいたい気分だ。

　幸い、村の中にひと気はほとんどなかった。皆、農作業だか採さい石せき作業に出かけているのだろう。少し離れた場所に採石場があると、クリストフが語っていたのをなんとなく思いだすついでに、近くにある森を意識した。

　あの地図が正確であれば、あの森の中に聖杯がある。

（《エヒトの審判》を早く終わらせれば、安心したフィンが戻ってくるかなぁ）

　小さくついたつもりのため息は、思いの外大きく響いた。

（フィン、どこにいるの？）

　──ミア。

　寂しくて寂しくて、幻げん聴ちようまで聞こえてきそうだ。

「…………」

「あれ？」

　やはり幻聴ではないかもしれない。

　耳を澄ますが、確かに耳にしたと思った声は、まったく聞こえない。

　しかし『気のせい』ですませたくはなくて、ミアは聞こえたと直感した場所にむかって歩を進めた。あまり遠くに行くなというジョイスとクリストフの注意を覚えていたが、今はこちらのほうが大事で大切だと思う。

　気がついた時には、ミアは走っていた。

　狭い村を抜けて街道を横切り、木こりや狩人など限られた人間しか入らない場所に足を踏ふみいれた。道はない。目印もない。土地勘かんもないミアがやっていい行動ではない。

　けれど──

　黒い毛並みの赤い目の狼を見た瞬間、ミアは自分の行動の正しさを信じた。

　石榴石ガーネツトのような瞳の色が、フィンのものとよく似ている。

「あなた……フィンといつも一緒にいる子でしょう？」

　幼い頃にフィンを苦しめた呪いの原因。そして百年前の魔王の傍らにいた魔物と、たぶん同じだ。

　嫌悪感や恐怖感は浮かばなかった。フィンの父は自分のせいだと思っていたが、実際はあの魔物が彼の側にいようとした結果、呪いとして害をなしただけだ。人騒がせだと思うけれど、前世の夢を見るフィンにとって、あの魔物は救いであったらしい。だから彼はクリストフが解呪しようかと差しだした手をいつも断っていた。

　狼が軽やかに森を走った。

　慌ててミアが追いかけると、狼はこちらを振り返って立ち止まった。近づけば離れ、また止まる。

「フィンのいるところに案内してくれるの？」

　夢の中の狼は人型にもなれたはずだが、変じる気配はなかった。もしかしたらフィンが魔王として狼に力を与えなければ、夢で見たほど強い魔物にならないのかもしれない。

　あの狼の魔物はきっと、前世の魔王の支えだったのだ。命じられもしないのに魔王の魂を追いかけてくるほどの忠ちゆう誠せい心しんは信じていい。

「どうしてフィンから離れたの？　離れられたの？」

　返事はない。たまに人語を操る魔物がいるのだが、彼はそのタイプではないらしい。

　仕方なしにミアは口を閉ざして狼を追いかけることに専念した。道ならぬ道を奥へ奥へと進んでいく。

　こぼれ落ちた木こ漏もれ日の中を、狼が通った時に気づいた。

（透すけてる。実体じゃないの？）

　不吉な予感がした。けれど止めることはできなかった。

　息を切らせながら狼を追いかけていき、そして……狼が立ち止まった。ミアが近づいても動かない。

（なに？）

　狼の尖とがった鼻の先には、古い石いし造づくりの建物が存在していた。石が苔こけむしてほとんど緑色に染まっているが、夢の中で、そういった建物を何度か見たことがある。

「昔の……神殿」

　何百年も、もしかしたら何千年も前の祈りの場所。

　形は違えども祀まつる神々はかなりウーア・シュプリング教団と重なっているが、教団の持ち物ではない。宗教団体としてそれぞれの信仰を統一化し、組織化する前に建てられたものだと聞いている。

　魔物が原因か、水の流れが変わったのか、人々が周辺から去って、頑丈な建物だけが取り残された。こういった場所は聖杯の出現率が高いのだと、ウーア・シュプリング教団がたまに巡回しているのだ。それにユーディットも何度かついていったことがある。

　神殿に向かって足を進めると、狼の遠とお吠ぼえが背中から響いた。

　寂しそうなその声は、狼の悲鳴のようにも、助けてくれとすがられたようにも聞こえる。

　振り返れば狼の姿が消えていた。

　そこにいない存在にむかってゆっくりと頷いて、ミアは再び歩きだした。

　茂った草木を踏みわけて、ぐるりと建物を回れば、離れた場所に短い階段が見えた。

　こういった神殿のお約束なのだが、天井が高くてかなり広い。

　硝子ガラスのない時代の建物なので、基本的に吹きさらしだ。当時は扉代わりのタペストリーでもあったのかもしれないが、今はすべて朽くち果て、緑や動物たちの侵入を許している。

　側面はもちろん天井にも大きな窓があって、中は涼すずしくて明るかった。

　時折影が続くのは、建物の外に生えた緑が日差しを遮さえぎっているからだ。

　石造りの建物共通の、ひんやりとした空気は、かつてこの場所に満ちた人々の信仰を連想させた。

　等間隔に並ぶ石柱には何か彫刻が施ほどこされているのがわかったが、残念ながらユーディットの記憶を持つミアにも、そのモチーフはわからなかった。内側に入れば苔も少なくなり、壁にも何か彫刻がされているのがわかった。

　壁にも、柱にも、そしてたまに床にも、人々の祈りの対象となる彫刻がある。

　ゆっくりとそれらを見渡す。

　風通しがいいのと石畳の色合いのせいで埃ほこりは目立たない。少なくともミアには、一見しただけでここに最近人間が足を踏み入れたのか否か知ることはできなかった。

　だから口を開く。

「フィン……いるの？」

　なんとなく、奥のほうで気け配はいが揺れた気がした。

「フィン？」

　名を呼びながら、勘に任せてそちらにむかうと、自分が何かに近づいていくのがわかった。暗く、重たい……百年前に、ユーディットが感じた気配。

　気がつけば走っていた。

「フィン！」

「くるな！」

　たたきつけるような鋭い声に、びくりと足が止まってしまった。

　昼間だと言うのに、視線の先が暗い。

　でもその奥にフィンがいるのがわかった。

「フィン」

「危ない……きちゃだめだ。ミア」

　来ないでくれと懇願しているのに、来て欲しいと望んでいるように聞こえた。フィンが怯おびえていると、そう思ったから、ミアは足を進めた。

　建物の中で、窓が塞ふさがっていることを考こう慮りよしても、今までの明るさを考えれば少しおかしい。闇の中に足を踏み入れれば、動物的な本能が全力で逃げろと告げてきて、ミアの腕に鳥肌が走った。どくどくと心臓が早はや鐘がねを打ち、冷や汗が吹き出る。

　ねっとりと肌を包んでくる空気は、百年前に感じた瘴しよう気きとまったく同じものだ。聖女ではないミアは、この空気から身を守る術すべはない。長くこの場に留まれば、病やまいにかかってしまうだろう。

　わかっていたけれど、その瘴気の中心にいる存在を見て、安心してしまった。

　自分の足許も危ういような闇の中、どうしてその姿だけははっきり見えたのかよくわからないが、都合がいいと、素直に思う。

「くるな！」

　怒声は無視した。

　爛らん々らんと輝く石榴石ガーネツトの瞳に、笑う。

「フィン」

　走る。手を伸ばす。抱きつく。

　ほら、フィンはミアを拒絶しない。

　例えその全身に黒い獣じゆう毛もうを生やしていて、鋭い牙が唇くちびるの下から見えていても、黒い爪つめがどんなに鋭くても、どんな姿だろうとフィンはミアを傷つけない。

　懐なつかしい感触に、ミアは笑った。

「またわんちゃんになっちゃったの？」

　赤いその瞳から、ほろりと涙がこぼれ落ちる。

「大丈夫よ。怖くないよ。また元の姿に戻るまで、ぎゅっとしてあげる」

「ミア……駄だ目めだ。あの時とは次元が違う」

「何が違うの？」

　衣服は昨日のままだった。小さな狼の姿をしていた子供の時とは違って、骨格はあまり人間と変わっていない。剣も帯刀したままだ。

　本当はミアもあの時との違いがわかっていたけれど、手を放すつもりはなかった。

　ぼろぼろと泣きながら、フィンは首を振る。

「頼むよ。傷つけたくない。傷つけたくない……こんな醜みにくい姿、ミアに見せたくない」

　実はなぜだかうっすら見えているのだが、ここでは言わないほうがいいのだろうか。

（…………このへんだけ少し、明るいのかな？）

「あれを持って、ジョイスに渡してくれ」

「…………あれってなに？」

　フィンがミアに見えやすいように身体からだをずらす。

　祭壇のような石の台の上に、それはあった。

　鈍い金色の杯さかずき。脚の部分にはカップについているような持ち手が二つついていた。

《エヒトの杯》と神の名を冠するものにしては小さいように思う。

「聖杯」

　反射的に呟けば、フィンが怯えたように震えたので手が届く範囲で背中をさすってやる。

　夢の中で声が聞こえたのだとフィンは言っていた。夢ではなく、今現在も聞こえているのではないだろうか。

「嫌だ。嫌だ。嫌だ！」

　フィンが自分の耳を塞いでそこに縫ぬい留めるように爪を立てた。黒くて鋭いその爪は、獣毛に覆われた皮膚でも容易に傷つけるらしい。

「フィン、血が！」

　びくりとフィンの肩が震ふるえた。

　ここで多少血が流れても、聖杯の中に入ることはないのに、がたがたと震えている。

「違う。魔物を作ろうとしたんじゃない」

「知ってるわ。怪我をしたからびっくりしたのよ。傷口を見せて。明るいところに行こう？」

「嫌だ。嫌だよ。ミア……ミア」

　怯えている。もしかして、ずっとこうして一晩過ごしていたのだろうか？

　聖杯に呼ばれて、エヒトに導かれて……。

「馬ば鹿かね。せめてわたしを誘いなさいよ。そしたら一緒にいたのに。何かできなくても、何もできないけど、側にいたのに……」

　フィンの目が、ミアの肩に押しつけられた。

　何もつけていなければふわふわの金茶の髪が、黒く変わっているのが残念だ。

（まあ、フィンならいいけど）

　そこでそうして二人でいて、どれくらい経ったのだろう。

　永遠でもよかったのだけれど、時間に変えれば、たぶんそんなに長い時間ではなかったと思う。

　フィンがミアから顔を離した。

　長く尖った耳が、ぴくりと動く。

「蹄ひづめの音だ。誰がきた」

　こんなところに誰がと言いかけて、ジョイスたちの顔が思い浮かんだ。フィンが聖杯の場所がわかるように、勇者として選ばれたジョイスにも、場所がわかる。

「逃げよう。放っておけば、ジョイス様が聖杯に自分の血をそそいで、《エヒトの審判》は終わるわ」

　フィンの姿を見られるのはまずいと思った。特にレーツェルに見つかった瞬間、無差別な高位大規模魔法を展開されかねない。

　なのに、フィンは動かなかった。

　覚悟を決めたような目で、ミアにはわからない一点を見ている。

「ミア、逃げてくれないか？　あまり見せたい場面じゃない。親父さんによろしく。ありがとうって……こんなに厄やつ介かいな俺に愛情をそそいで育ててもらった恩おんを、ちゃんと返せなくて申し訳ないって、伝えてほしい」

「やだ。フィン」

「大好きだよ、ミア。ずっと好きだった。本当に好きだった……ミアがいたから、俺は魔王になりたくないって、心から思った」

「ならなければいいじゃない。そう思っていればならないわよ！」

　異形と化したフィンを抱きしめ続けたまま、ミアが叫ぶ。

「勝手に変な覚悟を決めてんじゃないわよ！　わたしは認めないからね！」

　ふいに、ミアの背後から光が差した。

　闇に慣れた目には、魔法で作られた光の玉は、あまりに眩まぶしい。

「ミア？」

　耳に優しいその声を、ミアが聞き間違うはずはない。たとえユーディットの恋の残ざん滓しを引きずった形であっても、それでも……それだってミアにとっては恋だった。

「ジョイス様」

　松たい明まつのように棒の先に光を灯して、ジョイスとクリストフ、そしてレーツェルがそこにいた。

「いきなりいなくなって心配したんだよ。どうしてこんな……フィン？」

　戸惑う視線がゆらゆらと揺れて、ミアのむこうに留まったのがわかった。

　反射的に身体ごと振り返って、両手を広げる。

「駄目。退治なんてさせない。フィンは誰も傷つけないわ！　聖杯だって見つけたけど、何もしてないんだから！　むしろここまできて怯えて手を伸ばせていないのよ！」
















「これはまた……なつかしい姿ですね」

　ひょいひょいと、周囲に魔法で作った光の玉を散らしたクリストフが、からかうように笑った。

「あなた方と出会った頃を思い出します」

「えーと……そっちに聖杯があるんだね？　ちょっと待ってて。わたしの血を入れてくるから。フィンのその姿については後で考えよう」

　からりと笑ったジョイスが、聖杯の許もとへ行こうとする。腰の剣に手を伸ばす気配はない。

　そのすっきりとした後ろ姿に、低い声がかかった。

「そいつらに感化されているクリストフはともかく、ジョイス、『フィンを信じ切るだけのつきあいが足りない』と言ってなかったか？」

　素知らぬふりして背中をむけておいて、どうやらレーツェルは今朝のミアとジョイスの会話を聞いていたらしい。

「そりゃ何も言われずに夜中に姿を消されたら、色々と勘ぐるさ。それについては謝るつもりはない。フィンが悪い。出会ったばかりのわたしたちに事情を言えないにしても、ミアやクリストフには言うべきだった」

　ジョイスの厳しい声に、背後のフィンがしゅんと肩を落としたのがわかる。

「ただ、その姿を見て、それでも信じて庇かばおうとするミアを見て、色々と察せないほどわたしは子供じゃないんだ。魔王に恨みはあるし、二度と魔物を繁はん栄えいさせたいとは思わない。けれど、フィンが魔王じゃないのは信じてもいいかと思って」

「あの姿でも？」

　鼻で嗤うレーツェルをミアが睨む。

「好きでそうなったわけじゃ……」

　言いかけて、ふと疑問に思う。

「どうしてフィンの呪いが発動したのかしら？　身体が頑がん丈じようになってからは一度も呪いに苦しまなくなったし、エヒト神から呼びかけられた時も、呪いは発動してないわよね？」

　一応、後ろのフィンに確認を取ると、こくりと頷かれた。

「…………怖いとは思ったけれど、俺の中の魔物が刺激された感じはしなかった」

「聖杯に近づいたからじゃないか？　魔物としての本性が刺激されるのだろう。不愉快な空気だ」

　陰いん鬱うつそうに眉をひそめるレーツェルに、フィンがうつむく。

「レーツェル、刺激しないでください。ミア、フィンがどうであれ、瘴気が人間の身体に悪い影響を与えることには変わりありません。加護を与えますから額ひたいを貸しなさい……誰もフィンに攻撃しませんから」

　背後のフィンに目をやれば、優しい目で頷かれた。だからミアはほっとして、クリストフのいるほうへ足を踏みだしたのだ。異変は、その直後に起こった。

　重たい音が響いて、ミアが振り返る。フィンが石畳に片かた膝ひざをついて、頭を押さえて呻うめいていた。

「うるっ……さい！」

　フィンから噴きだした瘴気の濃度が濃こくなった。くらりと目眩がして地面が回る。

「ミア！」

　慌てた声をだしたクリストフがミアを支えた。

（ああ。駄目よ、クリス。そんな声をだしたらフィンが気にする……）

　そう言いたいのに吐はき気がして声がでない。

「ハイリヒ神の加護を」

　額にクリストフの指が触れた。

　解呪にも使う浄化の神の加護に、大だい分ぶ身体が楽になったが、まだ目眩が治まらない。神の加護が身体を循環し、浄化を終わらせるまでもう少しかかりそうだ。

「その男から離れさせておけ。このままだといつ暴れるかわからないぞ」

（だからフィンはそんなことしないってば！）

　叫びたいけど、声が出ない。

「ミア、少し移動しましょう。歩け……ませんね。触さわりますが不ふ可か抗こう力りよくですからね」

　本人ではないほうにむかってそんなことを言って、クリストフがミアを抱きあげた。

「あれ？　なんだこれ？」

　聖杯を手に取ろうとしていたはずのジョイスの声に、光が差しているほうに歩きはじめていたクリストフが足を止めた。

　少しだけ半身を捻ひねるようにして振り返ったクリストフのお陰かげで、ミアもそちらの様子がわかった。まるで見えない壁に阻はばまれているように、ジョイスの拳が空中を叩いている。

　レーツェルがフィンを睨んだ。

「何をした？」

　全員の視線がフィンにむかう。

　けれど、フィンは両耳を押さえてがくがく震えていて、どう見ても答えられる雰ふん囲い気きではない。




「がぁっ！」




　まるで獣のように吠えたフィンが、レーツェルにむかって飛びかかった。

「ヴァント神の加護をレーツェルに」

　間一髪でクリストフの防御魔法が発動し、フィンの爪が空中で阻まれる。

「がああああああっ！」

「フィン!?」

　だんっ、だんっ！　と、重苦しい音が聞こえる。

　離れた場所からかけた魔法は、どの道長続きしない。あのままではクリストフの結界が壊れると、誰もが思った。

「どうしたんだよ？」

　明らかに様子のおかしいフィンに眉をひそめたジョイスが、聖杯に背をむけてそちらに近づき──フィンの攻撃対象が変更された。

　ジョイスが腰の剣を抜いたと同時に、思いだしたようにフィンも剣を抜いた。

　重苦しい空気の中、魔法の光を反射した白刃が闇にきらめき、光の帯を幾いく重えにも空中に残していく。

　美しいと表現したくなる光の舞いは、同時にひどく恐ろしかった。

　あの一撃で、命の炎は簡単に消える。

「やだ……」

　ようやくミアの身体から瘴気が抜けた。

　じたばたともがいたミアは、クリストフの腕から抜け落ちて、石畳の上に立つ。

「ジョイス様、フィンを殺さないで！」

「クリストフ！　ミアを押さえていろ！　ジョイス、動揺するな！」

　レーツェルの叱責に打たれたように、クリストフの腕が動いて、フィンの許に行こうとしていたミアを押さえた。

「フィン！　フィン！」

　もがいても、なにも鍛えていないミアには、クリストフの腕を振り払えない。

「《蛇巻身空シユランゲ》」

　レーツェルが鋭く唱えた呪文により、フィンの動きが明らかに変化した。

　比較的簡単な魔法だが、使うタイミングの難しい補助魔法だ。相手が動いていない時にかければ動きを制限できる。

　フィンの足が、丁度ジョイスにむかって強く踏みこんでいた時だった。地面に足が縫いつけられたように、彼の足が動かなくなる。

　魔王には魔法が効かないはずだから、魔法が発動しているということは、まだフィンは魔王ではないのだ。

「止めて！」

「今だ！　殺せジョイス！」

　レーツェルの声が耳を打ち、思わずミアがフィンたちから目を背ける。

　だが、いつまで経っても、肉を断つ音は聞こえてこなかった。

「何をやっているジョイス！　わたしの魔法も魔王相手では長く保もたないぞ」

　苛いら立だたしげなレーツェルの声に、おそるおそる目を戻すと、フィンが足を動かそうともがいていて、ジョイスは……彼から、距離を空けた場所に立っていた。

　安堵に全身の力が抜けたミアは、石畳の上にへたりこむ。できればフィンの許に駆かけ寄よりたかったが、獣のようなうなり声をあげて、抜き身の剣を振り回している彼を怖くないと思えるほどの強さはミアにない。

（せめてフィンがわたしを見てくれればいいのに……）

　そしたら、何も考えずに走れるのに……。

（でも、止めなきゃ）

　足を動かさねばと、改めて自分自身に気き合あいを入れたミアを見越したように、クリストフが目の前を横切った。

「ミア、少し待っていてくださいね」

　いつもと変わらぬ綺麗な顔で、クリストフは早足でレーツェルに近寄っていく。

　レーツェルはまだフィンを殺せと叫んでいた。しかしジョイスは静かな眼差しをフィンではなくて、レーツェルにむけている。

「ニヒツ神の奇跡をここに」

　ジョイスとフィンに意識がむいていたレーツェルの額に、クリストフの指先が触れた。

　闇あん神しんである無の神の奇跡は、魔法の無効化だ。以前ミアに与えられた加護は、人間にかかる魔法を無効化するものだが、この場合は『レーツェルが展開している魔法を無効化する』ことになる。

　フィンのうなり声がぴたりと止まった。

　ジョイスがくるりとこちらに背をむけて……さきほど見えない壁に阻まれて取れなかった聖杯を手に取った。

　痛いほどの沈黙がその場を包む。

「フィン！」

　沈黙を破ったのはミアだった。

「わっ！　ちょっと待てミア。危ない！　剣を鞘さやに納めるから！」

　立ち上がって駆け寄り抱きついたミアに、フィンがいつも通りの慌あわてた声をあげる。

　もちろんフィンの足も自由になっていた。

「苦しくない？　痛くない？　怖くない？」

　重ねられた問いかけに、フィンは何度も頷いた。

　嬉しくて嬉しくて涙がでそうだった。姿こそ戻っていないけれど、いつものフィンだ。

「レーツェル……どういうことですか？」

「魔王を退治しなければ《エヒトの審判》は終わらない。お前たちが魔王を殺しにくそうにしていたから、殺しやすい舞台を整えただけだ」

「あー。そういうことだと思った。あんなに躾しつけのゆき届いたフィンが、こんな暴走をするのはおかしいものね」

　すたすたとこちらに戻ってきたジョイスが、フィンに抱きついているミアに聖杯を差しだした。

「ちょっと持ってて」

　反射的にそれを受け取ってしまうが、一応、さっきまで魔王扱いされていたフィンがすぐ側にいるのにいいのだろうか。

「レーツェル」

　ジョイスが呼びかけ、レーツェルの目がそちらにむかった──直後、




　ドゴッ！




　明らかに人体が発する音ではない音を立てて、ジョイスの拳がレーツェルの鳩みぞ尾おちに深々と突き刺さり、反射的に長ちよう軀くを折り曲げた彼の顎あごに、もう一発拳が決まる。

「あんたのやったことは魔王の能力の活性化だとわかっているのか？　あんたが、仲間が協力して力を尽くしたって、わたしが負ける可能性だってあるんだ。それだけ魔王は強悪な敵だと、誰よりもお前がわかっているだろうが！」

　たたきつけるような説教は、とても立派だと思うのだが……。

「ジョイス、ジョイス……気を失ってますよ」

　クリストフの指摘でようやく意識のないレーツェルに気づいたのか、ちっとジョイスが舌打ちする。

「軟なん弱じやくな」

「素敵……」

　ほうっと、ため息をついたミアに、フィンがぎょっとした目をむけて、ジョイスが明るく笑った。

「ありがとう。聖杯ちょうだい」

　ジョイスの声に導かれるようにして、ミアが《エヒトの杯》を差しだした。

「お。ちょうどいい位置だね。そのまま持ってて」

　再び剣を抜いたジョイスが、すっと自分の指先を傷つけた。

　傷は深くない。ぶくりと膨れた赤い水滴が、音もなくミアの持つ聖杯の中に落ちて……撥ねた。

　意識のある者たちが固唾を吞んで見守る中、聖杯の底に金色の光が溜たまり、それは一瞬にして神殿の中に満ちて、国中に広がった。

　すべてを浄化するような強い光を前に、目を開けていられない。

　まるで水の中にいるように、衣服が、髪がふわりと宙に浮かぶ。

　呼吸をすることすら息苦しくなるような清浄な空気が、さきほどまでフィンが放っていた瘴気をすべて押し流した。

　あんなに暗かったのに、今は眩まぶしいほど明るい。

　天井を仰あおげばそこにも天窓がついていたらしく、真っ青な空が見えた。

　さっと小鳥が横切って、ミアの横顔に影を落とす。

　気がつけばミアの手に聖杯はない。

「見たか」

　つんと、気を失ったままのレーツェルの肩を爪つま先さきで蹴って、ジョイスは胸を張った。

「魔王を殺さなくても、わたしたちの勝利だ」

　ジョイスの宣言を嚙かみしめて、すべて終わったのだと実感する。




　──百年ごとに繰り返された《エヒトの審判》は、前回に引き続き人類の勝利で幕を閉じた。




「なのにどうしてフィンの姿は戻らないんですかね？」
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「あれ？」

　間の抜けた声を出して、フィンを振り返ったジョイスの目が丸くなった。

「本当だ。こんなに浄化された空気の中で、むしろよくその姿を保っていられるね？」

「瘴しよう気きを放出していないので、近くに人間がいても危険はないでしょうが……そのままでは街に入れませんよ」

「…………」

　フィンの手が自分の顔を挟はさんだ。毛むくじゃらの頰ほおがわかって、その目が哀かなしげに陰かげる。

「フィン、その爪つめ鋭すぎるから、顔に近づけたらまた傷つくわよ」

　ミアが指摘して、柔らかく手首をつかむと、素直にフィンの両手が下りた。

「俺は……」

　何か嫌いやなことを言いかけた気配があったので、ミアが遮る。

「フィンが戻らないなら、わたしも戻らないわよ」

　ぴしゃりと言い切ると、フィンの言葉はもごもごと消えてしまう。

「解かい呪じゆの加護をかけてみますか。わたし以上にその手の治癒魔法が得意な神官に頼む手もありますが、とりあえず片かたっ端ぱしから試してみましょう」

　力強いクリストフの言葉に、ミアも頷うなずく。

「そうね。片っ端から試すべきよね──フィン、お座り！」

　ミアの命令に反射で従うフィンは、すぐさまそこに両りよう膝ひざをついた。

「よーしよしよし。フィンは本当にいい子ねー」

　黒くなってしまったフィンの頭をわしわしとなでて、毛むくじゃらな顔に手を滑すべらせて頰を包むように両手で挟み……ミアは少し屈かがんで唇くちびるを重ねた。

「………………」

　完全に硬直しているフィンから、そっと唇を離したミアは、にっこりと笑う。

「大好きよ」




　ぽんっ！




　まるで湯気でも噴きそうなほどフィンの顔が真っ赤になった。

　ごわついた黒髪は日に透すかすと金色に輝くふわふわとした金茶の髪に戻って、もちろん体中を包んでいた獣毛も綺き麗れいに消え失せている。

　絶ぜつ句くしている二人を見て、ミアは得意げに告げた。

「昔から、わたしがフィンを大好きだってことがわかると、呪いは解けたの。だから今回もそれかなって思ったのよ。乙女おとめの唇は安くないけど、フィンならいいわ」

　笑う。

　ちょっと照れくさいのはご愛あい敬きようとしてほしい。

「よかったですね、フィン。本当によかった。ほっとしました」

　まだ赤い顔で天井を仰いで惚ほうけているフィンを見たクリストフは、人間に戻ったことに安あん堵どしているというよりも、孫の成長を喜ぶ祖父のような目をして涙ぐんでいる。

　ジョイスも穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「たとえば魔王が魔王になると決意した時に、側に止めてくれる誰かがいれば、フィンみたいに魔王にならなかったのかもしれないね。そんな選択肢しもあったんだなぁ」

　しみじみとした言葉に、ミアもまた同意する。

「何事もやってみなければわからないわよね。百年前のユーディットも、あの時自分の恋に素直になっていたら、わたしまで引きずらなかったのに。たぶん振られていたのだろうけれど、いいお友達になれたんじゃないかしら？」

「ジョサイアなりに、ユーディットが大切で、大事だったから離れたんだけどね……」

　言い訳じみたことを呟つぶやくジョイスに、ミアは悪戯いたずらっぽく笑った。

「『ユーディット・ヒュムネはジョサイア・ヴァイガーンを愛してしまいました。どうかわたしと恋に堕おちてください』」

「『ごめんなさい。俺は男が好きで、君のことは妹のように大切に思っています。お友達でいてください』」

　乗ってくれたジョイスと共に、大声で笑ってしまう。

　茶番だ。

　だけど、ずっとずっと夢の中でくすぶっていたユーディットの恋が、百年の時を経へて昇しよう華かされた気がした。

「ん？」

　ちりちりとした視線を感じてそちらをむけば、ようやく立ち上がったフィンが拗すねたような目をしてこちらを見ていた。

「フィン、戻ってきた？　ごめんねいきなりキスしちゃって。でもわたしがフィンを大好きだって、わかりやすかったでしょう？」

　フィンを見上げながら小こ首くびを傾かしげれば、彼はほのかに顔を赤くして横をむいた。頷く。

　相変わらず素直で可か愛わいい男だ。

「トラオムに帰ろう。フィン」

「うん」

　頷いたフィンの目が、感かん極きわまったように潤うるんでいるのを見つける。

「ねえ、あなたの魂にずっとついてきたお友達が、あなたのいる場所をわたしに教えてくれたと言ったら、信じる？」

　ぱちぱちとまばたいたフィンの目から、再び涙がこぼれた。

「信じる。あいつは……いつも俺を、グレゴールを助けてくれた」

「前にも言ったけど、いいお友達よね」

　手を伸ばしてその涙を拭ぬぐってやったら、ミアの手の平をフィンの頰に押し当てるようにして、大きな手が重なってきた。

　ミアの手に自ら頰をすり寄せたフィンは、その唇からほんのりと甘いため息を落とす。
















「ミアには救われてばっかりだ。どうすればいい？　手放せなくなる」

「……貸しにしておくわ。いつか返して」

　いつもの距離が、少し気き恥はずかしい。

「さて、そろそろ帰りますよ。フィン、馬までレーツェルを運ぶのを手伝ってくださいね」

「それはいいけど……レーツェルは、どうするんだ？」

「わたしの一いち存ぞんでは決めかねます。かといって放置もできないので、ウーア・シュプリング教団の教きよう皇こうの指示をあおぎます。たしか今は会議で王都にいるんだったかな？」

　フィンとクリストフの会話を耳にしたジョイスが、話に入っていく。

「王都なら一緒に行こう。この子の父親もいるんだ」

　にこやかに腹をなでたジョイスに、その場にいた全員が硬こう直ちよくした。




「妊にん娠しん中だったの？」




　なんとか言葉にだしたミアに、「ああ」と、軽い口調でジョイスが頷いた。

「馬ば鹿かですか！　なんで剣を振ったんですか！　なんで走って戦ったんですか！　もっと自分の身体を大切にしてください！　あなた一人の身体じゃないんですよ！」

　クリストフの悲鳴交じりの説教は、この場にいるすべての人間の代だい弁べんだろう。気を失ってはいるものの、レーツェルだって起きていればそう言うはずだ。だが、当の本人はけろりとした顔をしていた。

「魔物が支配している世の中で生みたくないじゃないか。誰かに任せられるようなら任せるけど、そうじゃないから動けるうちに動くしかないだろう。わたしも旦だん那なも頑丈だから、この子も頑丈だろうと思ったら、本当に丈じよう夫ぶで母思いでわたしは幸せ者だな！」

　その場に膝と両手をついてうなだれたミアを、心配そうにフィンがのぞきこんできたが、正直今は放っておいてほしい。

　ようやく女性であるジョイスを受け止めたのに、妊にん婦ぷとはなんの冗談だ。というか、今思えばあれこれ冷や冷やして仕方ない。

「もしかして、『三ヶ月後には走れなくなっている』とか言ってたの、そのせい？」

「ああ。さすがに腹が大きくなっているだろう？」

　そういえば、いつもはきはきしていて朝も強そうなのに、眠たそうにしていたなとか、胸が大きくなってしまったとか言っていたなとか、思い当たることがあった。

（いや、べつにもう恋じゃないってわかったけどぉ……）

　泣きそうなミアの肩をぽんぽんと軽く叩たたき、無言で慰なぐさめてくれるフィンの優しさに力を得て、顔を上げる。

「旦那さんってどんな人？」

「なんならミアも王都にくる？　劇作家見習いなんだろう？　聖地もあるし、取材旅行の続きをすればいい。何かつかんだら、今度は聖女と魔王の恋物語でも書いてみたら？　もちろんハッピーエンドの」

　かちりと、頭のどこかで聞き覚えのある歯車の音が聞こえた気がした。

　面おも白しろそうだ。

「いいわね。それ！」

　もう少しだけ、仲間たちと旅を続けてみたい。

　誰かを倒すためでなく、何かを救うためではなく、自分たちが楽しむための旅だ。

　もちろんレーツェルにとってはそれだけではないが、できれば彼にも復ふく讐しゆうとか義務だとか宿命以外の何かを知ってもらいたいと思う。

「フィン」

「ミアが行きたいなら、どこにでも」

　確認を取る前に了承されて、ミアは心から笑った。




　──物語を書こうと思う。

　それは百年前の自分のように特別ではなくて、誰もが振り返るほど綺麗でもない、戦うための能力もない、どこにでもいるような少女が主人公の物語になることだろう。





ＥＮＤ
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　はじめまして。もしくはお久しぶりです。瑞みず山やまいつきです。

　このたびは『幼なじみは前世で魔王！　～エヒト・サーガ～』を手に取っていただきありがとうございました。

　内容としてはシリアス（前世）とラブコメ（現在）のサンドイッチ仕じ立たてな物語となっております。作者としては鉄てつ壁ぺきのボケとそれを許きよ容ようするボケな主人公コンビを前に、一人ツッコミを担当して物語を支えたクリストフに心から感謝の意を伝えたいです。

　前世がチビで出っ歯で目つきの悪い一ひと重えで、ひたすら女性にもてなかった盗賊が、現在きらきらした美形の神官で女好きというだけで本来は絶対にボケポジションなのに、ようやく合流した勇者はのほほんと主人公コンビを見守るし、最後の砦とりでの賢者は見捨てようとするしで……最後まで一人でよく頑張ったよクリストフ！　ありがとうクリストフ！

　本人も作中で逃げだしたがっている中、作者自身もツッコミが足りないと嘆なげいてました！　いやプロット段階だと、レーツェルあたりがツッコミを手伝ってくれそうだなぁと思っていたのですけれども、あいつ本気でツッコミポジション放ほう棄きしやがったので、結果的にクリストフが唯一にして最後のツッコミになりました。イラストの全力ツッコミはラフ段階でしばらく思いだし笑いをしてしまいましたよ。笑えるイラストから可か愛わいらしくも格好いいイラストまで加か藤とう絵え理り子こ先生にはお世話になりました。タイトなスケジュールになのにもかかわらず、丁てい寧ねいな仕事をしてくださって本当に感謝しております。

　新担当様にはしょっぱなの仕事からはらはらさせてしまいました。本人が諦めかけている中、どんと構えてくださったのが心強かったです。たぶんご迷惑をおかけした各関係者様も含め、お世話になりました。ありがとうございます。

　読者様へ。心から楽しんで書いた大切な物語です。読んでくださって幸せです。本当にありがとうございました。


瑞山いつき









【おまけ】（第六幕後半のクリストフの行動）

「ご通行中の皆様、お忙しい時間帯にお騒さわがせしております！　こちら路ろ上じよう劇げきではございません！　立ち止まって他の方の迷惑にならぬようご配はい慮りよ願ねがいます──……ああ、ご心配なく。彼女が泣き止やんだら終わらせますから。ええ、すいませんね。何しろようやく漕こぎ着けた青春展開なものですから、できるだけ邪じや魔ましてやりたくないんですよ。ありがとうございます。ありがとうございます！」
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